

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「鳴なる瀬せくん、もっとギュッてしてもいいかな？」

　俺の腕に抱きついていた比ひ奈な森もりが、少しだけ首を傾かしげながら上目遣いで訊たずねてきた。

　いつも通りの柔らかな笑顔。でも今は、そんな中に少しだけ期待のようなものが込められている気がして、俺は思わずドキリと胸を高鳴らせる。

「私達、今は恋人同士なんだから、別にいい、よね？」

　さらに、今度はそう言って期待を言葉にも含ませてきた。

　比奈森の持ち前の可愛かわいさも相まって、正直そのおねだり風の言い方はかなりきいた。

「鳴瀬くん？」

　再度の呼びかけになんだか頭がクラクラしてきた俺は、もうただ黙って頷うなずくしかない。

　こんな状況で『彼女』にこんなこと言われたら『彼氏』としてＯＫする以外の選択肢があるだろうか？　いやない。反語ってこういう時に使うんだと、俺は知った。

「えへへ、温かいね。鳴瀬くんの体温を感じるよ」

　腕に抱きつく力を強めた比奈森は、そう言って今度は頭を俺の肩に預けてきた。

　しかも時折、うれしそうにはにかんだ笑顔を「えへへ」と見せつけてくる。

　ズルい。普段教室の中では絶対に見られないクラスメートのこんな表情が、しかもあまりにも可愛すぎる表情が目の前にあったら、もうどうすることもできない。

　こんな比奈森の笑顔を見られるのは『彼氏』である俺だけだ──そんな優越感に浸る余裕さえ、今の俺にはなかった。

「鳴瀬くん」

　身動き一つせずにいると、やがて比奈森は真剣な顔でこちらを見つめてきた。

「鳴瀬くん」

　それはまるで、俺からの『何か』を待ちわびているような表情で。

「鳴瀬くん……」

　比奈森は何度も俺の名を繰り返す。だがそれでも何も応えない俺に対し、ついに比奈森はもう待ちきれないとばかりに、どこか意を決した様子でゆっくりと口を開いた。




「次、鳴瀬くんの台詞せりふだよ？」




　………………え？

「カットカットー！　こらこら鳴瀬くん、なにボーッとしてるんだいきみー」

「……はっ!?」

　比奈森に続いて飛んできた所長の声でようやく我に返った俺は、慌てて座っていたベンチから立ち上がり、思わずきょろきょろと辺りを見回した。

　そこは正面に大きな鏡が設置され、いろんな種類の椅子が所せましと置かれた謎の部屋の真ん中だった。つまりここは間違いなく『霧きり島しま芸能事務所』にあるレッスン用スペースで、俺はそこでレッスンの真っ最中であり、そしてまたまたやってしまったようだ。

「す、すいません！　ついぼんやりしてしまって……！　比奈森もごめん！」

　俺が急いで頭を下げると、霧島所長はやれやれといった感じで首を振り、

「またかー。新人研修ももう三日目なのに、いい加減慣れてくれないと困るよきみー」

　そう言って、いつも通りのダラダラした仕草でパイプ椅子に座り直した。

　……うう、返す言葉もない。

「あの、本当にごめんな比奈森。俺、やっぱりまだどうしても緊張が残ってて」

　続いて、迷惑をかけたパートナーである比奈森にも改めて謝る。

「ううん、大丈夫だよ。私は全然気にしてないから」

　だが比奈森は、いつも通りの柔らかな笑顔ですんなり許してくれた。

　……わかってたことだけど、やっぱり比奈森はいいやつだよな……。

　本当ならアクターズスクールにも通ってた俺が比奈森をリードしてやらないといけないはずなのに、実際はまるでできてないんだから情けないにも程があるってレベルだ。

「こういうのってやっぱり緊張するから仕方ないよ。お互いさまだね」

　……ありがとう比奈森。でもそうは言うけど、俺は比奈森が演技をミスったところなんて一度も見たことないんだよなあ……。凹へこむ。

「マジ、すまん。次からはがんばるから……」

「そうしてもらいたいもんだねきみー。恋人同士でイチャつくのが派遣カップルの役目なんだから、今のままだと仕事にならないよー」

　今所長の口から『派遣カップル』とかいう聞き慣れないうえに意味不明な単語が出てきたが、これは別に所長の舌が足りなくて言い間違えたわけでもなければ、所長の頭が本格的におかしくなったわけでもなかった。

　派遣カップルとは、文字通り派遣された先でカップルとして振る舞う仕事のことだ。

　そんなものがあるのかと思うかもしれないが、不思議なことにこの世にはそういうわけのわからない仕事が本当にあるらしい。

　で、なんで俺達がそんな仕事をすることになったかというと──……まあ、一言ではなかなか説明しづらい。いろいろと事情があるんだ。

　とにかく、俺と比奈森はその派遣カップルとしてユニットを組んだパートナー同士で、今まさにここ霧島芸能事務所で新人研修の真っ最中というわけだった。

「やれやれ、比奈森くんの方はちゃんとできてるんだけどねー」

　所長のその言葉に振り向くと、比奈森は新人研修用のマニュアルに目を落としているところだった。一見いつも通りに思えるが、マニュアルの内容を読み込んでいる様子からはどこか熱心な気配がして、気がつくと俺はそんな比奈森に声をかけていた。

「うん？　どうしたの鳴瀬くん？」

「いや、なんつーか……、やっぱり比奈森は動じないなって思ってさ。ただでさえ派遣カップルとか普通じゃないのに、なんでこんな演技を普通にできてるんだろうって」

「ううん、そんなことないよ。私もちゃんと動じてるから。……でも、もし普通にできてるように見えてるとしたら、こういうのに慣れてるっていうのはあるのかも」

「え？　慣れてるって、演劇とかは未経験だって話じゃ？」

「あ、そういうことじゃなくて……。とにかく、私も派遣カップルとかよくわからないけど、これも自分で決めたことだからがんばらなくちゃって思ってるだけだよ。だから私は大丈夫。心配してくれてありがとうね、鳴瀬くん」

　そう言ってニコリと笑う比奈森に、別に心配して言ったわけじゃないんだけど……と、お礼を言われて照れくさくなってしまう俺。

　それはともかく、比奈森の言う通りこれは俺達自身がやると決めたことだった。

　カップルの派遣とか、レッスンも含めておかしな部分しかないが、それでもこれは自分達が望んだ状況だ。となれば、確かにいつまでも緊張してる場合じゃない。

　……まあ、その緊張の理由は相手が比奈森だっていうのも大きいんだけどな。

「さて、そろそろ練習を再開するよきみー。次は９ページの『公園におけるイチャイチャケース・ナンバー18』をやってみようかー」

　俺は、所長のその言葉で気持ちを切り替える。さっきの失敗を挽ばん回かいするべく、次はマジで真剣に取り組まないといけない。これも役者になるって夢をかなえるため、演技力を磨くためだ──そう考えながら、俺はマニュアルの該当箇所に視線を落としたのだが、

「……あのー、なんか『彼女の肩を抱きながら、髪の毛をクンカクンカしてその香りを褒める』とか書いてあるんですけど……？」

　次の瞬間、その内容のあんまりさに思わず声が引きつった。

「その通りだけどー？　さあ、張り切ってやってみよー」

「張り切ってじゃないんですけど!?　なんかいろいろ振り切ってるんですけど!?　肩を抱くだけならまだしも髪の毛のにおいって、これじゃまるっきり変態じゃないですか！」

「甘いなー。ジャンボ小倉パフェの練乳マシマシ白玉ミックスよりも甘いよきみー」

「……そんなのばっか食べてるから、脳が糖分過多でおかしくなったんでは……」

「いいかい鳴瀬くん、そんなシーンもラブラブなカップルがやれば、周囲の目には実に仲なか睦むつまじい様子に映るもんだよきみー」

「ま、マジですか……？　けどさすがにこれは、比奈森も抵抗があるんじゃ……」

「うん、すごいシーンだよね。あ、でも大丈夫だよ鳴瀬くん。私、髪の毛のお手入れは毎日欠かしてないから、鳴瀬くんに迷惑はかけないと思うよ」

「そういう問題じゃない気がするんですが!?」

　とはいえ、やっぱり比奈森は平然としているように見えて、こんな変なシーンでも普通にやる気のようだった。いい人すぎるのも考えものなのかもしれない……。

　だが所長に早くやれと急せかされ、俺は仕方なくベンチに座り直して比奈森の肩を抱く。

　そうしておそるおそる頭に顔を近づけると、さっき腕に抱きつかれていた時よりもさらに濃厚な『女の子の香り』がして、一瞬本当に気が遠くなりかけた。

　……くそ、なんでこんないい香り──じゃなくて！　こんな変態チックなことを……。

　……しかも正面の鏡には俺の変態行動がバッチリ映ってるし……！

　だが比奈森が立派に彼女を演じている以上、俺も恥ずかしがってる場合じゃなかった。

「ひ、比奈森の髪は綺き麗れいでいいにおいがするな。ずっとこうしていたいぜ……！」

　俺は自分にそう言い聞かせながら、なんとか彼氏としてのリアクションをする。

　ちなみに台詞はアドリブだ。我ながら今すぐ首を吊つりたくなるくらい恥ずかしい。

「そう？　うれしいな。私も鳴瀬くんのにおい、好きだよ。なんだかすごく安心する」

　だがそんな感じで俺が必死な思いをして放った台詞に対し、比奈森はさらに強烈な台詞を即座に返してきて、俺はまるでカウンターでも食くらったかのような気分になる。

　当然それもアドリブのはずなのだが、そうは思えないくらい比奈森の演技は自然体で、まるで普段の比奈森がそんなことを言っているような錯覚に陥ってしまう。

「ほらほら鳴瀬くん、また演技に力が入り過ぎてるよー」

　そして再度所長からダメ出しが飛んでくる。力みすぎているのは自分でもわかっていたのだが、役を演じるとなるとどうしてもこうなってしまう。

　所長はマニュアルを眺めながら「もっと基礎シーンを何度もやるべきなのかなー」と呟つぶやいているが、俺はそれを見て自分の演技力の無さに肩を落とすのだった。

「大丈夫だよ鳴瀬くん、私もまだ全然だから。慣れるまで一緒にがんばっていこうよ」

　そんな俺を見て、比奈森は笑顔のまま優しく励ましの言葉をかけてきてくれる。

　その親切な気持ちは素直にうれしかったけど、比奈森が全然なら俺はなんなんだ……とやっぱり少し凹んでしまう。

「でも、鳴瀬くんって演技の経験があるんだよね？　だったらこういう、ちょっと恥ずかしいシーンの演技とかも慣れてるのかなって思ってたけど」

「そりゃ相手が比奈森みたいな可愛かわいい子ならこうなるのも──」

　俺はため息混じりにそう答えかけたが、すぐにハッと口をつぐんだ。

　……や、ヤバい。流れで思わず本音を……。本人の目の前でなんつー恥ずかしいことを言おうとしてんだ俺は……。いや、比奈森が可愛いのはその通りだが。

「それって、私が『可愛い彼女役』をちゃんと演じられてるってことだよね？　うれしいな。ありがとう鳴瀬くん」

　だけど人のいい比奈森はそれを俺が彼氏役視点で言ったものと勘違いしているようで、いつも通りの柔和な笑みを浮かべていた。

　気まずい雰囲気にならずに助かったけど、これはこれでどこか釈然としない。

「……いや、比奈森はいつも可愛いけどな」

　だからか、また自然とそんな言葉が俺の口から漏れる。

　まあどうせ、これもまた「あはは、ありがとう」って感じでスルーされるだろうけど。

「え？」

「え？」

　だがなぜか次の瞬間、比奈森が目を見開いてピタリと動きを止めた。

　……な、なんだ？　なんで今度はそんな反応？　もしかして、あえてスルーしてたのに俺がさらに調子に乗ったから？　だとしたら、やっちまったか……!?

「うーん、やっぱ何度も繰り返して慣れるしかないかなー。ほらほら二人とも、もう一回さっきと同じシーンやるよー」

「あ、はい。鳴瀬くん、もう一度だって」

　けどそう思ったのもつかの間、比奈森はすぐに元に戻った。

　これは気にしてないってことなのだろうか？　よかった、危なかった……。

「さあ鳴瀬くん、思いっきり彼女の髪をクンカクンカして堪たん能のうするんだよきみー」

「言い方ですよ言い方！」

　それはともかく、またさっきと同じ恥ずかしいシーンを繰り返さないといけない羽目になってしまった。だが、これも役者になるという夢をかなえるための大切な一歩なのだから、とにかく無心でやるしかない。
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　……そう、勘違いされるかもしれないのでここらへんでハッキリ言っておくが、これは俺が夢をかなえるまでの過程を描いたサクセスストーリーだ。

　役者を志す少年が、一つ一つ試練を乗り越えて徐々に目標に近づいていく感動秘話。

　ドキュメンタリーで放送されれば絶対録画して、俺なら一万回は見返して涙するような物語──……のはずなんだけど、

「ほらほら、もっとウットリして彼女に陶酔するような表情になるんだよきみー。きみ達がイチャついてるのは、他人に見せるためだということを忘れちゃだめだからねー」

「カップルってこういうこともするんだね。私、全然知らなかったよ」

「それが終わったら次はイチャイチャケース・ナンバー19『見つめ合っていたら思わず鼻の頭がくっついちゃった』を、感情を込めながら演じるんだよきみー」

「カップルってそういうこともするんだね。私、全然知らなかったよ」

「やっぱり比奈森は動じないな!?」

　……やってることを客観的に見るととてもそうは思えない気がするのは、きっと俺の気のせい、だと思いたい……。











シーン１　派遣カップル始めました









「えっと、ここでいいんだよな……？」

　俺は手に持った名刺から視線を外して、目の前のビルを見上げた。

　看板の三階と四階の欄には確かに『霧きり島しま芸能事務所』とあって、どうやらここで間違ってはいないようだ。正直なところ「本当にあったのか」っていう感じなのだが。

「……まあ、ここまで来た以上は、行くしかないんだけど……」

　俺はしばらくその看板を胡う散さん臭くさそうに眺めていたが、やがて意を決して三階へと上り始めた。気が進まないけど、でも何かを期待しているような、そんな自分でもよくわからない複雑な気分だった。




　さて、本格的に語り出す前にここいらで少し、なぜ俺が今日この霧島芸能事務所なる場所を訪れたのか、その経緯を自己紹介も交えてしていきたいと思う。

　俺の名前は鳴なる瀬せ了りょう介すけ。この春、高校二年生になったばかりだ。

　成績は普通。運動神経も普通。人付き合いも普通。容姿も、……まあ多分普通。

　基本的に特筆すべき点もない平凡な人間なんだけど、たった一つだけ、これだけは誰にも負けないって言えることも、あるにはある。それは演劇が──演技が好きってことだ。

　俺は子供の頃から何かを演じることが好きだった。自分が自分でありながら別人になれるということが、単純にとても刺激的だった。ワクワクした。

　演技が好きってことで、自然と将来の夢も役者ってことになった。

　俺は両親を拝み倒し、小学校高学年の頃からアクターズスクールに通い始めた。そうして中学に上がった頃には、とある俳優養成所のオーディションも受けるようになった。

　だが、結果はいつも惨ざん敗ぱい。一次審査すら通らない。

　それもまあ当然と言えば当然の結果で、なぜなら俺は演技をするのは好きだが、お世辞にも演技力があるとはいえなかったからだ。

　生徒を集めるのがビジネスなはずのアクターズスクールからさえも「役者を目指すというのは難しいのでは？　諦めた方がいいよ？」と正面切って言われる始末。

　だが前向きなだけが取り柄の俺は、それでも夢を諦めることはなかった。

　高校に上がってアクターズスクールに限界を感じてやめた後でも、独学で演技の勉強を続けてオーディションは受け続けたが、やっぱり結果は出なかった。

　そうして先日、俺はもう何枚目かわからない不合格通知を手にしながら、フラフラとした足取りでオーディション会場からの帰り道を歩いていたんだ。

　沈んだ心と疲れた身体からだ、そして喉の渇きを癒すためにとある喫茶店に入り、通りに面した窓まど際ぎわの席でイチャイチャしているカップルに嫉妬と八つ当たりのこもった視線を投げかけつつ、俺が一番安いアイスコーヒーを頼んだ時だった。

「きみ、ちょっと話を聞いてもらってもいいかしら？」

　不意に美人のお姉さんが声をかけてきて、返事を聞く前に俺の正面の席に座った。

　お姉さんは言った。「きみには才能があるわ」「見ていてピンときたの」「うちの事務所で働いてみない？」「レッスン指導あり、現場実践あり、高給も保証するから」と。

　そうしてお姉さんは名刺を手渡してきて、あっけにとられている俺に「是非訪ねてきてね」と言い残し、いつの間にか注文していた生チョコ＆三種のアイス盛り盛りＤＸパフェを綺麗に平らげてから去っていったのだ。

　その名刺には、霧島芸能事務所と書いてあった。

　当然のことだが、俺は当初その名刺を速攻で破り捨てようと思った。

　だって考えてもみてくれ。いきなり知らない美女に声をかけられて「才能がある」とか「ピンときた」だぞ？　どう考えてもあり得ないだろ？

　ホイホイと釣られて行ったが最後、高そうな絵を売りつけられるか、怖そうなお兄さんに囲まれるか、変な宗教に勧誘されるかってのがオチだ。バカバカしい。

　……だけど、俺は結局その名刺を捨てられませんでした……。

　才能がある。芸能事務所。レッスン指導に現場実践。あとついでに高給保証。

　そのどれもが、オーディションに落ちて沈んでいた俺には魅力的な響きだったんだ。

　俺は数日間、行くべきか行かざるべきか悶もん々もんと悩み続けた。

　普通に考えれば明らかに怪しい。でも、もしかしたら……？　いや、しかし……！

　そんな感じで散々頭を悩ませた俺だったが、結局とりあえず事務所くらいは訪ねてみることにしたというわけだ。

　とはいえ──最終的な決め手となったのは、他ならぬその名前、だったのだが。




「し、失礼します」

　三階に上った俺は、看板と同じ字体で霧島芸能事務所と書かれたドアをノックして、恐る恐る中に入った。

　ドアを開けた瞬間、サングラスをかけたおっさんに腕を摑つかまれたりしたら──そんな警戒をしていた俺だったが、そんなことはなかった。というか、中には誰もいなかった。

「んー、誰ー？　どちらさまですかきみー？」

　だが、すぐにそんなやや間延びした女の人の声が聞こえてきた。

「おや？　きみはもしかして……」

　奥のソファで一人の女性が立ち上がり、やけにダラダラした歩き方でこっちに来ると、遠慮なく盛大なあくびを一つかましてから俺の顔を見た。

「え、えっと、はじめまして。俺、鳴瀬了介といいます。高校二年生です。先日、その、ここの人？　から名刺をもらって、一度訪ねて来てくれと言われたので……」

　この前会ったお姉さんとは違ってだらしない感じの人だなぁ……、と思いながらも、俺はかなり緊張しながらそう挨拶した。

　なんか人もいないし想像してたのとちょっと違うけど、今自分が芸能事務所に足を踏み入れていると思うと、どうしても浮足立ってしまう。

「おーおー、来てくれたんだねきみー。待ってたよー。でも、はじめましてはヒドいじゃないのきみー。私の顔を覚えていないのかい？」

　女性はうれしそうにバシバシと俺の肩を叩たたきながら、ニヤリと顔を覗のぞき込んできた。

「え？　ど、どこかでお会いしましたっけ？」

「どこかも何も、その名刺を渡したのは私じゃないかきみー」

「ええ!?」

　その一言に、俺は驚いて女性の顔をまじまじと見つめた。

　……そ、そんな!?　この前のお姉さんはスーツもピシッと着こなしたいかにも有能って感じの人で、こんな見た目も話し方もダルダルな人じゃなかったはず……！

　だが、よく見てみると確かに目の前の女性とあの時のお姉さんは顔立ちが同じだった。

　そういえばスーツもあの時と同じだ。今はもう胸元は開いてるわスカートはシワだらけだわで見る影もないけど……。ということは、マジでこの人があの時の……!?

「なんだい、その信じられないって感じの反応はきみー。でもまあ、あの時はそういえば違うキャラだったっけかなー」

「違うキャラ？」

「まあまあ、そこはどうでもいいよ。今が素だから、それでよろしくってことでー」

　……今が素とか、何を言ってるのか全然わからないんだけど……。

　でもとりあえず、あの時のお姉さんがこの人だってのはどうやら間違いないらしい。

「おっと、そういえば自己紹介がまだだったねきみー。私は霧島祥しょう子こ。ここ霧島芸能事務所の所長をやってるよー」

「しょ、所長さん、だったんですか!?」

「そうだよきみー。でもまあ、所長っていっても私一人の事務所だから、所長兼事務員兼受付兼サボり魔って感じー？」

「最後のはいらないのでは……。ってか一人って、ここは芸能事務所なんでしょ!?　所属俳優さんとかもいないんですか!?」

「所属俳優とはまた大げさな表現だなきみー。でも、所員ってことなら、それはもちろんたくさんいるよー。あくまでも裏方は私一人ってことねー」

　あっはっはと笑う霧島さん──もとい霧島所長だったが、そんなんで芸能事務所ってやっていけるんだろうか……、と俺は呆あっ気けにとられる。

「まあまあ、そんなことよりわざわざ来てくれたってことは、うちで働いてくれるってことなんだよねきみー。いやー、うれしいねー。歓迎するよー」

「え!?　あ、いや、別にそういうわけでは……」

　だがボーッとしている間もなく、所長からそんなことを言われた俺は焦あせる。

「ん？　違うのー？　じゃあなんで今日はわざわざ来たんだいきみー？」

　そう問われて、俺は「そ、それは……」と言葉に詰まってしまった。

　ほとんど騙だまされる覚悟でやって来ただけに、こんな展開は想定していなかったのだ。

　でも、もし万が一本当だったら──とうっすら考えていたことはある。

「……あの、一つだけ訊きいてもいいですか？　俺のこと、才能があるって言ってくれましたけど、それって本当のことですか……？」

　それは、あの時かけてくれたその一言についてだ。

　当然、それは怪しい勧誘のための釣り文句だと思っていた。

　でももしそうじゃないなら、この人は万年オーディション一次落ちで演技力もない俺の才能を見み出いだして、本当に芸能事務所にスカウトしようと思ったってことになる。

　俺がすがるような視線を向けていると、所長はしばらくキョトンとした顔をした後、不意にあっはっはと笑い出した。

「当然じゃないかきみー。私はこう見えて人を見る目があるんだよー」

「で、でも、俺はオーディションに受かったこともなくて、それにアクターズスクールでもさじを投げられたくらい演技力も……」

「他人の評価なんてどうでもいいよきみー。私がきみに才能を見出したんだから、それでいいじゃないかー」

「あ……」

「それにうちは、もともと一から育てる主義だからねー。スクールでの成績なんてどうでもいいんだよきみー。ただやる気さえあればねー」

　俺は所長の言葉を聞いていて、なんだか感動で泣きそうになっていた。

　ダメダメな俺を全面的に肯定してくれる。ただそれだけで救われた気分だった。

「それで、どうなんだい？　うちで働いてくれるのかなきみー？」

　そして最後にそう訊たずねてきた所長だったが、俺の心はもう決まっていた。

「はい！　是非よろしくお願いします！」

　俺は深々と頭を下げて、その申し出をありがたく受けていた。

　……人生悪いことばかりじゃない！　こんな運が回ってくるなんて……！

「いやいや、こっちが是非ともよろしくだよきみー。事務所としても有望な所員が入ってきてくれるわけだからねー。……っと、じゃあこれを書いてねー」

　所長はそう言って、傍そばの棚から一枚の用紙を取り出して俺に手渡してきた。

　そこには所属契約書と書かれていて、もちろん俺は喜んで記入する。

「いやー、所長に見出してもらって、本当にラッキーでした！　実は俺、将来役者になりたくて……、でも全然演技力が身につかなくて、悩んでたんですよ」

　俺は契約書にペンを走らせながら、高揚する気分に煽あおられるように言った。

「ほーほー、そうだったのかい。そういうことなら安心しなよきみー。うちの仕事をやってれば、演技力なんて嫌でも身につくよー」

「マジですか!?　……はいっ、書けました！」

　書き終わった契約書を手渡すと、所長はうんうんと頷うなずいて、

「よし、これできみはうちの所員だー。改めてこれからもよろしく頼むよきみー」

　それから握手を求めてきたので、もちろん俺は力強く握り返した。

　……ああ、ここから俺の夢へと続く輝かしい軌跡が描かれていくんだな……！

「そ、それで、俺はここでどんなことをすればいいんですか!?　あ、もちろん最初はレッスンでしょうけど、やっぱそれが済んだらまずはエキストラとかですか!?」

　俺は期待と希望を胸に抱きながら、前のめりになって所長に訊ねる。

　どんな厳しいレッスンだろうと絶対に耐えてみせると、心の中で誓いながら。

「ん？　エキストラとかはやってないよきみー。なにせうちはカップルの派遣が専門だからねー。もちろんきみにも派遣カップルとしてがんばってもらうよー」

「…………へ？」

　だが、次に所長の口から出てきた言葉に、俺はピシリと固まる。

「……え？　え？　い、今なんて言いました？　カップル？　派遣……？」

「どうしたんだいきみー。だから、うちはカップル派遣が専門の事務所なんだってばー。あれ？　もしかして知らなかったのかい？」

　………………………………………………………………え？

「あ、あの、ちょっと待ってください……？　なんか頭が混乱して、所長がなにやらカップルを派遣とかいう意味不明なことを言ったような気が……」

「言ったよー。うちはそれ専門なんだよきみー」

「……………………カップル派遣って、どういう意味です……？」

「だから、文字通りカップルを派遣する仕事だよきみー。依頼に応じて、必要とされる場面でカップルの役を演じるんだよー」

「そ、そんな仕事、あり得るんですか？」

「それがあり得るんだなきみー。実はこういう特定の役を必要とする人ってのは結構いるんだよー。そこでカップルってところに目を付けたのは私の着眼点のすごさなんだけど、これがまたハマってねー。まあ、究極の隙間産業ってやつ？」

　得意げな顔でそんなことを言う所長。

　その時、俺の中にある常識ってやつがガラガラと崩れていく音を確かに聞いた。

「……い、いや、待ってください。それってあれですか？　ドラマとか映画での、エキストラとしてのカップル役ってことですよね……？」

　なので、俺はなんとかそいつを建て直そうと懸命の質問をするのだが、

「違う違う。うちはそっち関係の仕事はしてないんだよきみー。こっちの現場は舞台とかフィルムの中じゃなくて、あくまでも現実だからねー」

　またまたそんな意図を一発で粉砕していく所長。

　ここに至って、俺は所長がマジで言ってるんだとようやく実感した。してしまった。

「いやいや！　は、派遣カップル!?　そんなの見たことも聞いたこともないですよ！」

　だから、俺は当然のように狼ろう狽ばいする。だが所長はそんな俺を見てフッと笑い、

「そんなことないよきみー。実はこういうのはそこら中にあるのさー。たとえば……、そうだ。先日私がきみに話しかけた喫茶店があっただろー？　そこでイチャついてるカップルがいたのを覚えているかい？　ほら、きみが恨めしそうな視線を向けてた、あれ」

「なんでそんなこと知ってるんです!?」

「あのカップルねー、実はうちの所員なんだよねー」

「えええ!?　じゃ、じゃああれ、本物のカップルじゃなかったってことですか!?」

「そうだよきみー。あの店はカップル向けにもっとＰＲしたいってことで、うちに派遣を要請してきたのさー。ほら、思い出してみなよー。あの二人の席、まるで見せつけるみたいに、通りから丸見えの窓まど際ぎわの席だったでしょー」

　……そ、そういえばそうだったけど。で、でも……、ええ!?

「他にもねー……。ほらほら鳴瀬くん、この番組見てみなよー」

　見ると、テレビ画面には水族館でのインタビューの場面が映っていた。どうやらそれは録画らしく、所長は目的の箇所まで早送りをする。そうして出てきたのは社会人同士のカップルで、今日はデートに来たんだとうれしそうにインタビューに答えていた。

「この二人もうちに所属してる派遣カップルねー」

「マジすか!?　……って、待ってくださいよ。この番組って確か、よくどっかのデートスポットとかを特集してて、そこでカップルにインタビューしてるやつだったような」

「そうだねきみー。でも、そういうのの中に本物のカップルがどれだけいることやらー。だってこの番組作ってる局も、実はうちの常連だしねー」

　…………………や、ヤバい。俺の中のガラガラ音がさらに激しく……。

「まだまだあるよー。……あ、そういえば鳴瀬くんってどこの学校なんだっけー？」

「え？　桜おう凜りん学園ですけど……」

「あー、そこならねー」

　所長はごそごそと棚の中をひっかきまわし、なにやら冊子を一つ取り出して見せた。

「これ、見たことあるんじゃないのきみー？」

「これって、うちの入学案内のパンフレットじゃないですか」

　もちろん見たことはある。というか、昔結構評判になったものだ。

　このパンフレットの中の制服見本のところに写っている男子と女子が結構なイケメンと美少女で、しかも実際に付き合ってる恋人同士だという噂うわさが流れたのだ。

　その噂と仲良さそうに写っている男女の写真、そして『たった一度の青春をここで』というキャッチフレーズが人気を呼び、受験者が一時期大幅に増えたらしい。

　その影響か、うちはやたらリア充を目指す陽キャが多いように思える。

「で、これが何か──……って、まさか！」

「そのまさかだよきみー。その二人も元うちの所員さー。今は辞めちゃったけどねー」

「じゃ、じゃあ二人が本当の恋人同士って噂も!?」

「へー、そんな噂があったのかい？　うちは学校から頼まれて派遣しただけだからねー。多分それ、生徒を集めるために学校側が意図的に流したんじゃないかなー」

「なにやってんのうちの学校!?」

　……軽く人間不信になりそうだ。こんな事実、俺は知りたくなかった……！

「とまあ、こんな感じでさー、世の中ってのは意外と本物だけで成り立ってるわけじゃないってことだよー。ま、それも戦略というか？　ビジネスだからねー。これがうちのやってる派遣カップルってやつで、わかってくれたかなきみー」

　そう言って打ちひしがれている俺の肩をあっはっはと叩たたきながら、所長は楽しそうに追い打ちをかけてくる。だが、今の俺はそれどころじゃなかった。

　……は、派遣カップルとかいう意味不明な仕事が存在するのはわかったし、社会には結構な闇の部分があるってのもわかった。わかりたくなかったがよーくわかった……！

　で、いろいろわかったうえで今自分が置かれている状況を整理してみると、だ。

　……つまり、こういうことか？　ここは芸能事務所と名乗ってはいるが、いわゆる映画やらドラマやらの普通に想像するようなメディア向けのお仕事はしてなくて、その代わりにカップルを派遣するとかいうわけのわからない活動をしている、と……？

　さっきの所長の話を聞く限りでは、残念ながらそうらしい。そして、俺はそんなところに、ロクに仕事内容も確かめもせず足を踏み入れてしまったということで──

「……すいません。俺、帰ります」

「ちょっ!?　おいおいおい！　ちょっと待ってよきみー！」

　その事実に気づいた俺はすぐさま立ち上がり踵きびすを返しかけたが、その瞬間所長に後ろから抱きついて引き留められた。

「もう契約もしたっていうのに、なに帰ろうとしてるんだいきみはー！」

「それは本当に申し訳ありませんでした！　勘違いした俺が全面的に悪いのでそこは謝ります！　でも俺は、普通に役者として現場の仕事ができると思ってたんですよ！　それで演技力も身につけられるとですね！」

「だからそれは大丈夫だってばー！　むしろこっちの現場はリハもなければカットもない一発勝負のマジモンなんだから、そこに放り込まれた方がよっぽど訓練になるってー！」

「カップル派遣とか意味不明なことしてて、そんなの期待できるわけがないじゃないですか！　お騒がせしました！」

　……早とちりした俺が間抜けだったってのは弁解の余地もないが、だからってこんなわけのわからない仕事なんてできるか！　冗談じゃない！

　俺は必死に逃れようとするが、所長もまた放すまいと力を緩めない。そうしてしばらくの間「ぐぬぬ……！」「うぎぎ……！」と俺達がもみ合う声が事務所に響いていたが、

「…………っ!?」

　次の瞬間、ふと視界にあるものがよぎって、俺は不意に動きを止めた。

「お!?　考え直してくれたのかいきみー!?」

　所長は俺に抱きついたままそう言うが、俺は答えなかった。

　なぜなら、俺は壁に飾られたある人物の写真に釘くぎ付づけになっていたからだ。

「こ、これ……！　これは霧島公こう平へいの写真じゃないですか！　なんでここに!?」

　そう、その写真とは、俺が憧れてやまない俳優・霧島公平のものだったのだ。

　わずか二十歳の時に日本アカデミー賞の主演男優賞を獲得した若き天才俳優。

　彼の演じる役はどれも素晴らしくて、まさに俺が目指すべき俳優像そのものであり、雲の上の存在と言っても過言じゃない人だ。

　そんな人の写真が事務所内に無造作に飾られているのを発見し、俺は驚いた。

　しかもその写真はこれまで見たことのないもので、ポスターとか写真集から切り抜かれたものだとは思えなかった。なんでこんなものがここに……!?

「おや、鳴瀬くんはそいつを知ってるのかい？」

「知ってるなんてもんじゃないですよ！　俺の憧れの俳優です！　というか、俺がオーディションを受け続けてるのも、この人が理由なんですよ！」

「うん？　どういうことだいきみー？」

「俺、どうしても篠しの宮みやプロダクションの俳優養成所に入りたくて中学の頃からずっとそこのオーディションを受け続けてるんですけど、その理由が、この霧島公平が所属してるからなんです！　しかも、その養成所では時々霧島公平がレッスンの講師をする時があるって話で、俺はどうしてもそれが受けたくてオーディションを受け続けてるんですけど──……ま、まあ、それは今のところ全敗中で……」

「ほーほー、なるほど、そういうことだったのかー。普通養成所ってのはビジネスのためにできるだけ人を集めようとするんだけど、あそこ──シノプロは意識高いからなー。養成所といってもほぼ本採用と同じような扱いだし、だからオーディションも回数は多いけど数は絞りに絞るんだよねー。まあ、そのぶん実績もすごいんだけどもー」

　所長は俺の話を聞いて、腕を組みながらうんうんと納得するように頷うなずいた。

「つまりきみはうちで働きながら、シノプロの養成所のオーディションに受かるくらいの演技力を身につけようと思っていたわけだねー」

　……ま、まあ、ここも芸能事務所だから？　あわよくばここからデビューなんて打算的な考えが一瞬も頭をよぎらなかったかと言われればウソになるけど……。

　でも基本的にはその通りで、本物の芸能事務所のレッスンを受け、現場での経験を積むことで演技力を磨き、実力で養成所に受かってやろうって気構えだったんだ。……が。

「そうは思ってたんですけどね、まさかやってることがカップル派遣なんてものだったとは……。どうも俺の早とちりだったようで、この話はなかったことに……」

「だから待ちなさいって。そういうことならきみがうちを選んだのはまさに運命だよー。なにせきみの憧れの霧島公平も、実は昔うちで派遣カップルしてたわけだから」

「え!?」

　俺はその一言に、弾はじかれたように振り返った。

「この写真が、まさにその証拠だよきみー。ってか、うちってもともと私と公平の姉きょう弟だいで始めた事務所だしねー」

「は!?　きょ、姉弟!?　どういうことですか!?」

「どういうこともなにも、私は公平の姉だよきみー。ほら、苗みょう字じが一緒でしょー？」

　あっけらかんと言う所長に、俺は思わず言葉を失ってしまった。

　……いや、まさか、そんな……!?

　た、確かに、所長の苗字が霧島公平と同じ『霧島』だってことは気づいてはいたし、そもそもこの事務所の名前に霧島と入ってることだって意識はしてた。

　実のところ、俺がここにとりあえず足を運んでみようと思った最後の決め手となったのも、その霧島という名前だったんだ。

　憧れの俳優と同じ苗字。でもだからって、そこが霧島公平と関係があると思うほど、俺は単純じゃない。どうせ単なる偶然で、そんなことあるはずないじゃないかと思いつつ、ある意味願掛けのようなつもりで訪ねてきたのだが──

　……ま、まさか本当に関係があっただと!?　しかも所長が霧島公平の姉!?

　い、いや、それもスゴいことだけど、でもそんなことより……！

「き、き、霧島公平がここで働いていたっていうのは……!?」

「本当のことさー。あいつはここでの仕事を通じて演技力を身につけ、それからシノプロに入ったんだよねー。つまり、あいつが天才俳優と呼ばれるようになったのもうちでの仕事のおかげってわけだよきみー。そういうことだからきみも是非──」

「是非ここで働かせてください！　派遣カップルでもなんでもします！」

「……うん、見事な１８０度回転だねー。そういう現金なところ、私は好きだよきみー」

　俺は所長の手を握りながら、思いっきり前のめりになってそうまくしたてた。

　なんか若干引かれたような気もするが、そんなことはどうでもいい。

　……まさか、まさかあの霧島公平も昔ここで働いていたなんて……！

　偶然とはいえ俺がここにやって来たのは、まさに運命じゃないか！

「そ、それで、派遣カップルって具体的に何をすればいいんですか!?　俺は一体どういった役を演じれば!?　あ、そういえば所長は霧島公平のお姉さんなんですよね？　さ、サインとかお願いしてもいいですか!?」

「鳴瀬くんってテンション上がると突っ走る系のキャラなんだねー。まあそっちの方が扱いやすいから、私は嫌いじゃないよきみー」

　まーまーと興奮する俺をなだめて、所長は再度ソファへと座るよう促す。

　そうして棚からファイルを一つ取り出すと、それを広げながら説明をし始めた。

「派遣カップルの仕事はさっきも言った通り、カップルを必要としている人のところにいってその役を演じることだよきみー。うちは依頼主のニーズに応じて、いろんなタイプのカップルを派遣するってわけだねー」

「いろんなタイプ、ですか？」

「そう。カップルと一言でいってもいろいろあるんだよきみー。まあその時々の人員によって変わってくるんだけど、今うちが派遣できるのは王道の高校生カップルから大学生や社会人のカップル。他には百合ゆりカップルとかオタクと美女カップルとか」

「ゆ、百合カップル？　オタクと美女……？」

　所長の指さすファイルに目を落とすと、そこには派遣可能な種類のカップルリストがあって、他にも『オネショタ』とか『合法ロリ』とか『美少年（小動物系）』とかいう怪しい文字が並んでおり、俺はどうリアクションしていいかわからない気分になった。

「ほら、いろいろあるでしょー。それだけニーズが多様というわけだよきみー。まあ、私もこの仕事を始めてから知ったわけなんだけど、世間は広いねー」

　……広いというかディープって感じがするが……、それはともかくだ。

「それで、俺は一体どんなカップルを演じればいいんですか!?」

　霧島公平がここで演技力を磨いたっていうのなら、怯ひるんでなんていられない。

　憧れの人と同じ経験ができるなんて、こんな幸運は滅多にないんだからな！

「いやー、それなんだけどねきみー」

　だが俺の熱意とは裏腹に、所長は微妙な笑みを浮かべる。

「きみが入ってくれたのはいいんだけど、よく考えてみれば今きみとペアを組めそうな人がいないんだよねー。うちはカップル専門だから、一人じゃどうしようもないし」

「え……？　じゃ、じゃあ俺はどうすれば？」

「もう一人誰か見つかるまでは、とりあえず待機ってことになるかなー」

「そんな!?　それじゃ意味がないじゃないですか！　せっかく演技力を磨けると思ってたのに……！　そ、そうだ！　緊急で人員募集とかかけられないんですか!?」

「おいおいバカ言っちゃ困るよきみー。そもそもうちは一般で募集とかかけてないんだよねー。うちの所員は全員、私がピンときて直接スカウトした人だけなんだよきみー」

「じゃあ、所長がまたスカウトに出て……」

「そんなピンとくるような人がそこらにホイホイいるわけないよー。きみを見つけたのだってほぼ偶然で、しかも数カ月ぶりにやっとゲットできた逸材だっていうのにさー」

　……い、逸材？　そんなこと初めて言われた。すげーうれしい……！

　って、今はんなことでのぼせ上がってる場合じゃなくて。

「そ、それじゃ俺はどうすれば」

「そうだねー。……あ、じゃあこんなのはどうかな？　きみ一人で彼女といるつもりで演技するんだよ。名付けて『エア彼女カップル』」

「ただの悲しいやつじゃないですか!?　さすがにそんなニーズないでしょ!?」

「うーんダメかなー。じゃあ美少女フィギュアとデートする『二・五次元カップル』っていうのは──……おや？」

　とその時、所長が俺の尊厳をガン無視したような提案をしていると、ふと何かに気づいた様子で事務所の入り口の方へと顔を向けた。

　なんだ？　と思い、俺もそれにつられて振り向く。するとそこには会話に夢中で気がつかなかったのか、いつの間にか一人の少女が立っていた。

「おっと申し訳ないねー。もしかしてお客さんなのかなー？」

　所長が立ち上がって近寄ると、その少女は「あ、はい」と頷いた後、ふと視線をこちらに向けて俺の存在に気がついた。

　そうして目が合った瞬間「あっ！」と俺の口から驚きの声が飛び出た。

　というのも──

「ひ、比ひ奈な森もりさん……？」

　そこに立っていたのは、俺と同じクラスの女子生徒である比奈森優ゆ衣いだったからだ。

「え？」

　比奈森さんは最初、俺の言葉にキョトンとした顔で首を傾かしげていた。

「あ、えっと……、鳴瀬くん、だっけ？　こんなところで会うなんて、なんか奇遇だね」

　だがやがて俺がクラスメートだと気がつくと、比奈森さんも驚いた様子ながらそう言ってニコリと笑った。その笑顔が突然で、俺は思わずドキリとしてしまう。

「おやー？　なんだ鳴瀬くん、もしかしてこの子を知ってるのかいきみー？」

「え、ええ、学校のクラスメート……です」

　所長の質問に、俺は少し言葉に詰まりながら答える。

　ただ、俺は比奈森さんのことについてはほとんど何も知らない。

　同じクラスになったのは二年生になってからだし、会話を交わしたこともほぼない。

　知っていることといえば、あんまり目立たないけど誰とでも垣根なく接する人当たりのよさと、いつも柔らかな微笑ほほえみを浮かべているといった印象くらいだ。

　ようするに、文字通りの『単なるクラスメート』だ。

　お互いに、高校生活を同じ教室で過ごしているという以外では何の接点もない関係。

　……だったはずなんだけど、

「ど、どうして比奈森さんがここに？」

　まさか、こんなところで出会うとは思ってもみなかったので、俺はもちろん困惑する。

　しかしその時、所長が間に入ってきて「まーまー」とお互いを制し、

「クラスメートとこんなとこで偶然バッタリとなったら驚くのは無理ないけどさー、どうやら彼女はお客さんとして来たらしいじゃないか。まずはちゃんと応対しないとねー」

　そう言って、比奈森さんに事務所の奥へどうぞと促した。

　比奈森さんがテーブルを挟んで俺の対面にあるソファへと座ると、所長は俺の隣に腰掛けて比奈森さんと向かい合った。そうして軽く会え釈しゃくしながら、

「いやー、どうもはじめましてー。私がここ霧島芸能事務所の所長をやってる霧島祥子です。以後お見知りおきをー」

　と、やっぱりダルダルな雰囲気のまま挨拶をした。客を前に、いいのかそれで。

「あ、はじめまして。私は比奈森優衣といいます。桜凜学園の二年生です」

　だが比奈森さんは、そんなナメた態度の所長に対して礼儀正しく頭を下げた。

「いやー、ご丁寧にどうもー。それでお客さんということだけれども、今日はうちに仕事の依頼をしに来なさったってことでいいのかなー？」

「はい。そうです」

「ふーん……」

「……あの、どうかしましたか？　私の顔に何か付いてますか？」

　なぜか所長は興味深そうな顔で、比奈森さんのことをまるでなめるようにジロジロと見つめている。ますます失礼なことこの上ない。

「あ、そんなことないよー。ごめんねー、うちに直接訪ねてくるお客さんってのが珍しくてねー。しかもそれがこんな可愛かわいい女子高生となると、いよいよレアでねきみー。まーそれはいいとして、今日はどんな依頼でいらっしゃったのかなー」

「あ、はい。それは……」

　比奈森さんは頷うなずいて所長の質問に答えかけたが、その瞬間チラリと俺の方を見た。

「あ、ごめんごめん、横にクラスメートがいたんだったねー。でも安心していいよー。この鳴瀬くんは、何を隠そううちの所員だからねー」

　そんな比奈森さんに、所長は俺の肩をバシバシ叩たたきながらそう言った。

「え？　所員って、ここは芸能事務所なんですよね？　ということは、鳴瀬くんって実は芸能人だったの？　すごいね」

　すると比奈森さんは、そう言って俺へ尊敬するような眼まな差ざしを送ってきた。

「い、いや、所員って言っても、俺も今日入ったばっかりだし……。そ、それに俺はちょっと演技の経験があるってだけで、芸能人でもなんでも……」

　その視線があまりにも真まっ直すぐだったため、俺はしどろもどろになる。

「そうなんだ。でも、鳴瀬くんって演技の経験があったんだね。それってやっぱりすごいことだよ。じゃあこれからデビューに向けてがんばっていくんだね。私、応援するよ」

　だが比奈森さんはさらにそんなことを言ってきたので、俺は「あ、ありがとう」と返しつつも、照れくささに視線を逸そらすしかなかった。

　さっきも言ったが、俺は比奈森さんのことをほとんど何も知らない。

　二年生に上がったばかりでまだ日も浅いし、もともと女子と話す機会もあんまりなかったから当然なんだけど、それでも何度か挨拶を交わしたことはある。

　その時もこんな優しくて明るい笑顔で「おはよう」と言ってくれたことを思い出す。

　そしてその時「この人なんかいい人っぽいな」と感じたことも。

　……どうも、その感覚は間違っていなかったようだ。

「とまーそんな感じだから、鳴瀬くんに聞かれても問題はないよー。もちろん依頼内容については他言無用ってことで厳命するしねー。わかったかい鳴瀬くんー？」

「も、もちろんです。あの、俺、絶対誰にも言わないから」

　そんなことを考えていると、所長がそう話を振ってきたので、俺は慌てて頷いた。

　すると比奈森さんは少しだけ間を置いた後「わかりました」と言って続けた。

「あの、私、実は彼氏役を派遣してもらおうと思って来たんです」

「「彼氏役？」」

　その意外な言葉に、俺と所長の声が綺き麗れいにハモった。

「……えーと、その彼氏役ってのはあれかな？　文字通りの意味でいいのかなー？」

「はい、私の彼氏の役を演じていただける方です」

　所長の確認に、比奈森さんは頷く。

「はー、これはまた、なんとも意外な依頼がきちゃったなー……」

　その反応に所長は困惑している様子だった。だがそれは俺も同じで、あのちょっと付き合っただけでも適当で大おお雑ざっ把ぱな性格だとわかる所長でさえこれなんだから、俺の方の戸惑いはもっと強いと思う。……比奈森さんの彼氏役……？

「あの、無理なんでしょうか？」

　腕を組みながらしきりに首をひねっている所長に、比奈森さんがそう訊たずねると、

「うーん、ぶっちゃけて言えば無理だねー」

　所長は本当にぶっちゃけた感じでハッキリとそう答えた。

「というのもねー、うちはその手のサービスをやってないんだよきみー。うちはそもそもカップルの派遣が専門だからねー」

　比奈森さんはその言葉に、キョトンとする。そんなの知らなかったという顔だ。

「それに、そうじゃなくてもうちはそういう『依頼主となんらかの関係を演じる』って仕事はしてないんだよねー」

　所長の説明に、比奈森さんはよくわからないとばかりに首を傾げる。

　だがそれは俺も同じだった。所長の言葉はどういう意味だ？

「あー、なんていうのかなー、つまり私達の仕事はあくまでも特定の場面で必要とされる役を演じることなんだよねー。そういう意味では映画やドラマと一緒で、カップルが必要とされる場面でカップルとしての役割を演じるってのだけが仕事の内容なんだよー」

「……えっと、それってようするに依頼主は監督で、俺達所員は依頼主の用意した空間の中でカップルの役を演じるだけの、いわば出演者ってことですかね……？」

　俺が口を挟むと、所長は「そーそれそれー」と俺の背中を叩いた。

「さすが鳴瀬くん、理解が早いねー。あくまでもうちの仕事は、依頼主の求める場面でカップルとして振る舞うってだけなのさー。そういうわけだから、依頼主との関係を演じるような『彼氏役』みたいなのはうちではやってないんだよー。申し訳ないねきみー」

　俺はその説明を聞いて、内心頷いていた。……なるほど、確かにそれは『役』だ。

　派遣カップルとか聞いてなんだそりゃって思ったが、特定の場面で特定の役を演じるってことに関しては、確かに真っ当な役者としての仕事と言える。

　……まあ、それでもトンデモな仕事だってことには変わりないと思うけどさ……。

「そうなん、ですか」

　それはさておき、比奈森さんは所長の話を聞いて少し残念そうに俯うつむいた。

「すいません。じゃあ私が勘違いしちゃったのかもしれません。ネットでここのページを見て来たんですけど、望む人材を派遣してくれるって書いてあったように見えたから」

「……ちなみに所長、俺も事前にざっとここのページを見たんですけど、なんか異様にぐちゃぐちゃしててすごく見づらかったですよ？」

「えー、あれは私がわざわざ自分で作ったページなのにー。古本屋で二十年くらい前のＨＴＭＬの本を見つけたから、いっちょやったるかーって感じでがんばったんだよー。見た目もかなりこだわって、センス抜群だっただろきみー？」

「トップページでＭＩＤＩが鳴って来訪者カウンター付きのページとか、化石かと思いましたよ……。しかも文字が七色に輝いてるわ、無駄にスクロールしまくるわ……」

「それがいいんだよきみー。まーでもあのページは途中で飽きちゃったんだよねー。うちの依頼主は人ひと伝づてに来ることがほとんどだって気がついてさー。あっはっは」

「しかも未完成かよ!?」

「あの、ということはやっぱり、私が勝手にお仕事の内容を勘違いしていたんですね。ご迷惑をおかけしてすいませんでした」

　俺が所長にツッコんでいると、比奈森さんはそう言って頭を下げた。

　この件に関してはあんなクソページを作った所長が完全に悪いので、そんな律りち儀ぎに謝る必要なんてないのに。なんだか俺が申し訳ない気分になってきたぞ……。

「でも、それでも私、どうしても彼氏役が必要なんです。なんとかならないでしょうか」

　だが続けてそう言って頼み込む比奈森さんに、俺は驚いた。いつも柔和な雰囲気の彼女が食い下がってくるなんて、そんなにも彼氏役なんてものが切実に必要なのか……？

　とはいえ、やっぱり所長は断るしかないだろうと俺は思った。

　ここも一応は芸能事務所を名乗っている以上、対応していない仕事を受けてトラブルになるのはマズい。常識的に、所長が首を縦に振ることはないだろうな。

「いや、なんとかなるよー」

「ええ!?」

　だが、そう考えている矢先に所長があっさりと首を縦に振ったので、俺は驚きょう愕がくする。

　……なんか事情通っぽいことを考えてた俺の立場は!?

「ふっふっふ、私にはナイスなアイデアがあるんだよねー。えーっと、きみ、比奈森くんっていったねー？　きみねー、うちで派遣カップルとして働かないかい？」

「はっ!?　な、なに言ってんですか所長!?」

「え？　派遣カップル、ですか？　私が？」

「そーそー。さっきも言ったと思うけど、この鳴瀬くんはこれからうちの事務所で派遣カップルとして働くんだけど、実はカップルの相手役がいなくてどうしようって思ってたんだよねー。でもきみがその相手になってくれるとちょうどいいと思ってねー」

「そうだったんですか」

「そしたらきみたちはカップル役なわけだから、晴れて鳴瀬くんはきみの『彼氏役』になるってわけだよー。こっちとしては仕事さえちゃんとしてくれれば、オフでもカップルとして活動しても何の問題もないからねー。きみの望みもかなうってわけだよー」

「なるほど、それはすごく助かります」

「きみもハッピー、パートナーができる鳴瀬くんもハッピー、そしてうちとしても所員が増えてハッピー！　まさに一石三鳥！　どうだい、素晴らしいだろきみー？」

「そうですね。みんなにとっていいことなら、それは素晴らしいと思います」

「じゃあここに所属契約書があるから、早速記入しちゃってねー」

「はい。わかりました」

　所長の差し出す契約書に、比奈森さんはサラサラとペンを走らせ──

「って、ちょっ！　ちょっと待ってくださいよ！」

　それまで二人の会話を黙って聞いてた俺だが、そこでついに耐えきれず声を上げた。

「なんだい鳴瀬くん、こんなところで発声練習なんてしちゃダメだよー」

「違いますよ！　なんでこんな話がトントン拍子に進んでるんです!?　っていうか、話が無理矢理すぎでしょ!?　比奈森さんをいきなりスカウトするとか強引な……！」

「いやいやー、別にこれは無理矢理でも強引でもないんだよきみー。実はねー、私は比奈森くんを一目見た時からピンッと感じてたんだよねー。この子には光るものがあるって感じでー。だからこういう流れならスカウトするのはある意味で当然というかねー」

「な、なんですと……!?」

　さっき比奈森を無遠慮に見てたのは、そういうことだったのか……!?

「い、いやしかしですね……。というか、比奈森さんはいいの？　こんな、いきなり派遣カップルをやるなんて話……」

「うん、私には彼氏役がどうしても必要だから、そのためにできることなら私はどんなことだってがんばるつもりだよ」

　わなわなと手を震わせる俺に、比奈森さんはすんなりとそう答える。

　……そ、そんな。なんでそんなことまでして彼氏役なんかが……？

「鳴瀬くん、もしかして私を心配してくれてるの？」

「え？　い、いや、そういうわけじゃ……」

「鳴瀬くんは優しいね。ありがとう」

　俺は比奈森さんの考えがさっぱりわからなかったが、そう言ってニコリと笑みを向けられたことで、それ以上何も言えなくなってしまった。

　確かに所長の言う通り、比奈森さんがパートナーになってくれれば全員にとってメリットがある。俺はすぐに活動ができるようになり、比奈森さんも彼氏役とかいうのが手に入ることになる。事務所としても所員が増えるのは利益につながるだろう。

　まさにウィンウィンウィンのマル得展開──……なんだけど、その内容といえば派遣カップルとかいう意味不明なものだ。つまり俺と比奈森さんが『役』とはいえカップルになるわけで、それをあんな抵抗もなく即決できるもんなのか……？

「書けました。これからよろしくお願いします」

「いやー今日はラッキーだなー、一気に二人も有望な所員が増えちゃったからなー」

　俺が頭を悩ませていると、比奈森さんが所長に契約書を手渡した後に、なぜかジッとこちらを見つめているのに気がついた。

「鳴瀬くん」

「な、なに？」

　やがてそう呼びかけられて、俺はドキリとしながら答える。

「鳴瀬くんは、もしかして私が相手だと迷惑かな？」

　すると、そんなわけのわからないことを言ってきたので、俺は「え？」と焦あせった。

「そういえば、ずっと自分の都合のことばかりで鳴瀬くんのことは考えてなかったなって今気づいたの。ごめんなさい。もし私の彼氏役が迷惑なら無理しないでほしいから」

「い、いやいや、いやいやいや！」

　俺はそれを聞いて、思いっきり狼ろう狽ばいする。

　何を言ってるんだ比奈森さんは。いやマジで、何言ってるんですかあなたは。

「そ、そんな、迷惑だなんてあるわけないだろ!?」

　俺は即答した。実際、比奈森さんがパートナーで迷惑とか嫌なことなんて何一つない。

「本当に？　よかった。私は彼氏役を鳴瀬くんにお願いできてうれしかったから」

「え!?」

「クラスメートだし、全然知らない人が相手じゃないからね」

「あ、ああ、うん、そういう……」

「それに、今までは鳴瀬くんのことをよく知らなかったけど、こうやってちゃんとお話ししてみたら鳴瀬くんがいい人だってわかったから、安心してるんだ」

「…………」

「私、やっぱり派遣カップルのお仕事ってよくわからないけど、でも鳴瀬くんには迷惑をかけないようにがんばるよ。だから鳴瀬くんも彼氏役として、これからよろしくね」

　そう言ってニッコリと極上の笑みを浮かべる比奈森さんに、俺は何も言えなかった。

　正直に言うと、俺はその笑顔に見とれてしまっていたんだ。

　今までも、実はうっすらと感じていたことがある。でもそれは、あえて意識に上らせてこなかったことだ。しかし、もうこうなった以上は認めるしかないだろう。

　比奈森さんって……、実はかなり可愛かわいいのでは……？

「……こ、こちらこそ、よろしく……！」

　そんな事実を認識してしまった俺は、赤くなっているであろう顔を俯いて隠しながら、かろうじてそう返すことしかできなかった。

　……ひ、比奈森さんとカップル……。比奈森さんが、俺の彼女──いや、あくまでも両方『役』だからな!?　なに考えてんだ俺は!?

「あっはっは、いやーよかったねー。これで無事新ユニットの成立だよきみー。きみ達二人の場合は、やっぱり王道の高校生カップルということになるだろうねー」

　そんなことを考えていると、所長がそう言って笑いながらまた俺の肩をバシバシと叩たたいてくる。痛いしウザいが、今のこの茹ゆだった頭にはそれが逆にありがたい気分だった。

「さて、とー。……じゃあ、早速始めようかー」

「……え？　始めるって何をです？」

　だが続けてよくわからないことを言ってきたので訊きき返すと、所長はニヤリと怪しい笑みを浮かべてこう言ったのだった。

「決まってるじゃないか。新人研修だよきみー」




　　　　▼




　事務所の四階はレッスン用のスペースとして借りているんだと所長は言った。

　レッスン用スペース……、いい響きだ。いきなり新人研修ってのは驚いたが、芸能事務所の本格的なレッスンがどんなものか、期待で自然とテンションが上がってしまう。

　けれどその部屋に入った途端、なんだか奇妙な感覚を覚えた。

　なるほどそこはレッスン用らしく、壁にはいくつも大きな鏡が取り付けられていた。

　それはいいんだが、問題はそれ以外の内装だ。

　……なんか、やたらと椅子が多いような……？

　普通のものからちょっと高そうなアンティークもの、パイプ椅子もあるし、ソファもある。それに……、あれはベンチか？　なんであんなものまで？

　とにかくいろんな種類の椅子が鏡に向かって設置されており、結構広めの部屋なのに半分くらいのスペースがそれらで埋まっていた。ぶっちゃけちょっと異様な光景だ。

「さ、二人ともここに座ってー」

　そんなことを考えていると、所長がベンチの背をバンバンと叩きながら俺と比奈森さんをそこに座らせた。すると正面の鏡に並んで座ってる俺達の姿が映り、ますます落ち着かない気分になる。

「……なんなんですかこの部屋？　やたらと椅子だらけですけど」

「だからレッスン用の部屋だってば。それもカップル専用の特別仕様だよきみー。椅子が多いのは、そこがカップル役の主戦場だから。カップルってのは並んで座ってイチャイチャしながら周囲に見せつけるのが基本形だからねー」

　……見せつけるって。いや、役なんだから言わんとしてることはわかりますけど。

「ここはその基本を練習するための場所ってわけだよきみー。他の部屋にはお風ふ呂ろとかベッドとかも用意してるけど、そっちはきみ達にはまだ早いからねー」

　なんだか今おかしな単語が出てきた気がするが、とにかくまずは座ってカップル役らしく振る舞う練習をするということらしい。

　カップルらしくってことは──その、なんだ……、つまりはイチャイチャするってことになるんだろうけど、……比奈森さんとイチャイチャ……。

「あの、具体的にどんなことをすればいいんですか？」

　俺がなんだか落ち着かない気分でいると、比奈森さんが所長にそんな質問をした。

「大丈夫、初心者でも安心なようにちゃんとマニュアルを用意してあるからねー」

　すると所長は冊子を取り出して、俺と比奈森さんに手渡してきた。

　表紙には『派遣カップルマニュアル基礎編〜これでイチャイチャぶりを周りに見せつけろ！〜』と書かれており、俺はなんだかんだでちゃんとマニュアルが用意されていることに感心した。この副題はどうかと思うが。

「新人研修ではこのマニュアルに書かれてる内容をガッチリ身につけて、どこに出しても恥ずかしくないカップルになってもらうから、そのつもりでいるようにー。じゃあ今日は最初のページにある、カップルの基本的な姿勢からいくよきみー」

　そう言われて、俺も比奈森さんもマニュアルの１ページ目を開く。

　するとそこには『基本姿勢①：手をつなぐ』『基本姿勢②：腕に抱きつく』などという文言が図解付きで載っていて、まさに基礎編といった内容だった。

　とはいえ、そういうカップルなら当然といった体勢も、こうやってわざわざ改めて提示されると妙に気恥ずかしく感じる。それをこれから自分達がやるとなるとなおさらだ。

「さあぐずぐずしてないで、最初から順番に実践していってねー」

　しかし、これはあくまでも役の練習なんだから。恥ずかしがることなんて何もない。

　俺は自分にそう言い聞かせつつ、比奈森さんに「じゃ、じゃあいくよ」と断りを入れてからゆっくりとその手を握った。

　……ヤバい。超柔らかい……！

　女の子の手ってこんなに柔らかいものだったのか？　女子と手をつなぐなんて小学三年生の遠足で隣の席の西にし村むらさんとして以来だから、なんかすごくドキドキする……！

「鳴瀬くん、もうちょっと強く握ってくれても大丈夫だよ？」

　しかもその時、比奈森さんがそんなことを言って力を強めたので、さらに手の感触がハッキリと伝わってきてしまう。

　反射的に比奈森さんの方を振り向くと、その顔がいつの間にか近くにあって、俺はますます狼狽する。一方で比奈森さんの方は特に何の変化もなく、ちょっと不思議そうな顔で俺の方をジッと見つめているだけだ。

　……う、やっぱり比奈森さんは可愛い……。こうやって間近で改めて見ると、なおさらそう思えてしまう。自然と頰も熱くなってくる。

　確かに比奈森さんはクラスで目立つ方じゃない。

　もっと華やかで男子に人気があったり、明らかにモテる女子ってのは他にもいる。

　だけど、実は陰に隠れてるだけで比奈森さんも十分美少女だとか、一見地味だけどよく見ると比奈森さんは『いい』と言ってる男子が多いとかいう噂うわさを聞いたことがある。

　今まで俺はその噂に「そういうものかな」といった程度の認識だった。

　だって接点がなかったんだから、噂は噂のままで宙に浮いていただけだ。

　だが、今こうやって実際に手をつないだりなんかしていると、いくらそれが役のうえだとしても、どうしてもそういうことを意識せざるを得なくなってくる。

「ほらほら、どんどん先に進んでくれないとダメだよきみー」

　その時、所長に注意されて俺はギクッと身体からだを強こわ張ばらせる。

「あ、はい。えっと……、次は私から腕に抱きつくんだね。いいかな鳴瀬くん？」

「ど、どうぞ、お願いします……！」

　俺は緊張からか、比奈森さんの確認になぜか敬語で返してしまう。

　比奈森さんはそんな俺を見てどこか遠慮がちに、でもしっかりとした力で俺の腕に抱きついてきた。すると当然だが、今度は手だけじゃなく腕全体に比奈森さんの感触がする。

　しかも同時に、なんだかこの世のものとは思えないくらい柔らかい感触が時折ふにふにと伝わってきて──……って、さ、さすがにこれはマズいだろ……！

　俺は慌てて少し距離を取ろうとするが、その瞬間所長に呼び止められた。

「何をしてるんだい。もっと密着しないといけないのに自分から離れていってどうするんだよきみー。ほら比奈森くん、どんどんギュッといきなさい、どんどん」

「ごめんね鳴瀬くん、もうちょっとだけ近づくね」

　所長の言葉に素直に従って、さらに強く腕に抱きついてくる比奈森さん。

　そうするとふにふにがむにむにレベルになって、頭にカッと血が上るのがわかった。

　なんとか平静を保とうと努めるが、ふと前を見ると鏡の中で俺と比奈森さんが密着しているのが見えて、その光景がさらに火に油を注ぐ。

「よーし、じゃあそのままの流れで次の体勢いってみようかー」

「えっと……、鳴瀬くん、次の基本姿勢③は彼女の肩を抱くってあるから、鳴瀬くんの方から動いてもらってもいい？　私もそれに合わせるから」

　そうして俺がガチガチに固まっていると、比奈森さんが俺の腕に抱きついたまま上目遣いでそう言ってきた。

　ぶっちゃけそれはヤバい。その体勢で「私、欲しいものがあるんだ……」とか言われたら、普通に財布を取り出してしまいそうな気がする。

「鳴瀬くん？　どうしたの？」

「え？　い、いや、あの、ごめん。ちょっと緊張して……！」

　……うう、なんて情けない台詞せりふだ。さっき演技の経験者って言ってしまったから余計に恥ずかしい。比奈森さんはちゃんとできるだけに、なおさら。

「ほらほら鳴瀬くん、役者を目指してるくせに女の子とくっついたくらいでガチガチになってる場合じゃないでしょー。比奈森くんの方はちゃんとできてるっていうのにー。もしかしてあれかい？　女の子に慣れてなかったりするのかいきみー？」

「し、仕方ないでしょ！　彼女とかいたことないんですから！」

　そんな感じで凹へこんでいると、所長がぷぷぷと笑いながら今のご時世セクハラ認定されてもおかしくないような挑発をしてきたので、俺はついムキになってそう反論した。

　そう、仕方ないんだよ！　恋愛経験なんてないんだから、演技とはいえ女の子とイチャイチャなんてしたらどうしても緊張するに決まってるだろ!?

　……いや待てよ？　そういえば比奈森さんはさっきからあんまり緊張してる様子がないけど、つまりこういうのに慣れてるってことか？　じゃ、じゃあ彼氏とかいるのかな？

　って、彼氏がいたら彼氏役なんて必要になるはずないじゃないか。

　……じゃあ、過去に彼氏がいてこういうことをした経験があるとか……？

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、比奈森さんが俺の服をクイクイと引っ張って、

「そんなに気にすることじゃないよ鳴瀬くん。私も彼氏とかいたことないし、一緒だね」

　そう言ってニコリと笑いかけてきたので、俺は思わず固まってしまった。

　その一言で、異性と付き合った経験がないから緊張するのは当然という俺の言い訳は崩壊し、ただ単に俺自身がダメだったと明らかになってしまったためだが、実はそれだけじゃなく、なぜか俺はその比奈森さんの一言で気が抜けてしまったのだ。

　そっか、比奈森さん、彼氏いたことないんだ……。

　……って、なんでちょっとホッとしてるんだ俺は？

「そっか、鳴瀬くん、彼女いたことないんだ」

「あの、あんまり何度も言わないでほしい……」

「あ、ごめんね、ついうれしくなっちゃって。……変な意味じゃなくてね？　私、彼女ってなったことがないから、経験不足で迷惑をかけたらどうしようって思ってたんだけど、お互い初めて同士だって思ったら少し気が楽になって」

　それを聞いて、俺は再度固まる。……なんか自分が恥ずかしくなってきた。

「ほら何やってんの鳴瀬くん、ボーッとしてないで次だよ次ー」

　そんな状態で練習を再開しろと言われたので、俺はマニュアルの基本姿勢③にある通り比奈森さんの肩をそっと抱き寄せたが、さっき以上に意識してしまってものすごくぎこちない動きになってしまった。

　比奈森さんの髪がふわりと揺れてかすかに甘い香りが漂ってくるし、比奈森さんは俺の肩に頭をそっと置いてさらに密着度も上がるし。……ううう。

「はーやれやれ、ガッチガチじゃないかきみー……」

　所長はそんな俺を見て、本当にやれやれとばかりに首を振る。

　自分でもわかってるだけに、そのダメ出しはキツかった。マジで俺、情けない……。

「す、すいません。やっぱ俺、演技の才能がないから……」

「おいおいなに言ってるんだい。きみは私に才能を見み出いだされてここにいるんだぞ」

　つい弱気な言葉を漏らす俺に、所長は今までと違った真剣な顔になる。

「私を信じなさい。きみには確かに才能があるよ。できないならできるようになるまで私がみっちりしごいてあげるさ。私は見込みのないやつに無駄な時間など使わないからね。それにきみは霧島公平に憧れてるんだろう？　だったら音を上げてる場合じゃないよ。なにせ公平もこれと同じ練習をしてたんだから」

「え、そうなんですか!?」

「そうさ。私がここであいつをみっちりしごいてやったんだよ。そのおかげもあって、あいつは今や一流俳優だ。同じ場所に立ってるんだから、へこたれてるんじゃないぞ」

「は、はい」

「きみが上手うまく演じられないのは変に役を理解し過ぎようとするせいなんだけど、それは決して弱点じゃないよ。とにかくもう一度言うが、私を信じてついてきなさい」

「はい！」

　気づけば俺は、自分でも不思議なくらい力強い返事をしていた。

　才能があるという一言、霧島公平も同じ練習をしていたという事実、そして俺の弱点への理解など、所長の言葉は全て俺を勇気づけてくれて、心の中に熱いものが生まれる。

　実のところ、勢いで契約をしてしまったものの本当にここでの活動で成長できるのだろうかと少し心配だったんだ。ほら、所長はなんかあんな感じで適当というか大おお雑ざっ把ぱだし。

　でも、そんな気持ちも今ので綺き麗れいに吹っ飛んでしまった。

　……所長はしっかりと俺を見てくれているんだ。

　所長、俺は所長を信じてずっとついて行きますから、よろしくお願いします！

「ふー……、じゃあそういうことで、続きをやっていこうかー」

　俺が内心そう宣言していると、所長はまたすぐにもとのダルダルな感じへと戻った。

「いいかい鳴瀬くん、きみはちょっとシャイなところがあるから、もっとこう欲望を前面に出すんだよー。いっそ『は、初めての彼女ハァハァ……！』みたいな思い切ったテンションでいった方がいいねー。じゃあ基本姿勢を続けてどんどんやっていこうかー」

「は、はい……」

　そしてそんなちょっとアレなアドバイス（？）をしてきたので、せっかく固まった所長への信頼が早くもグラリと揺らぐ。

　……い、いや、ようするに恥ずかしがるなってことだ。とにかくこれは練習で、カップルもイチャイチャも演技なんだから、意識せずにやるしかない……！

　俺は無理矢理そう解釈して再びマニュアルを見る。すると基本姿勢④は彼女の頭をナデナデ、⑤はお互いにハグ、⑥はおでこをくっつけあって見つめ合う、とあった。

　もうその字じ面づらだけで（図解もあるが）頭がクラクラしそうになる。

　だが俺は、それでもとりあえずやるしかないと実行に移す。これは演技これは演技と頭の中で繰り返しながら、とにかく無心でやっていった。

　ナデナデでは、比奈森さんのサラサラの髪と甘い匂いに激しい動どう悸きがして、

　ハグでは、俺の腕の中から上目遣いでこちらを見つめる比奈森さんに悶もだえ、

　至近距離で見つめ合った時は、比奈森さんの瞳に吸い込まれそうな錯覚に陥った。

　とはいえ、それでも俺はなんとか全部やり切ったのだが、

「うーん、なんか雰囲気が硬いなぁ。もっとイチャイチャ感を出さないとカップルっぽく見えないよきみー。特に鳴瀬くん」

　と、所長から名指しでダメ出しをくらってしまった。

　だが俺はもう度重なる比奈森さんとの接触でそれどころじゃなかった。ただでさえ女の子に免疫がないのに、相手が比奈森さんみたいな可愛かわいい子なんだからたまらない。

「鳴瀬くん大丈夫？　なんだか顔がすごい真っ赤だよ？」

　そう言って俺の額に手を当てて熱を測ろうとする比奈森さんだったが、俺は慌ててブンブンと頭を振って逃れた。今そんなことをされたら余計ひどいことになる。

「だ、大丈夫。それより、もし緊張しないコツとかがあったら教えてほしいかな」

「え？　コツって言われても、私は普通にやってるだけだよ？」

　……いや、その普通にできてるってのがもう既にスゴいことなんですがね。

　咄とっ嗟さの質問にキョトンとした顔で答える比奈森さんに、心の中でそう呟つぶやく俺。

「あ、でも、彼氏役が必要だって思った時から、ある程度はこういうことを想定してたっていうのはあるかな。カップルだったらこんなこともするよねって感じで。だから、そういう意味では心構えがちょっとはできてたのかもしれないね」

　だが続けて、そんなことをサラリと言ってのける。さっきから比奈森さんが平然と演技しているように見えるのは、そういった心構えができていたからか。

　……ようするに、比奈森さんはちゃんと全て演技だと割り切ってやってたってことだ。

　なのに俺は経験者だってのに取り乱して……。比奈森さんの方がよっぽど肝が据わってるじゃないか。……くそ、俺も見習わないと。

「動きが止まってるぞー。早く続きをするんだよきみー」

　比奈森さんの言う通り、俺もカップルならこれくらい当然といった心構えでやらないといけないんだ。そう考え、俺は所長に促されながらマニュアルの次の項目を見た。

「…………っ!?」

　だが次の瞬間、俺はピシリと固まってしまった。

　というのも、次の項目──基本姿勢その⑦に描かれていたのは、カップルがお互いの唇と唇を合わせているイラスト──いわゆるキスシーンだったからだ。

　……って、き、キス!?　キスをしろと!?　今ここで、比奈森さんと!?

　いや、確かにカップルならキスくらい普通のことだ。誰かに見せるのが目的となればなおさら当然の行為なのかもしれない。

　……けど、けど……！　さすがにこれは、い、いいのか!?

　カップルとしては当たり前のことだけど、俺達は本当はカップルじゃないわけで！

　いやでも、カップル役としても当たり前のことか……？　ほら、男女がテーマのドラマや映画ならまず普通に出てくるシーンだし……？

　いやいやいや！　でもダメだろこれはさすがに！　……いや、けど、演技でキスなんて普通にあるんだから、やっぱりすべきなのか……!?

　俺の喉がゴクリと鳴った。

　俺の中の悪魔が言っている。演技なんだから気にせずやっちまえ、と。

　俺の中の天使が言っている。役者ならキスシーンくらい普通ですよ、と。

　……って、両方言ってる内容同じじゃねーか！　天使仕事しろよ！　役者の道に魂売りすぎだろ！　ちなみにこれは俺の理性の声な!?

　と、こんな感じで俺が凄すさまじい葛藤に苛さいなまれていると、

「おや？　ごめんごめん、これ古いマニュアルだったよきみー。キスとか残ってるし、さすがに派遣カップルでこんなクリティカルなのはＮＧだからねー」

「だああぁっ!?」

　所長がそう言う声が聞こえてきて、俺は思わずぶっ倒れそうになった。

「どうしたの鳴瀬くん？　大丈夫？」

「……な、なんでもない。でも、そりゃそうだよな。キスなんてさすがに……」

「うん。やっぱりそこまでは、ちょっとね」

　普通にそう返す比奈森さんに、俺はなんだか自己嫌けん悪おに陥る。

　……俺って、もしかしてすごくヨコシマな人間なのかもしれない……。

「うーん、しかしなー」

　とその時、俺が自分の人間性に頭を悩ませていると、所長がマニュアル片手に腕を組んでなにやら考えている様子だった。……嫌な予感がする。

「……もしかして、やっぱりキスシーンは必要だとか言うんじゃないでしょうね」

「いやいやー、本人達がやるってんなら止めないけど、さすがにマニュアルでそこまで推奨しないよきみー。でもねー、やっぱりこう、誰から見てもこのカップルはイチャイチャしてるなーって行動も時には必要なんじゃないかってふと思ったんだよねー。……というわけで鳴瀬くん、とりあえず彼女を押し倒してみようかー」

「なに言ってんですかあんたは!?」

　所長を思わずあんた呼ばわりしてしまったが、それくらい発言内容がヒドかった。

「ほら、カップルだったらそういうイチャイチャも時にはありかなーって。インパクトもあるしね。そうだ、それに加えて彼女の服に手を入れるってのもいってみよー」

「いってみよーじゃないですよねぇ!?」

「なんだい鳴瀬くん、最近の若者はただれてるから、そういう本能に身を任せる系のイチャイチャもいいかと思ったんだよきみー」

「ダメに決まってんでしょうが！　そういう偏見はやめてくださいよ！」

「えー、そうかなー？　比奈森くんはどう思う？　こういうのもありだよねー？」

　所長は不満そうに唇を尖とがらせながら（子供か）比奈森さんに訊たずねる。

　すると比奈森さんは一瞬キョトンとした後、珍しく困惑したような笑顔で口を開いた。

「……すいません。それは、ちょっと、ダメかなと思います」

「はい。というわけでダメです所長。却下です」

「ええー!?　きみはどっちの味方だい鳴瀬くん！」

「１００％比奈森さんに決まってるでしょうが！」

　ギャーギャーと食い下がる所長に、俺もまた同じような勢いで言い返す。

　本当に、いやマジでこの人についていって大丈夫なんだろうか……？　と、さっき築いたばかりの信頼がさらに揺らいだのは──……まあ、言うまでもないことだった。




　　　　▼




「なんか、すげー疲れた……」

　そんなこんなで新人研修はなんとか終わり、俺は怒ど濤とうの一日を振り返りながら腹の底からため息を吐ついた。

「そうだね。初めての経験ばっかりだったからね……」

　すると隣にいた比奈森さんも、さすがに少し疲れたといった感じで苦笑を見せた。

　今俺達は霧島芸能事務所を後にして、一緒に帰り道を歩いているところだ。

　空はもうすっかり夕焼けの朱に染まり、俺達の背後には道路に長い影が伸びている。

「あの、ところでさ」

　しばらく歩いた後、俺は少し緊張しながらそう言って話しかけた。

　演技をする時とは違う、純粋に女子に話しかける時の緊張だ。

「なに、鳴瀬くん？」

　比奈森さんは、小首を傾かしげてこちらを向いた。

　彼女の動作は演技をしている時も普段も全然変わらないように見える。

「いや、改めてこれからもよろしくってことと……、それから一つ質問があって」

「質問？　なにかな」

「比奈森さんは──」

「あ、ごめんなさい。その前に一つだけいいかな？　これから私のことを呼ぶときは、もうさんは付けないでほしいの。ほら、彼氏役がさん付けって変だからね」

「え？　あ、そ、そうか。じゃあ……、比奈森？」

「うん、それでお願いします」

「で、でも学校では今まで通りの方がいいよな？　ほら、変な噂うわさでも立ったら面倒だし」

「あ、そうだね。鳴瀬くんに迷惑になっちゃいけないし」

　……いや、迷惑になるとしたら俺じゃなくてですね……。いいんだけどさ……。

「えっと、それで質問なんだけど……。比奈森さ──比奈森は、さっきのカップルの演技の時全然平気そうだったし、やっぱ緊張とかしないタイプだったりするのかなって」

「ううん、必要なことだからって思って、がんばってやってただけだよ。もちろん練習中は、私も恥ずかしかったんだよ？」

　比奈森はそう言って笑う。

　だが、間もなく「でも」と続けて、

「……確かに、私は他の人よりそういうことが平気なところはあるのかもしれないね」

　比奈森はどこか遠くを見つめるような表情で、静かにそう言った。

　その時の雰囲気が、なんだかさっきまでの比奈森とは少し違うような感じがした。

「そ、そうか、すごいな。俺はやっぱりどうしても緊張しちゃうんだよな。演技の経験があるのに情けない話だけどさ」

　ちょっと気け圧おされた俺が早口でそう言うと、比奈森はまた笑顔に戻って、

「鳴瀬くんって繊細だね。でも、私なんかを相手に緊張なんてしなくても大丈夫だよ」

　……いやいや、自分の可愛さを自覚してないんですかあなたは。

　それとも謙虚なのか？　可愛くていい人のうえに謙虚なの？　天使かよ。

「でも鳴瀬くん、さっきマニュアルを見てたら、この先はもっとスゴい内容がいろいろ書いてあったんだよ」

「も、もっとスゴい内容？」

「うん。お互いに慣れていかないと、これから大変かもしれないね。がんばろうね」

　そう言って微笑ほほえむ比奈森に、俺はなんだか不思議な気分になる。

　だってそうは言うものの、やっぱり比奈森はまるで平然としているように見えるのだ。

「……比奈森は動じないな」

　だからだろうか、俺は気がついたらそうポロッと口にしていた。

「そんなこと、全然ないよ」

　すると比奈森は一瞬立ち止まった後、やがてまた歩き始めた。

「あ、私の家、こっちだから。ここまでかな」

　やがて大通りに差し掛かると、比奈森はそう言ってこちらを振り返った。

「鳴瀬くん、今日は本当にありがとう。彼氏役なんて引き受けてくれて、すごくうれしかったよ。これから改めてよろしくね」

「あ、ああ、いや、こちらこそいろいろ助かったよ。これからもよろしくな」

「うん、今日はお疲れさま。それじゃまたね、鳴瀬くん」

　別れの挨拶を告げ俺に背を向けると、比奈森は間もなく雑踏の中へと消えていった。

　俺はその背中を見えなくなるまで見送りながら、今日一日のことを思い返していた。

　今日、なんだかんだあって俺は夢への第一歩を踏み出したわけだけど、果たしてこれから本当に上手うまくやっていけるのだろうか。

　霧島芸能事務所で演技力を身につけ、オーディションを突破できるのか？　いやそもそも、派遣カップルなんてわけのわからない仕事を本当にこなしていけるのだろうか……。

　……わからない。わからないけどやるしかない。

　けど一つだけ、これだけはハッキリとわかるということもある。

　それは、こんな不安だらけの中で、比奈森みたいな女の子が俺のパートナーになってくれたという事実だけは本当に運がよかった、ということだった。




　　　　◇




「ふぅ……」

　自分の部屋に入ってドアを閉めると、自然とため息が漏れて肩の力が抜けた。

　一人になれる場所だと、少しだけ気が楽になる。

　周りの人の反応を気にする必要がなくなって、気を張る必要がなくなるから。

　といっても、昔と違って今はもう慣れてしまったからほとんど緊張とかはしなくなったんだけど、さすがに今日は特別だった。

　だってまさか男の子とあんなことを──手をつないだり、腕に抱きついたり、肩を抱き寄せられたり、それからハグとか、おでこをくっつけあったりとか──あんな恥ずかしいことをいきなりやるなんて思ってなかったから。

　彼氏がいて、彼女として振る舞うなんて今までした経験がないから、たとえそれがそういう役だったとしても、やっぱり恥ずかしかった。すごく恥ずかしかった。

　……はぁ、今でも思い返すと、ちょっと頰が熱くなってくるかな……。

　でも、仕方ないよね。あんなことをしちゃったんだもん。

「……ほんと、あんな恥ずかしい──ってダメ……。思い出すとまた顔が熱く……」

　私は頰に手を当てて、軽く深呼吸をする。

　それでも『仮面』のおかげでなんとか取り乱さずに乗り切れたのはよかったと思う。

　もし『仮面』がなかったら、あの時きっと恥ずかしさに耐えきれずに目でも回して倒れていたかもしれない。そうしたら、きっとみんなに迷惑をかけていたに違いない。

　それから、今日をなんとか耐えられたのは、変な言い方かもしれないけど使命感みたいなものもあった。自分で望んだ状況だから、ある程度の覚悟をしてたっていうのはある。

　それでもまさかいきなりあんなことになるとは思ってなかったから、切り抜けられたのはやっぱり長年かけて作り上げてきたこの『仮面』があったからなんだろう。

「けど、今日みたいなのがこれからも続くんだよね？　……ううん、これからはもっと、恥ずかしいことをしないといけなくなるはずだから『仮面』ももっと強くしないとダメなんだろうな……。うん、がんばらないと……！」

　私はそんなことを呟つぶやきながら、秘密のひきだしからノートを取り出して机の前に座る。

　それは、私が『仮面』の研究をするために使っているノートだった。

[image: ]

　その日の反省、上手く対処できなかったこと、思ったのと違った反応が返ってきた場合などなどを振り返って、問題点の洗い出しと改善をするための大事なアイテム。

　夜寝る前にこのノートにいろいろ書き込んで『仮面』の精度を上げるのが、私の長年の日課だった。だから、ある意味日記みたいなものと言えなくもない。

　私はペンを片手に、まずは霧島芸能事務所について書こうと考える。

　芸能事務所ということで事前にいろいろと想像していたけど、実際に行ってみると所長さんの印象ばかりが残っている。それだけインパクトが大きかったんだろう。

　紆う余よ曲きょく折せつはあったけれど、結局私は所長さん──霧島祥子さんの計らいで彼氏役を見つけることができた。その代わり、私はあそこで派遣カップルというお仕事をしなくてはいけなくなったけど、それは仕方がないことだと思う。

　……霧島祥子さん。とても綺き麗れいな人だったなぁ。

　女子の私から見てもドキッとするくらいの美人で、ああいう人には少し憧れてしまう。

　それから、とってもいい人だ。勘違いしてやって来た私を相手になんてする必要はないのに助けてくれて、しかもみんながウィンウィンになるようなアイデアをすぐに考えついてしまった。つまり、頭もいい人だ。

　頭がいいといえば、派遣カップルっていうのもすごいアイデアのお仕事だと思う。

　最初聞いた時はそんなのあるんだって驚いたけど、でも話をよく聞くとなるほどって思った。人間はイメージを重視する生き物だっていうことを、霧島さんはよくわかっているんだろう。それをお仕事にするなんてアイデアがすごい。私はせいぜい自分の『仮面』を作り上げることくらいしか思いつかなかったのに。

「霧島祥子さんは頭のいい人だし、人を見る目に自信を持ってたから、私の『仮面』も見抜かれないように注意しないと……」

　私はノートに霧島祥子さんと書いて『要注意　＊でも美人さん』と付け加えた。

「それから……」

　あの事務所には、思ってもみなかった人がいた。

　学校で同じクラスの鳴瀬了介くん。

　なんと、鳴瀬くんは霧島さんに才能を見抜かれてあの芸能事務所で働くことになったというすごい人だ。実は演技の経験もあるんだとか。

　そして一番重要なのは、その鳴瀬くんが私の彼氏役になってくれたことだ。

　まあそれと同時に、派遣カップルのパートナーにもなったんだけど、でもその二つは、私が彼女役で鳴瀬くんが彼氏役を演じるという点で意味合いとしては同じこと。

　とにかく、鳴瀬くんにはいくら感謝してもしきれない。私には彼氏役が必要だけど、誰かと本当の意味で付き合うことはできないし、そんな資格もない。だから、鳴瀬くんがいなかったら、私は今頃どうしたらいいかわからずに途方に暮れていたかもしれない。

「鳴瀬、了介くん……と」

　私はノートの新しいページに彼の名前を書いた。そしてそこに『とってもいい人』『恩人』なんて書き込みながら、ふと、あることに思い至った。

　……そうだ、鳴瀬くんのことは特に詳しく研究しないといけないよね。

　だって、私はこれから彼女としての『仮面』を作り上げていかないといけない。

　そして彼女にとって一番大事な相手は彼氏である鳴瀬くんということになる。

　私の『仮面』は今まで、不特定多数を相手にあらゆる状況に適応して、なんでもそつなくこなせるようにと思って作り上げてきたものだ。

　でも、これからはそれじゃダメだと思う。だって彼女だったら彼氏の反応に適応しないといけないわけだから、やっぱり鳴瀬くんの研究は不可欠だ。

「鳴瀬くん……、どんな人……？」

　私は鳴瀬くんのクラスでの印象を思い出してみる。

　でも、そもそもあんまり印象に残っていなかった。というのも、今までほとんど会話もしたことがなく、数回挨拶を交わしたくらいしかなかったからだ。

「……えっと、部活には入ってなかったよね？　好き嫌いはどんなのがあるんだろ……？　得意な教科は何かなぁ……」

　私はそんなことを呟きながら思考を巡らせるんだけど、わかったことは、私は鳴瀬くんについてほとんど何も知らないということだけだった。

「鳴瀬くん、教室でもあんまり目立たない方だったような気がする……」

　せっかくノートに鳴瀬くんのトピックまで用意したのに、早速行き詰ってしまった。

　なので、私は頭を切り替えた。知らないことを考えても仕方がない。知ってる範囲のことをまずはまとめよう。とりあえずは、今日の出来事から。

「今日、霧島芸能事務所で起きた鳴瀬くんとの出来事は──……あ」

　私はそこまで口にして、途端にかあああぁと顔が熱くなる。

　だって今日鳴瀬くんとしたことといえば、派遣カップルの新人研修だ。

「て、手をつないだり、肩を抱かれたり、ハグをしたり、見つめ合ったり──ってダメだよ……！　思い出したらまた恥ずかしさが……！」

　私はぶんぶんと頭を振って、その時のことを頭から追い出そうとする。

「はぁ……」

　私は熱くなった顔をパタパタと扇あおいで冷やそうとする。




　──比奈森は動じないな。




　その時、鳴瀬くんのそんな言葉が思い浮かんで、私は一人呟く。

「そんなことないよ鳴瀬くん。私、こんなにも動じまくりだったんだよ？」

　けど、そう思われてたってことは『仮面』がちゃんと維持できてたって証拠だから、返す返すもよかったと思う。

「動じない……かぁ。そういえば鳴瀬くんは、すごく動じてたよね……」

　私は真っ赤な顔をして緊張していた鳴瀬くんを思い出しながら、くすりと笑った。

　ほんと鳴瀬くん、研修の間ずっと顔が真っ赤だったよね。やっぱりそれだけ恥ずかしかったのかな？　ということは、私と一緒だったんだね。なんかうれしいな。

　それにしてもほんと、私なんか相手にあんなに真っ赤にならなくてもよかったのに。

「……女の子に慣れてないのかなぁ？」

　そういえば、彼女はいたことないって言ってたよね？

　それも不思議だなぁって思ってたんだよね。だって鳴瀬くん、あんなにも優しいのに。

　……あ、これも書いておかなきゃ。鳴瀬くんはすごく優しいって。自分も真っ赤なのに私の心配ばっかりで……と。

　でも、こんなに優しいのに今まで彼女がいなかったってことは、意図的に作らなかったってこと？　それともすごく純情だから？　もしかして、好きな人はいるけど想おもいを胸に秘めてたり？　単純に女の子が苦手って可能性も──それは、ちょっと困るかな……。

　私は恥ずかしかったところはなるべく思い出さないようにしながら、鳴瀬くんの人となりを考えていく。

　こうかな？　それともああかな？　と想像を巡らせていると、いつの間にかノートのページ数はかなり進んでいて、気がついた時にはちょっと驚いた。今まで誰かをフォーカスして研究なんかしたことがなかったから、なんだか不思議な気分だった。

　私は鳴瀬くんの情報をまとめて、続けて彼女としての『仮面』──振る舞いやリアクションなども考えていく。

「……えっと、手を握った時、鳴瀬くんの顔は赤くなってたから、照れてたってことだよね？　じゃあ私も照れた方がいいのかな？　……そっちの方が彼女っぽい反応かもしれないけど、でもそれって難しいかも……」

　そうやって悩んでいると、その時のことを思い出したのか、真っ赤になって私の方を見ている鳴瀬くんの顔が頭に浮かんできた。

　……なんだろう？　妙にあの表情が頭から離れない。どうしてなのかな……？

「鳴瀬くん、かぁ……」

　私はなんとはなしに鳴瀬くんの名前を口にする。

「──……えさま。お姉さま。い、今お時間は空いてますか？」

　だけどその時、ノックの音がしたかと思うと、ドアの向こうからそんな声が聞こえてきたので、私は思考を中断しノートを秘密のひきだしに隠し直してから立ち上がった。

　とりあえず、研究は一旦中断。あのノートは誰にも見せられないものだから。

　私は呼びかけの続くドアの方へと向かう。

　その時ふと、もしあの時──今日の新人研修の時に、恥ずかしさに耐えきれず『仮面』がはがれていたらどうなっていただろうという考えが頭に浮かんだ。

「…………」

　けど、すぐにそんなバカな考えは頭から消えた。

　だって、

　……『仮面』の下にある『本当の私』の顔なんて、もうずっと昔にどこかになくしてしまったのだから。











シーン２　初めての現場実践









「おはよう、比ひ奈な森もりさん」「ヒナっちおはよー」

　ＨＲ前の朝の教室で、俺は自分の席に座ってぼんやりと比奈森の方を眺めていた。

「あ、おはよう」

　比奈森は声をかけられるたびに、いつも通りの柔和な笑顔で挨拶を返していた。

　時折男子生徒も話しかけていたが、その時でもまったく同じように対応している。

　以前までは目立った印象のなかった比奈森だが、ここ最近よくよく観察していると、地味に人気があるんだなということに気がつく。

　もちろんクラスの中心人物になるような人気じゃなくて、なんていうのかな……、あっさりとしながらも何となく人を惹ひきつけるような人気とでもいうのか。

　上手うまくは言えないけど、とにかく比奈森はああやって男女問わず結構な人数から挨拶されるような人物だということが、ここ数日見ていてわかったことだ。

　……一応勘違いされないようにことわっておくが、俺は別に比奈森をストーキングしてるわけじゃないぞ？　ただ派遣カップルのパートナーになって以来、比奈森ってどんなやつなのかなってことが改めて気になっただけだからな？

　まあ気になって観察した結果、別に印象は変わらなかったってオチなんだが。

　人当たりがよくて、誰とでも垣根なく接する。追加情報としては、さっきも言ったようにいろんな人から挨拶されるくらいの人気があるってことくらいか。

「比奈森さん、今日の放課後あいてる？　みんなでスカイモールにって話なんだけど」

「あ、ごめん。残念だけど、今日は用事があるんだ」

　俺はそんなことを考えながら、女子生徒から放課後の遊びに誘われて断っている比奈森の姿を何気なく見ていた。今日は事務所に行く日だからなーなどと思いながらも、実際は全く別のことに俺の意識は向いていた。

　それは比奈森とカップル役になった時から──いや、比奈森が最初に霧きり島しま芸能事務所を訪ねてきた時から心の片隅にあった疑問だ。

　……なんで比奈森は、彼氏役なんてのが必要なんだろうな……？

　比奈森は男女問わず地味に人気がある。男子の間では、比奈森はよく見ると美少女だって噂うわさも流れている。そして、派遣カップルの研修で身近に接している俺は、比奈森が普通に可愛かわいいってことを知っている。

　だから、改めて思う。なんで比奈森は彼氏役が必要なんだ？

　わざわざ芸能事務所を訪ねて依頼をしてまで？

　そんなことしなくても、比奈森なら普通に彼氏くらい余裕で作れるはずだろうに。

　その辺りの真意は比奈森に訊きいてみないとわからないことなんだろうけど、実際には何となく訊き辛づらい。訊くタイミングを逃して今更って感もある。

　……まあ、俺には俺の、比奈森には比奈森の事情があって、お互いギブアンドテイクの関係でユニットを組んでるわけだから、余計な詮索なんてする必要はないんだけど。

「えー、じゃあまた今度誘うねー」

「ごめんね。予定がない時は私も行きたいから、そうして」

　そうは言いつつ、比奈森と女子生徒のやり取りを聞きながら、俺の中にはどことなくモヤモヤとした気分が残るのだった。




　　　　▼




「さあ、今日からいよいよ現場での仕事が始まりますわ。二人とも、派遣カップルとして今まで学んできたことを存分に発揮なさってくださいな」

　その日の放課後。

　俺と比奈森が霧島芸能事務所を訪れると、待ち構えていた所長が開口一番そう言った。

　一週間のハードな新人研修を終え、ついに実際の仕事が始まることに緊張とかすかな高揚感を覚えていた俺だったが、そういったのが今ので全部吹っ飛んだ。

「……所長、なんか口調が変わってません……？」

「気のせいですわ。そんなことありませんわ」

「いや気のせいなはずないでしょ!?」

　なにそのあからさまなですわ口調!?　っていうか誰だよ!?

「あーもう、いちいちそういうとこに引っかからなくてもいいんだよきみー」

　と思ったら、所長は間もなくいつものダルダルな感じに戻った。

「私は時々自分のキャラを変えることがあって、さっきのもその一環なんだよー。ほら、きみと初めて会った時もキャラが違ってただろー？　まーあれだよ、趣味みたいなもんだから気にしないでいいよきみー。ちなみに今が私の素だからねー」

　……そういえばあの時はキリッとしたお姉さん風だったな。で、あとで実際の所長と会った時にギャップで同一人物とはすぐに認識できなかったという……。

「しかし趣味って、相変わらず意味不明な人だ……」

「霧島さんって個性的だよね」

　俺のゲンナリした呟つぶやきに続き、隣にいた比奈森がそう言った。

　このトンデモさを個性的の一言で済ませるとは、比奈森も大概器がデカいと思う。

「こほん……、そんなことよりお仕事の話ですわ。あなた達にとっては初めての現場ですから、ちゃんと事前に説明などをしておかないといけませんわね」

　一瞬でまたですわ口調になる所長。なんかもうツッコんだら負けな気がしてきた。

「あなた達にはこれからとあるカフェに行ってもらいますわ。そこでカップルとしてイチャイチャするというのが今回の仕事の内容です。最初の仕事ですから内容はオーソドックスで、派遣カップルとしては基本のキですわね」

　俺は「なるほど」と頷うなずきながら、所長と初めて会った喫茶店のことを思い出す。

　あの時あそこでイチャついてた男女もここに所属している派遣カップルだったという。……まさか自分も同じことをする羽目になるとは思ってもみなかったが。

「カフェの名前は『ポルタ』。そこの店長さんは自分の店をカップル向けにアピールしたいということで、これまでも何度かうちに依頼をしてきた、いわば常連さんですわ」

　俺はそれを聞いて少しホッとする。こっちも初めてなのに、向こうも同じだとなるとプレッシャーが半はん端ぱないからな。これまでの派遣カップルと比較されるというのはあるかもしれないが、それでも気は楽だ。

「これは先方の詳しい資料ですわ。比奈森さんに渡しておきますわね」

「あ、はい。わかりました」

　比奈森は所長から資料の入ったクリアファイルを受け取り、早速中身を確認し始めた。

　……内容は後で比奈森から聞くとして、

「あの所長、なにか注意事項とかはありますか？」

　俺は所長に訊たずねる。なにせ初めての現場だ。仕事という意味でも失敗はできない。

　そして演技という観点から見ると、これがカップル役の初舞台なんだからなおさらだ。

「うーん、そうですわね。まずはもう何度も言ってることですが、うちは依頼主に派遣するのは全て本物のカップルと説明していますから、あなた達もそのつもりで常に気を抜かないようにしなければいけませんわ」

　それは新人研修の時から基本的な姿勢として叩たたき込まれたことだった。ひとたび事務所から出たら、俺達は常に正真正銘のカップルとして振る舞わなければならない。

　もし誰かに「あれ？　あのカップルこの前見たことあるけど、なんか今はカップルっぽくなくない？」なんて疑念を持たれたら、最悪ビジネスモデルが揺らぐ危険性もある。

　ちなみにこれは契約書にも盛り込まれたちゃんとした規定なので、所員としては守る義務がある。まあようするに、人の目のある所では常に役を貫けということだ。

「あとはここで学んだことをちゃんと実践すれば大丈夫ですわ。あの厳しい新人研修のことを思い出しなさい」

　……新人研修か。確かに厳しかった。もうひたすらイチャイチャしまくったからな。

　まあそのおかげで、さすがにカップルの演技は慣れてきた。それでもまだ少し緊張が残ってるのが我ながらアレだが、それでも最初に比べれば大違いだ。

「わかりました。それで、具体的な仕事の流れはどんな感じですか？　そのカフェに行って、ただカップルとして振る舞えばいいんですかね」

「いえ、今回行くカフェの店長さんはカップルに具体的にこうしてほしいと要望を出す方なので、それに従っていれば大丈夫ですわ」

　なるほど、店をカップル向けにアピールしたいって話だから、これこれこんな感じにしてほしいって向こうから指示を出すわけか。

「他に何か質問はあるんですの？」

「あ、えっと……、大体はわかったんですが、やっぱ初めてだから実際はどんな風になるのか、どうしても不安は残っちゃいますね」

「普通にカップルとして過ごせばいいだけですわ。それでもまだ不安があるというのなら──……そうですわね、先輩の意見でもお聞きになってはいかが？」

「先輩、ですか？」

「経験者の話を聞けば、具体的なイメージもできるのではないかしら？」

　……それは、なるほど、いい話かもしれない。

　実際に派遣カップルとして活動している人の話は間違いなく参考になるだろうし。

「えーと、今誰かいたかしら？　研修室に誰か残っていればいいのだけれど──」

　俺が「是非お願いします」と頷くと、所長はそう呟きながら天井を見つめた。

　だがその瞬間、カチャリとドアが開く音がして、全員が入り口の方へと視線を向けた。

「こんにちは──」

　入ってきたのは一人の女の子だった。

　……いや、女の子、だよな？　なんかどことなくカッコいい雰囲気で、チラッと見ただけだと少年と見間違いそうになる風貌の子だけど。

　短く切りそろえられた髪に、キリッと引き締まった目元。

　容姿はかなり整っており、美少女といっても差し支つかえないレベルだ。

　……いや、やっぱ印象としては美少年、……か？

　中世的な顔立ちのうえに自然な感じのジャケット姿だからか、余計にそう感じる。

　男と見間違うことはないけど、とにかくやたらとボーイッシュな雰囲気の少女だった。

　その人は事務所に入ってくるなり、俺と比奈森の方を見て「あ」と目を見開いた。

　だがすぐに笑みを浮かべると、なぜか比奈森の方へとつかつかと歩いて行き、

「霧島芸能事務所へようこそ」

　そう言って比奈森の手を両手で握ったかと思うと、俺も思わず見とれてしまうくらい魅力的な笑顔で微笑ほほえみかけたのだった。

「あ、はい、こんにちは」

　俺が呆あっ気けにとられている一方、比奈森はちゃんと挨拶を返す。

　だがさすがの比奈森も少し驚いているような感じだった。いきなりのこととはいえ、いつも平然として動じない比奈森を困惑させるとは、この人は一体……。

「あら姫ひめ野のさん、勘違いしているようですが、この人達はお客さんじゃありませんわよ」

　だがその時、所長がそう声をかけると、姫野さんと呼ばれたその人は「え？」と振り返った後、急にかああぁと顔を赤らめた。

　そして慌てた様子で比奈森の手を離すと、さっきまでの笑顔とはうってかわってすごく恥ずかしそうな表情で「す、すいませんでした……！」と俯うつむいたのだった。

「み、見たことがない人達だったから、ついお客さんだと……！」

「早とちりしてしまったわけですわね。それはともかく姫野さん、実にナイスなタイミングで来てくださいましたわ」

「は、はあ……。あ、所長、今日はお嬢さまキャラなんですね……」

「そんなことはどうでもいいのですわ。お互いに紹介しますわね。こちらは姫野晶あきらさん。うちの所員で、あなた達にとっては派遣カップルの先輩にあたる人ですわ」

「せ、先輩だったんですか。はじめまして、鳴なる瀬せ了りょう介すけといいます」

「比奈森優ゆ衣いです。よろしくお願いします」

　所長の紹介に、俺は慌てて姫野さんに挨拶をし、比奈森も続いた。

「あ、新しい所員さんだったんですね……。私は姫野晶です。同じくここで所員をしています。さっきは突然すいませんでした……」

　すると姫野さんは、恥ずかしさと申し訳なさが同居したような顔で頭を下げた。

　……なんかすごく恐縮されてるけど、そもそもさっきのあれはなんだったんだ？

「さて姫野さん、この二人は今日が初仕事なのですわ。そこで先輩として、実際の現場での心得などをアドバイスしてあげてほしいのですわ」

　所長の言葉に、姫野さんは「そうなんですか。がんばってくださいね」と声をかけてくれたが、またすぐに申し訳なさそうな表情に戻った。

「でも、アドバイスと言われても私の場合は参考にならないんじゃないでしょうか……。えっと、鳴瀬さんと比奈森さんは普通の男女のカップルなんですよね？　だったらやっぱり、私のアドバイスはあんまり意味がないような……」

　……どういうことだ？　と、俺が姫野さんのよくわからない言葉に首を傾かしげると、

「そんなことはありませんわ。百合ゆりカップルも立派な派遣カップルですわよ」

　所長がサラッとそんなことを口にしたので、俺は「え」と驚く。

「……？　鳴瀬くん、百合カップルってなにか知ってる？」

「え、えっと、それはだな……」

「女の子同士のカップルのことですわ、比奈森さん。姫野さんは百合カップルとしてとても人気で、うちの稼ぎ頭なんですのよ」

「へえ、そういうのがあるんですね。全然知りませんでした」

　比奈森は本当に感心したように頷き、姫野さんはさらに顔を赤くして俯く。

　……ゆ、百合カップル。そういえば初日にそんなのがあるって所長が言ってたな。

　姫野さんが百合カップルか……、なんかすごくイメージに合ってる気がする。

「その……、百合カップルってどういうところに派遣されるんです？」

　俺が純粋な興味から質問すると、所長は「いろいろですけれど」と前置きして、

「今姫野さんに通っていただいているカフェなんかは女子校の近くにあるお店で、そこのマスターさんが大の百合好きな方なのですわ。一人でも多くの女子生徒を百合の世界に引きずり込みたいからと、うちに見本としての百合カップルを依頼してきたのです」

「ひ、引きずり……」

　……な、なんだか、また世の中の知らなくていい闇を知ってしまった気がする。

「〜〜……っ！　あ、あの、すいません！　私そろそろお仕事の時間なので、これで失礼させていただきます……！」

　俺がそんな感じで戦慄していると、姫野さんは今にも爆発するんじゃないかってくらい顔を赤く染めて、所長が引き留めるのも聞かずに事務所を出ていってしまった。

「あ、姫野さん！　……行ってしまいましたわ。とても優秀な人なのですが、恥ずかしがり屋さんなところがあるのが玉に瑕きずですわね」

「優秀、なんですか？」

「ええ、さっきも言った通りうちの稼ぎ頭ですわ。百合カップルに必要な素養を全て持ち合わせている逸材で、彼女を一目見た時から『これだ！』と感じましたわ」

「た、確かに、わかる気がします」

「まあ本人には百合の気が一切ないのですけれど、そこは強引にスカウトしましたわ」

「え？　それなのに百合カップルをやってるんですか？」

「それなのに様になってるから優秀なのですわ。さらに、常日頃から女の子にナチュラルに魅力的だと思われるような言動を身につけさせていますから、百合カップルとしてはこれ以上ないくらいの人材ですのよ」

「……もしかして、さっき比奈森の手をいきなり握って微笑みかけたのも？」

「見知らぬ女の子がいたから役としての顔で接したんですわね。普段からああいうことができるのは、まさに私の指導の賜たま物ものですわ」

　……な、なんだろう。いろいろとツッコミどころ満載なような……。

「そうなんですか。でも結局、姫野さんからアドバイスを聞けませんでしたね」

　その時、比奈森がそう言って話題を軌道修正した。相変わらずマイペースだ。

「そうですわね。困りましたわ。あなた達、ちょっとここで待っていなさいな。上の研修室に誰かいないか見てきますわ」

　比奈森の言葉に、所長はそう言って事務所を出ていった。

「……先輩カップル、誰かいるといいな。アドバイス聞きたいし」

「そうだね。それにしても、派遣カップルっていろんなのがあるんだね。私は全然知らなかったけど、鳴瀬くんは知ってた？」

「まあ、いろいろ種類があるってことくらいは」

　俺は初日に見せてもらった派遣可能カップルのリストを思い出そうとする。

　だがその時、ガチャリと音がして事務所のドアが開いた。

　所長がもう戻って来たのかなと思って振り向いたのだが、

「オウフｗｗｗ　事務所にどなたかいらっしゃるでござるなｗｗｗ　拙者、見知った場所だからと思わず普通に入ってきてしまったｗｗｗ　デュフデュフｗｗｗ　しかも所長がいないではないかｗｗｗ　も〜ピンチはやめろし〜ｗｗｗ　仕方ないから拙者が応対してみますよっとｗｗｗ　コポォｗｗｗ」

　その瞬間、そんな脳が理解を拒みそうな声が聞こえてきて、俺は言葉を失った。

　しかも、事務所に入ってきた人物を見てさらに絶句。

　そこにいたのはメガネをかけた小太りの男性だった。

　頭にはバンダナを巻き、背負ったリュックサックからはポスターを丸めたものが飛び出していた。アニメキャラの描かれたＴシャツとジーンズという姿で、暑いのかしきりに顔の汗をタオルで拭いながら、ふぅふぅと喘あえいでいる。

　オタク──それも百科事典のオタクの項目に写真付きで載ってそうなレベルの典型的すぎるキモオタだ。……い、今時こんなあからさまなキモオタがリアルにいるのか？

　い、いやそれより、この人何者!?　なんか怖いんですけど!?

「今日はどんなご用件で？ｗｗｗ　依頼でござるかな？ｗｗｗ　パフオォｗｗｗ」

　そうやって慄おののいていると、その典型的キモオタがジリジリとにじり寄ってきたので、俺は反射的に比奈森を背にかばいながら後ずさった。

　……ど、どうしよう。いやマジでどうしよう!?

「なに？　誰かいるの？」

　そんな感じで混乱していると、キモオタの後ろからまた違う声が聞こえてきた。

「あら、高校生かしら？　うふふ、いらっしゃいませ」

　見ると、そこにはすさまじいレベルの美女が立っていて、男なら誰でも見とれてしまいそうな魅力的な笑顔をこちらに向けていた。しかもその美女はスタイルも抜群で、ワンピースから伸びる手足はスラッとしており、胸も思わず目を瞠みはるくらい豊満だった。

　普段だったら目が合っただけで赤面してしまいそうな美人だったが、しかし俺は混乱でそれどころじゃなかった。なにせ典型的キモオタが出てきたと思ったら、今度は絶世の美女が登場したのだ。そのあまりの落差で混乱にさらに拍車がかかる。

「残念、上には誰もいませんでしたわ──あら、あなた達、帰って来たんですの？」

　だが間もなく所長が事務所に帰ってきた。そしてキモオタと美女の存在に気づくと「ナイスタイミングですわ」と満足そうに頷うなずいたじゃないか。

「あ、あの、この人達は……？」

　俺はすがるような思いで所長にそう訊たずねる。

「あなた達、運がいいですわね。この人達はうちに所属しているオタクと美女カップルの二人ですわ。仕事に出ていたのですが、ちょうど戻ってきたみたいですわね」

　するとそんな答えが返ってきたので、俺は今度はまた別の意味で絶句した。

　……お、オタクと美女だと？　確かに、そんな組み合わせの派遣カップルもいるって話は聞いてたけど、こんな濃い感じだったなんて……。

「……所長、もしかしてこの子達はお客さんじゃないんですか？」

「ええ、うちの新所員の鳴瀬くんと比奈森さんですわ」

　その美女の質問に所長が頷くと、とたんに二人の雰囲気が一変した。

　美女はやれやれといった感じで首を振り、キモオタはさっきまでのニチャァ……とした笑みを引っ込めて、穏やかな感じの苦笑を見せた。

「なんだ、僕はてっきりお客さんかと思ってキャラで接してしまいましたよ」

「本当ですよ。私このキャラ苦手だから、あんましたくないのに……」

「ごめんなさいね竹たけ元もとくん、麗うららさん。さっきも似たようなことがあって、こういうことにならないよう、今度からは事前に顔合わせをしておくべきなのかもしれませんわね」

　そんな会話を交わしている所長達だが、俺は状況にまるでついていけてなかった。

「鳴瀬くん、比奈森さん、改めて紹介しますわ。こちらの二人はうちの所員で、さっきも言った通りオタクと美女カップルで活動している竹元くんと麗さんですわ」

「はじめまして、竹元です。よろしくお願いします」

「う、麗です。よろしく……」

　二人にそう話しかけられ、俺と比奈森も挨拶を返す。

　が、俺はまだ二人の変化に完全に対応できていなかった。

「あ、あの、さっきのは……」

「ああ、驚かせてすみませんでした。うちの所員だとは知らなくて、派遣カップル用のキャラで応対してしまいました。ビックリしたでしょう？」

　俺がおっかなびっくり訊ねると、さっきまでのキモオタ然とした感じとはまるで違う爽やかな雰囲気を見せる竹元さん。まるで別人だ。

「つ、つまり、あれは演技だったわけですか？」

「そうです。この格好も、オタクとはこういうものだと所長から指導されたものです。話し方も同じで、慣れるまで苦労しました。今までオタク文化には縁がなかったので」

「竹元くんは実はエリート医大生なのですわ。しかも美人の彼女までいるんですのよ」

「ええ!?」

　……ま、ますますさっきとの落差がすごすぎる。

「けれど一目見てピンと来て、オタクカップル役としてスカウトしたわけですわ」

「最初所長に声をかけられた時は驚きました。しかも、オタクの役をやってほしいと言われてまた驚きです。形になるまで大変でした。もっとキモくとか、もっと汗をかけとか。僕は冷え性でして、シャツの下にカイロを忍ばせて無理矢理汗を出してるんですよ」

「……な、なんかもう、いろんな意味でスゴい話ですね」

「こちらの麗さんも私が才能を見抜いてスカウトしたんですわ。彼女、すごい美人でしょう？　でも、スカウトした時は一目ではそうとわからなかったんですのよ」

「どういうことです？」

　俺がそう訊ねつつ振り向くと、なぜか麗さんは気まずそうな顔でビクッと震えた。

　しかし間もなく懐ふところからメガネを取り出して装着すると、

「……ふー、やはり拙者、この格好じゃないと落ち着かないでござるな！」

　急に元気になって、わっはっはと美女に似つかわしくない笑い声をあげた。

　まるで牛乳瓶の底のようなグルグルメガネ。しかも口調が、さっきのキモオタモードの竹元さんみたいになってる。なんなのこれ……。

「いやはや、拙者は普段同人業を生なり業わいとしている筋金入りのオタクでござる。鳴瀬氏に比奈森氏でしたかな。以後お見知りおきをｗｗｗ」

「まあこのように、麗さんの普段の姿はとてもじゃないけれど美女って感じではないのですわ。しかも大抵マスク装着でフードとかもかぶっているので、ますますわかりにくいのですが、しかし私はその奥に潜む輝きを的確に見抜いたのですわ」

「そ、それは、……普通にスゴいと思います」

　今の麗さんの姿からは美人のオーラはまるでない。ここからさっきみたいな絶世の美女を生み出したとすれば、やはり所長は超有能なのかもしれない。

「拙者は派遣カップルなど興味はなかったのでござるが、同人業は何かと入用でしてな。所長殿に熱心に頼まれたこともあり、引き受けた次第でござる。しかしこれは拙者の仮の姿！　本当の拙者はエロに全てを捧ささげた同人界の求きゅう道どう者しゃでござるので、そこのところは誤解なきようお願いするでござるｗｗｗ」

「心から打ち込めるものがある麗さんは羨ましいですね。現場の帰りに、そのまま同人誌を買いに行こうとする熱心さは困りものですが」

「竹元氏にも医の道があるではござらんか。美人の彼女もいるしｗｗｗ　フフォｗｗｗ」

　……な、なんか二人のキャラがさっきと反転してるんですけど。

「オタクと美女のカップルって、どんなところに派遣されるんですか？」

　俺がギャップに頭をクラクラさせていると、比奈森が普通にそんな質問をした。

　この光景にさえ動じてないように見えるんだから、やっぱり比奈森はスゴい。

「主な派遣先は秋あき葉は原ばらですわね。典型的キモオタでも絶世の美女とお付き合いできるんだという光景を見せて、皆さんに夢と希望を与えようという目的らしいですわ」

　比奈森は「そうなんですね」と感心したように頷いているが、それって絶対額面通り受けとめたらダメなやつだ！　闇を、さっきよりもはるかに深い闇を感じる……！

「ところで、この鳴瀬くんと比奈森さんはこれから初めての現場なのですわ。そこであなた達には、先輩として何かアドバイスをしてあげてほしいのですが」

「なるほど、そういうことですか。初めてとなると緊張するかもしれないけど、あまり気負わないで大丈夫ですよ。自然体が一番です」

「そうそう、こういうのはもう何も考えず無心でいけばいいのでござる。天井のシミを数えてたら、そのうち終わってるってもんでござるよｗｗｗ」

　竹元さんと麗さんはそう言って、後輩である俺達にアドバイスをくれる。

　とても親切でありがたい先輩方だけど、ぶっちゃけ俺はあんまり聞いていなかった。

　というのも、俺は既に二人の姿を見て、派遣カップルというものの深さというか得体の知れなさみたいなものを、もう十分に肌で感じていたからだ。

　……この仕事、やっぱ一筋縄ではいかないのかもしれない……。




　　　　▼




「いろいろアドバイスをもらえてよかったよね」

「まあ、心構えみたいなのはできたかなって思うよ」

　派遣先であるカフェ・ポルタに向かう途中、俺と比奈森はそんな会話を交わしていた。

　これから初仕事に挑むという緊張は所長や先輩方のおかげでかなり軽減され、今は代わりに使命感のようなものがフツフツと湧いてきていた。

　派遣カップルっていう仕事自体にはまだ完全な理解が追い付いていないが、役を演じるという点では演劇と変わらない。違いは舞台やカメラの前じゃなく、俺達が普段過ごしている日常空間で演じるっていうところだけ。

　……まあそれが一番デカくて戸惑うところだが、裏を返せばそんな環境で仕事をこなしていけば自然と演技力が身につくだろうと期待できるってことだ。

「……よし、初仕事、がんばろうな比奈森」

「やる気だね、鳴瀬くん。うん、がんばろうね」

　気合を入れる俺に、比奈森はいつも通りの笑みで応える。

「ところで、これから行くカフェってどんなところなんだっけ？」

　そういえば──と思い出して、俺は比奈森に訊ねた。

　その辺りのことは資料に載っているはずだが、さっきのアレでなんやかんやあって、結局俺は目を通す時間がなかった。けど、比奈森はしっかり読み込んでたはずだ。

「ポルタって名前で、個人経営のお店なんだって。主なお客さんは若者。私達が派遣されるのはカップル層へのアピールのため」

「その辺りは所長の言ってたままか。段取りとかはどうなってるのかな」

「向こうの店長さんは事前に私達が来ることを知っていて、普通にお店に入ったら窓まど際ぎわの席に案内されるから、あとはそこでカップルとして振る舞えばいいって」

　なるほど「派遣カップルですがー」って店に入るわけにはいかないもんな。

　それから向こうからの具体的な指示もあるって話だから、求められるのは対応力ってわけか。……上等だ、やってやるぜ。

「……え？　比奈森？」

　そんなことを考えていると、急に手を握られる感触がして、俺はハッと顔を上げた。

「事務所の外に出たらどこで誰が見てるかわからないから、常にカップルだってことを意識しとかないとって霧島さんが言ってたからね」

「……ああ、そうだった。俺達はもうカップルだったな」

　頭には入っていた注意事項だったが、他のことに気を取られて忘れていた。

　……ちゃんと覚えていた比奈森には頭が下がる。持つべきは冷静なパートナーだな。

　俺はそんなことを考えながら、比奈森の手を握り返す。

　手をつなぐなんてのはカップルとして基本中の基本で、新人研修でも散々やったことだから今更もうドキドキしたりはしない。比奈森の手は相変わらず柔らかいけどな。

　俺達はそうしてカップルとして歩きながら、やがて目的のカフェに到着した。

　そこはレンガ造り風のシックで落ち着いたたたずまいの店だった。

　通りに面して大きな窓があり、中の席がよく見える。入り口のドアの上には看板がありポルタとカタカナで書かれていた。……ここが初仕事の場か。

「い、行くぞ比奈森」

「うん」

　俺は一度ゴクリと喉を鳴らした後、意を決して中に入った。

　店内に足を踏み入れると、カウンターの中で食器を磨いていた人が無言でこちらに目を向けた。彫りの深い顔をした初老の男性で、髪も口ひげも綺き麗れいな灰色だった。

　なんかやたらに渋くてダンディな雰囲気を発しているけど、この人が店長さんかな？

「………………」

　俺が若干気け圧おされていると、その男性は無言のままカウンターから出てきて丁寧な仕草で俺達を席へと案内した。窓際だ。

「……どうやらあの人が店長さんで間違いないらしいな」

　メニューと水を置いて戻っていくのを確認しながらそう言うと、比奈森はコクリと頷うなずいた。ちなみに今俺達はテーブルを挟んで向かい合って座っている。対面に座席がある場合はこうやって座るのが基本だと研修で習ったのだ。

「……で、これからどうする？」

　俺は比奈森の方にメニューを広げ、どれにしようかと迷っているふりをしながら周囲を観察する。客の入りはそこそこで、情報通り若者ばかりだ。通路を挟んだ隣の席には中学生くらいの男女が座っていて、距離も近いのでその視線には気をつけないといけない。

「……店長さんから指示が来るはずだけど」

　比奈森も小声でそう返しながらカウンターへと視線を向ける。

　俺も不自然にならないよう、水を飲みながら何気ない動作で店長の方を見た。

　すると店長は俺達の視線に気づいたらしく、チラリとこちらに目を向けた。

　多分こっちの意図も伝わっただろうから、指示を出してくれるんだろう。

　……そういや指示っていうけど、どうやって出すんだ？　他のお客さんに気づかれちゃダメだから、やっぱオーダーをとるついでにメモとか──

「ぶほぉっ!?　ごほ……、がは……っ！」

　そんなことを考えていたのだが、次の瞬間、俺は突然噴き出した。

　同時に、口に含んでいた水が思いっきり気管に入って激しくむせる。

　だが、それも無理のないことだった。

　……というのも、なぜか店長がいきなりその場で謎のポーズを取り始めたからだ！

　指と腕を天井へピンと伸ばし身体からだを不自然に捻ねじ曲げて、まるでできそこないのギリシャ彫刻のような何とも形容しがたい姿勢。しかもキビキビした動作で、似たようなポーズを矢継ぎ早に次々と繰り出してくるじゃないか。

　……な、なにあれ？　いや、マジでなんなのあれ!?

「大丈夫？　鳴瀬くん」

　混乱と息苦しさで咳せき込む俺を、比奈森が心配して声をかけてきた。

　同時に、隣の席の中学生男女も何事かといった感じでこちらを見て、そのまま俺の視線を辿たどってカウンターの方へと顔を向ける。

「………………」

　だがその瞬間、店長はシュパッと素早く元の食器磨きの体勢に戻った。

　直前まで片足のつま先立ちで『考える人』みたいな意味不明なポーズをとってたのに、その変わり身の早さに俺はさらにむせる。

「……な、なんだったんだ今のは……！」

「あれが店長さんからの指示だよ」

　なんとか息を整えて口を開くと、紙ナプキンで俺の顔を拭いてくれていた比奈森がそう答えたので、また噴き出しそうになった。

「は、はぁ？　指示って、あれが……？」

「うん。私達にドリンクを頼むようにってポーズで伝えてたんだよ」

「ま、マジで……？　ってか、なんで比奈森はそんなのわかったんだ……？」

「資料に載ってたからね。ポーズ別の解読方法も一緒に」

　………………………………………………………………マジすか。

「あ、すいませーん」

　俺が硬直していると、比奈森は「オーダーいいですか？」と店長を呼んだ。

「ねえ鳴瀬くん、私、これ飲んでみたいんだけどいいかな？」

　そうして店長が近づいてくると、比奈森は少しだけ遠慮がちな顔になって、メニューを俺に見せながらそう訊たずねてきた。

　……どうやらカップルの演技に戻ったらしい。かなり狼ろう狽ばいしてしまったが、俺も立ち直って対応しないといけない。ドリンクを頼めって指示も出てるらしいからな。

　だが、俺は比奈森が指さしている箇所を見て一瞬ギクリとする。

　なぜならそこには『カップル限定ラブラブドリンク』という文字が、店のシックな雰囲気には全然そぐわないカラフルかつポップな書体で書かれていたからだ。

　……な、なるほど、カップルドリンクね。そりゃまあカップルなら定番だよな。

「も、もちろんいいぜ、じゃあ、このカップルドリンク一つお願いします」

　俺はなんとか動揺を抑えながらカップルドリンクを注文し、店長はそれを聞いて無言でカウンターへと戻っていった。

「そ、それにしても比奈森の方からこんなお願いがくるとは思ってなかったよ」

　俺はそれを見送ってからおもむろにそう切り出す。

　ドリンクが来るまでの間を持たせるためってのもあるが、カップルドリンクなんて恥ずかしいものを頼んだことで、店内の視線がいくらかこっちに向いた感触があったからだ。

「うん。鳴瀬くんの彼女になれた記念にって思って」

　すると比奈森も、俺に合わせてアドリブでそう返してきた。

　……なるほど、俺達は付き合い始めのカップルで、今日はその初デートってなわけか。

　実際これが初仕事なわけだから、あながち間違っちゃいない。

「そっか、記念か。でも、比奈森って結構大胆だったんだな」

「うん、それだけ鳴瀬くんとの初デートが楽しみだったっていうのは、あるかな」

　俺の少しからかうような台詞せりふに、比奈森はそう言ってニコリと笑いながらストレートに返してきた。俺はそれに思わずドキリと胸を高鳴らせる。

　新人研修の時から、比奈森は度々こうやってアドリブでどぎまぎさせてくるから困る。

　研修を通じてカップルとしての振る舞いに慣れてきたとはいえ、比奈森のこういう台詞にはなかなか耐性ができない。

　……たぶんあれだな。比奈森は演技の時とそうでない時の差がほとんどないから、まるでいつもの比奈森がそういうこと言ってるように錯覚するんだろうな。

　しかもここは研修室じゃなく、日常の延長線上にあるカフェの中だ。

　余計にそういった感覚が強くなるから、普通に照れてしまう。……なんか悔しい。

「あ、来たよ鳴瀬くん」

　そうこうしているうちに、カップルドリンクが俺達のテーブルにやって来た。

　なるほど、こいつは名前に相応ふさわしいこっ恥ずかしい代物だ。

　グラスが一つにストロー二つなのはまあ当然として、そのストローがハートの形に交差してるし、肝心のドリンクは何味なのかわからないまっピンクときてる。キチぃ。

「じゃ、じゃあ比奈森、飲もうか」

　だがこれもお仕事だと言い聞かせ、俺は意を決してストローを咥くわえた。

　当然だが、味なんてよくわからない。わかっているのは、俺は今周囲から相当視線を集めてるだろうなってことだけだ。……や、ヤバいなこれは。

「……顔、近いね。えへへ」

「ごふ……っ！　そ、そうだな」

　さらにヤバいのが、ストローが短いためお互いの顔がすごく近くにきてしまうということと、それなのに比奈森がアドリブでそんなことを言ってくるという点だ。

　少し前かがみになると、すぐにでも鼻と鼻がぶつかってしまいそうな距離。

　そんな至近距離で比奈森が照れたような笑みを浮かべてきたんだからたまらない。

　比奈森の彼女としての笑顔は研修中にも何度も見たが、今はこの状況もあっていつもの何倍も可愛かわいく見える。……うぐ、き、緊張してきた。

「鳴瀬くん、ちゃんと飲んでる？」

「あ、ああ、もちろん飲んでるぞ!?」

　声が裏返りそうなのを必死に抑えながら、俺は無心にドリンクを飲む。

　少しずつ味が感じられるようになってきたが、それがまた美味うまいのかマズいのかよくわからない謎の味で、今度は表現不能という意味でやはりよくわからなかった。

　ふと気がつくと、隣の中学生男女がチラチラとこちらに視線を向けているのが見えて、さらに緊張が高まっていく。カップルをアピールするという仕事の観点からは成功なのだが、そんなことを考えてる余裕もなくなってきた。

「い、意外と美味かったよな」

　ようやく飲み終わると、俺は緊張を誤魔化すために何かしゃべろうと口を開く。

「えへへ、私はドキドキして、あんまり味がわからなかったかな」

　だけど比奈森がまたそんなアドリブで返してくるので、全然誤魔化せない。

　……ああもう、なんで比奈森の演技はこんなに自然なんだよ……！

　とはいえ、問題のカップルドリンクはなんとか飲みきった。山は越えたんだ。これであとはまったりイチャイチャしてればそれで任務完了だ。結局いっぱいいっぱいでよくわからなかったけど、俺は初仕事をやり切ったはず……。

　俺はいくらか楽な気分になると、ちょっと比奈森にやり返す意味も込めて「比奈森って結構まつ毛長いよな。綺き麗れいだよ」くらい言ってやろうかと口を開きかけたが、

「……うっ！」

　その寸前で言葉をのみ込まざるを得なかった。

　なぜなら、店長がまたこちらに視線を向けながらポーズをとってきたからだ。

　両腕を広げて一本足で立ち、バレリーナのようにその場でクルクルと回転している。

　……いや、あの異様さの形容に使って、バレリーナの方々マジごめんなさい……。

「あ、また指示だね。今度はパフェを頼めって」

「だからなんで比奈森はあれを読み取れるんだよ……」

「資料に書いてあったからね」

　……その資料、俺は読まずに正解だったかもしれん。読んでたら絶対ツッコんでた。

　それはともかく、依頼主の指示ならば俺達は従わなくてはならない。

「す、すいませーん」

　仕方なく俺は店長を呼びつつ、メニューのパフェの欄を開く。

　そしてそこに『カップル専用ラブラブパフェ』という文言を見つけ、たぶんこれを頼めってことなんだろうな……と、半ば諦めの境地で注文した。

　やがてパフェが運ばれてくると、俺はその見た目に啞あ然ぜんとする。

　トッピングのフルーツはもちろん、アイスやそこに刺さってるウエハースまでハート形だ。というか、よく見ると入ってる器までハート形という徹底ぶり。

　……い、いや、普通のカップルならともかく俺達は派遣カップルなんだから、この徹底ぶりはありがたいはず。ありがたいはずなんだが……。

　本来ならこれに合わせて「まるで俺の比奈森への愛を表してるみたいだな。好きだよ比奈森……」みたいなテンションで演技すべきだってのはわかってるけど、そこまでの演技力がまだない現状ではただただハードさだけが迫ってくる代物だった。

　とはいえ、とりあえずは食べるしかない。そこまでのバカップルにはまだなれないけれど、最低限のカップルとしての振る舞いはしなくては……！

「あ、あれ？　スプーンが……」

　だがその時、俺はスプーンが一つしか運ばれてきてないことに気がついた。

　忘れたのか？　と思って店長の方を見ると、今度はギシギシと音が聞こえてきそうな動きでロボットダンスをしてる様子が──……って、それもうポーズじゃないじゃん……。

「あれは、パフェを食べさせ合いっこするように言ってるね」

「な、なるほど……」

　確かに、カップルだったらそういうのも当然だよな……。

　わかったよ、こうなったらもうとことんまでやってやる……！

「じゃ、じゃあ比奈森からな。あ、あーん……！」

　俺はパフェを一すくいして、スプーンを比奈森へと近づける。……この「あーん」って台詞、言っとくけど実際に口にしたらメチャクチャ恥ずかしいんだからな!?

「あーん」

　だが比奈森は恥ずかしがってる様子もなく、うれしそうな笑顔のまま口を開けると、ペロリとパフェを食べてしまった。

「えへへ、甘いね」

　そして余裕のこの台詞である。しかもやっぱり笑顔が可愛いのである。なんかもう俺はいっぱいいっぱいでチクショーなのである。

「じゃあ次は鳴瀬くんの番だね。はい、あーん」

　続いて比奈森が、同じようにパフェを一すくいしてこちらに迫ってきた。

　俺はもう無心で食べようとしたが、その時ふと気がつく。

　……ま、待て、これって間接キスなのでは……!?

「鳴瀬くん、これ、間接キスになっちゃうね」

　って、比奈森さん!?　なんで先に言うの!?　いや、アピールのためなんだから正しい姿勢でございますけど、んなこと言われたら意識しちゃうでしょうよ!?

「鳴瀬くんは私と間接キス、イヤかな……？」

「だ、大歓迎に決まってるだろ……!?」

　それでも新人研修の賜たま物ものか、俺はかろうじてそう返してパフェを食べることができた。

　味なんて当然わからない。甘いのか冷たいのかさえ感じない。頭の中には「比奈森と間接キス」って単語でいっぱいだ。

「えへへ、よかった」

　ニッコリと見とれそうな笑顔を見せる比奈森によっぽど「比奈森の味がするよ」って言ってやろうかと思ったが、想像したらかなり変態っぽかったので断念した。

　俺はただ「あ、ああ」とだけ答えるのみで、顔を真っ赤にしながら食べさせ合いっこを継続させるしかない。店内からの注目と窓の外を通りかかる人の視線がとても痛かった。

　……ううう、研修で慣れたと思ったのに、現場はやっぱ半はん端ぱない……！

「あ、あーん……」

「はい、あーん」

　俺はそんな感じで比奈森と交互にパフェを食べながらも、恐る恐る店長の方を見る。

　俺の体たらくに呆あきれてたりしないだろうか……と不安だったが、
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「…………」

　店長は静かにカウンターにたたずみながら、しかし満足そうに頷うなずくと、ビシッと親指を俺の方に向けて立てた。……なんでそこだけ爽やか風味なんすか……。

「鳴瀬くん、店長さんがよくやったって言ってるよ。よかったね」

「それはさすがに見ればわかるよ……」

　俺はゲンナリとそう言いつつも、褒められたことにはホッと胸をなで下ろした。

　なにはともあれこの山場も何とか乗り切れたらしく、緊張も少しずつ和らいできた。

「鳴瀬くん鳴瀬くん……」

　その時、比奈森が小声で横を見るように促してきた。

　気取られないよう視線だけ向けると、隣の席の中学生男女が顔を赤らめながらなぜかモジモジしているのが見えた。……なんだかメニューをチラチラ眺めてるような？

「あ、また店長さんからの指示だよ。……次が最後の指示で、隣のカップルに見せつけるようなダメ押しのイチャイチャをしてくれって」

　なんでそんな詳細な指示をあの不思議な踊りから読み取れるのかとか、やっぱり隣の中学生はカップルだったのか中学生のくせにチクショーとか、そういう細かいことはとりあえず置いとくとして……、ダメ押しのイチャイチャと言われてもな……。

「どうする、鳴瀬くん？」

　さすがの比奈森も想定外だったらしく、すぐにはどうしたらいいかわからないようだ。

　……となると、ここは俺がなんとかしたい。

　ここまでずっと比奈森にフォローされてきて、俺はなんとかギリギリ彼氏役を演じてこられただけって感じだった。だからこそ、最後くらいは俺もいいところを見せないと、本格的に情けないことになってしまう。

　……とはいえ、どうしよう？　何かいい考えは──

　とその時、俺は目の前のパフェに視線が吸い寄せられる。……これだ！

「おいおい比奈森」

「え？」

　俺は呆れ顔になって比奈森の方を見ると、手を伸ばしてその頰に触れた。

　そして軽く指で拭う仕草をした後、その指をペロリと舐なめて、

「ほっぺたにクリームがついてるじゃないか。比奈森って結構おっちょこちょいなところがあるよな？　まあ、そこがまた可愛いんだけどな……」

　続けて、そんな歯の浮くような台詞せりふをニヤリとしながら口にしたのだった。

　……いや待て、待ってくれ。気障きざだってのはよーくわかってる。

　ってか気障以前に普通に恥ずかしすぎる台詞だって自覚もあるさ。

　でもな!?　目の前にパフェって小道具があるわけじゃん!?　あと誰かに見せつけるためで、しかも俺達は今カップルなわけで！　もうこれしかなくない!?　あ、ツッコミはなしでお願いします！　聞きたくないんで！

　ちなみに、実際には比奈森の頰にクリームなんて付いておらず、全部フリだ。

　さすがにそんなベタベタな状況、リアルで起こるはずがないからな。

「…………」

「ひ、比奈森……？」

　俺のアプローチに、比奈森はキョトンとした顔で黙っていた。

　こ、これはミスったか？　地雷踏んだ？　と、俺は内心ビクビクしていたのだが、

「あはは、ごめんね。……でも、ありがとう鳴瀬くん。なんだかキュンってしちゃった」

　やがて比奈森は笑顔でそう言って、俺の仕掛けにちゃんと応えてくれたのだった。

　……よ、よかった。比奈森がいいやつで本当によかった……。

「あ、あの、すいません……！」

　とその時、隣の席からそんな声が聞こえてきた。

　振り向くと、そこには真っ赤な顔でカップルドリンクを注文する少年と、同じく真っ赤な顔で俯うつむいている少女の姿が。

　注文をとり終えた店長が、去り際ぎわに他の人にはわからないよう俺達だけに向けてグッと親指を立てる。通路だからさすがにポーズは無理だったようだが、それはともかく、

「さっきのに触発されて、思い切ったみたいだねあの二人」

「……それって、つまり」

「うん、成功なんじゃないかな？　ほら、店長さんもそう言ってるし」

　カウンターに戻って早速喜びの舞（？）を踊っている店長。

　どうやら、俺は店長からの最後の指示をなんとかこなせたようだった。

「はぁー……、よかった……」

　俺はガクッと肩を落とす。なんだか一気に疲れたが、同時に充足感もあった。

　だが比奈森はそんな俺を見てクスリと笑って、

「最後のあれ、なんだかすごかったね。ちょっとビックリしちゃったよ。鳴瀬くん、彼氏っぽかったけど、少しあからさまな感じだったよね」

　そんなダメ出しともとれることを言ってきたので、俺は「う……」と赤面する。

「わ、悪かったな。あれしか思いつかなかったんだよ」

「あ、ごめんね。悪いって言ってるわけじゃなくて。ただ、あんなことをしてくるなんて思ってなかったから、鳴瀬くんって大胆な人なんだなって」

　そう言ってニコリと笑う比奈森だったが、ここまでずっと自然な振る舞いをしてきた人にそういうことを言われると、やっぱり褒められた気がしない。

　うれしい気持ちがないわけじゃないが、どこか釈然としない気分が残るのだった。

「げ、まだ何かあるのか……？」

　とその時、また店長がポーズをとっているのが見えて、俺は思わず身構えてしまう。

「ううん、仕事はもう終わりだって。それから、帰る前にバックヤードに来てほしいって言ってるみたいだよ」

　比奈森の店長翻訳スキルにはもはやツッコまないとして、……バックヤード？

　とりあえず俺達は店を後にすると、そのまま裏口へと回り、ドアをノックした。

「…………」

　すると店長が出てきて、無言のまま俺の正面に立った。

　……な、なんだろう？　さっきは褒めてくれてたけど、まさかそれはそれとしてクレームがあるとかだろうか……と、俺が身を硬くしていると、

「……今日はご苦労様でした。二人とも、とてもよかったですよ」

　突然ニコリと穏やかな笑みを浮かべて、店長がそう口を開いたのだ。

「霧島さんの方から『今日は新人が行くから』と連絡がありまして、どんな方々なのだろうと思っていました。まさかあなた方のような初うい々ういしいカップルが来るとは……。久しぶりに胸がキュンキュンしてしまいましたよ」

「きゅ、キュンキュンですか……!?」

　渋くてダンディな店長の口からそんな言葉が出てきたことに、俺は思わず目を見開く。

「ええ、私は若いカップルがイチャイチャしているのを見るのが好きでして。そのためにこの店も開いたわけですが、中でも付き合い始めの初々しいカップルは、見ているだけで心が洗われるのですよ」

「は、はぁ……」

「霧島さんの事務所には今までも何組かのカップルを派遣していただきました。ですが初々しさという点では今日のあなた方が一番でしたね。特に彼氏さんの方の絶妙なぎこちなさがよかった。あなた達は素晴らしいカップルでしたよ」

「あ、ありがとうございます」

「いや、すみません。そのことを伝えたくて、わざわざご足労をかけてしまいましたね。機会があれば、またあなた方にお仕事をお願いしたいところです」

　店長はそう言って俺に握手を求めてきたので、俺は慌ててその手を握り返した。

　その間、俺は店長の今の言葉を頭の中で反はん芻すうしていた。

　いろいろな感情が沸き上がってきて、上手うまく気持ちの整理ができない。頭の中がグチャグチャで、何とも言えない気分だった。

　だけど、そんな中でハッキリと言葉として浮かび上がってきたものがあった。

　それは──

　……店長、喋しゃべれるんなら最初からそれで指示してくれたらよかったんじゃないんですかね……という、割とどうでもいいうえに身も蓋もないツッコミだった。




　　　　▼




「鳴瀬くん鳴瀬くん」

「ん？　ああ、どうした比奈森？」

「それはこっちの台詞かな。さっきからずっとボーッとしてるみたいだけど？」

　あの後、店長に見送られて派遣先を後にした俺達は、事務所へ仕事の報告に戻ろうと帰り道を歩いているところだった。

「ああ、初仕事の結果をいろいろと考えてて……」

　俺がそう答えると、比奈森は「うん」と頷いて、

「よかったよね。店長さんに褒めてもらえて。どうなるんだろって心配してたけど、初仕事は成功だね」

　そう言ってニコリと笑った。ちなみに心配とかしてた気配はまるでなかったけどな。

「まあ、そう、なんだけど……」

　一方、俺の口調は歯切れが悪かった。

「どうしたの？」

「店長は一応褒めてくれたみたいだけどさ。……でもあの初々しいってのは、よく考えると俺にとってはあんまり褒め言葉じゃないなって」

「どういうこと？」

「いや、満足してもらえたのはいいんだけどさ、俺としてはやっぱり演技が下手だって言われてるのと同じというか……。だってわざとぎこちなく演じてたわけじゃないし」

　そう、今日のあれは、たまたま結果的に功を奏したに過ぎない。

「……前から思ってたけど、鳴瀬くんって真面目だよね」

「もともと派遣カップルなんて始めた目的を考えるとなぁ……。って、なに？　俺の顔に何か付いてるか？」

「ううん、結果論で満足しないところとか普通にすごいなぁって思って」

　比奈森がそう言ってクスリと微笑ほほえむ。終始自然な演技ができていた比奈森にそう言われると、素直に喜べないから俺の器はやっぱり小さい。

「……ま、まああれだよ。初仕事が上手くいったのはよかったけど、それはそれとして、向上していくための反省は必要だなって思うわけだ」

「うん、それは私も同意見。鳴瀬くんに彼氏役になってもらったのはいいけど、私も彼女としてもっとちゃんとしないとって思うからね」

　……比奈森はもう十分すぎるほど自然に振る舞ってるんですけどね。

「じゃあさ、事務所に戻るまでの間に軽く反省会でもしようぜ。実は比奈森視点から、今日の俺の反省点を指摘してほしいと思ってたんだよ」

「うーん、とりあえず鳴瀬くんには、あんまり気障な台詞は似合わないと思うよ？」

　……うぐっ！　い、いや、それは俺の演技力が足りなかったせいであって……。

　いつか絶対それっぽい台詞で比奈森を不意打ちでドキリとさせてやろうと、わりと無謀なことを決意する俺だった。

「反省点なら私も指摘してほしいかな。鳴瀬くん視点で」

「比奈森の反省点？」

　そんなこと言われても、ぶっちゃけ比奈森に反省すべき点なんてないだろ。

　……だが、ここで「何もないぜ！　比奈森は完璧だったぜ！」と返すのも釈然としない。

　とはいえ難癖をつけるわけじゃなくて、何か小さな点でもいいから気になったことはないだろうかと考える。より比奈森の彼女としての演技がよくなるような──

「あ、そうだ。比奈森の笑顔は基本的にいつも可愛かわいいけどさ、時々見せてくれる特に可愛い必殺の笑顔みたいなのがあるだろ？　あの思わず見とれちゃうようなやつ。あれを演技の要所要所に挟めば、もっとよくなるんじゃないかな？」

　その時、俺はふと思いついたことを何気なく口にした。

　いつも笑顔の比奈森だが、時折すごくドキリとさせられるような極上の笑みを浮かべる瞬間がある。あれをカップル演技の時もポイントを決めて使えば、見てる方としてもよりイチャイチャ感が出るだろうな。

「あれ？」

　そんなことを考えていると、いつの間にか比奈森が立ち止まって、こちらをジッと見つめていることに気がついた。

　……なんだ？　なんか目を見開いてフリーズしてるような？

「おーい比奈森？」

　俺は比奈森の顔の前で手をヒラヒラさせてみる。

　……俺、なんか変なこと言ったか？　いやまあ、確かに言葉の上ではかなり恥ずかしいことを言ったかもしれないが、でも今のは演技の話だし、別におかしくないはず。

「……あ、ごめんなさい。ちょっとボーッとしてた」

　やがて比奈森はふるふると軽く頭を振ると、そう言って再び歩き出した。

「大丈夫か？　初の現場で疲れたとか？」

「ううん、なんでもない。平気だよ。それと私の反省点の方もありがとうね」

「え？　ああ、うん、参考になればいいけど」

　俺は首を傾かしげながらそう答える。……さっきの反応、よくわからないけど、まあ比奈森が摑つかみどころがないのは今に始まったことじゃないからな。

　そんな会話を交わしていると、間もなく事務所のビルが見えてきた。

　なにはともあれ、こうして俺達の初仕事はなんとか無事に終了したのだった。




　　　　◇




「んー……、今日は特にいろいろあったから、ちゃんとまとめないとね……」

　その日の夜。私はいつものようにノートを広げて、今日あった出来事を振り返る。

　今日は新人研修が終わって、初めてのお仕事があった日だ。

　つまり本番なわけだから、彼女としての『仮面』をちゃんと作り上げるうえでとても大事な日。練習ではできてたことが、本番でもできるとは限らないからね。

　……でも、そういう意味だと心配してたほどじゃなかったかな。

　全体的に、練習の時と同じように振る舞えたと思う。これまでの『仮面』も日常の中で作り上げてきたものだから、彼女としての『仮面』も同じことで、私には練習も本番もないのかもしれない。というか、一人でいる時以外は常に本番なんだ。

　なにはともあれ、派遣カップルとしての仕事はちゃんとできたと思う。

　けど、やっぱり彼女を演じるっていうのは恥ずかしい。これまでの研修もずっと恥ずかしさを我慢しながらイチャイチャしてたけど、やっぱり本番は違う。

　なにせ今日のなんて完全にデートだからね。もちろんお仕事だから純粋なデートじゃないってわかってるけど、やってることは変わりないし。

「今まで、男の子と二人でカフェとか行ったことなかったもんね」

　口に出してみると、また頰が熱くなる。そのことは事務所にいる時からずっと意識してたから、顔に出ないようにするのに実は結構必死だった。

「……鳴瀬くんには、バレてなかったよね？　相当緊張してたんだけど……」

　カフェでのことを思い出すと、恥ずかしさでなんだか落ち着かない気分になる。

　でも、情報はまとめないと『仮面』の強化はできないから、ちゃんと振り返らないと。

「……ん」

　私はペタペタと手でほっぺたを触って熱を冷ましながら、カフェでの出来事を思い出していく。

「えっと、か、カップルドリンクを飲んで……、それからカップル専用パフェを食べさせ合いっこして……」

　……うう、やっぱり思い出すだけでも恥ずかしい。

　男の子と一つのドリンクを一緒に飲むとか、どこの誰が考えたんだろう？

　でも誰かに見せつけるって意味ではすごく効果的だと思うから、これの発案者はきっと霧島さんみたいな天才に違いない。一応そういうのがあるっていうのは知識としては知ってたからなんとか耐えられたけど。

　それからパフェもだ。食べさせ合いっことか、確かにカップルとしてはあるあるなことかもしれないけど、実際やってみると相当恥ずかしかった。研修の時みたいに密着する系のイチャイチャとはまた違った恥ずかしさっていうのかな……。

　とにかく、これも頰が熱くならないよう耐えるのに苦労した。

　スプーンが一つだったから、途中で「あ、これ間接キスだ」って気づいた時なんてピンチだった。先に自分で言って笑って誤魔化したからなんとか耐えられたけど、もし鳴瀬くんから言われてたらどうなってたんだろう？

「鳴瀬くんから『比奈森、俺達今間接キスしちゃってるよな……？』とか……？」

　そう口にした途端、なんだか背筋がゾワゾワってなった。

　悪お寒かんとはまた違う、正体不明のくすぐったさみたいなのが全身に走ったような。

　……う、うん、これは危ないかもしれない。

　でも、逆にそういういかにも演技だなって台詞せりふは意外と耐えられる方かも。実際私達のイチャイチャは演技だから、そうと意識させてくれた方が冷静になれるのかもね。

「私が我慢してる代わりに鳴瀬くんが真っ赤になったり緊張してくれてたりするから、それを見て冷静さを保ってられてるっていうのもあるよね……」

　私は自分の呟つぶやきに自分で頷うなずく。

　鳴瀬くんがあからさまに恥ずかしがってくれるおかげで、私は逆に恥ずかしさを抑えられる。もし鳴瀬くんの演技が自然になってきたら、今度はそれは演技だなってより意識できるようになるから、それでもまた恥ずかしさは抑えられる。

　つまり、やっぱり私はパートナーに恵まれたってことなのかも。鳴瀬くんみたいな人が彼氏役だから、彼女としての『仮面』をじっくり作り上げられるというか、一緒に成長していけるって感じなんだろうな。改めて、鳴瀬くんが彼氏役でよかったと思うよ。

「そういえば店長さんにダメ押しをと言われた時も……」

　鳴瀬くんが私の頰からクリームを指で拭って舐なめるふりをして、それからすごく気障きざな台詞を口にしたことを思い出して、私は一人でクスリと笑う。

　あの時も一瞬慌てかけたけど、鳴瀬くんが一生懸命やってるなっていうのが伝わってきて、しかも向こうの方が真っ赤になってたからこっちは平気でいられたんだよね。

　鳴瀬くんを見てるとポワポワって、なんだかすごく心が温かくなったんだけど、不思議と恥ずかしいっていう気持ちにはならなかった。ああ、カップルとしてはあるあるの演技だよねって感じだった。

　でも──

「でも、あの後……」

　仕事が終わって、事務所への帰り道での時は少し違った。

　反省会をしてた時、鳴瀬くんが指摘してくれたこと。




　──比奈森の笑顔は基本的にいつも可愛いけどさ、時々見せてくれる特に可愛い必殺の笑顔みたいなのがあるだろ？──




　あれは、不意打ちだった。

　……不意打ち？　ううん、なにが不意打ちなのかよくわからないけど、とにかく私はあの時、一瞬どう反応していいかわからず頭が真っ白になってしまった。

　あの時、鳴瀬くんは彼氏としての演技をしてたのかな？

　……ううん、そんなことはないよね。だってあの時は反省会だったし。

　じゃあ、どうして私は鳴瀬くんのあの言葉に、すぐに反応できなかったんだろう？

　どうして、私はほんの少しでも、ドキリとしてしまったんだろう？

　あれはただ、私の演技をよくするための──私の彼女としての『仮面』を強くするための単なるアドバイスだったはずなのに。

「……鳴瀬くんって、よくわからないところでビックリさせてくるよね」

　私は首を傾げながら、ノートに『鳴瀬くんは時々不思議』と書き込む。

　彼氏役の時はあんまり驚かないのに、そうじゃない時は驚くことが多い。

　これはハッキリ言って謎だ。鳴瀬くんの七不思議と名付けよう。

「……鳴瀬くんは、まだまだ研究の余地が多すぎて──って、もうノートが終わりだ」

　私が鳴瀬くん情報を更新していると、いつの間にかノートが最終ページに達していた。

　つい一週間前に鳴瀬くん情報をまとめ始めたはずなのに、もうこんなにもページ数を使ってしまったことに驚く。今まで研究ノートがこんなに早く消費されたことはないのに。

　私は新しいノートを取り出して、鳴瀬くんといるとそれだけどんどん『仮面』の研究が進んでるってことなのかな？　と考えた。

「あ、そうだ」

　そう『仮面』といえば、せっかく鳴瀬くんがアドバイスをくれたんだから、今日はそこを重点的に研究しよう。

　鳴瀬くんは私の笑顔が可愛いと言ってくれた。

　その中でも特に可愛い必殺の笑顔（？）というのがあるとも。

　私はそんなの意識したことなんてないけど、彼氏役の鳴瀬くんがそう言うのなら、そんな種類の笑顔があるのだろう。それを意図的に出せるようになれれば、彼女としての『仮面』はより強化されるに違いない。

　なんていっても、それは彼氏役である鳴瀬くん直々の意見なんだから。

「じゃあ、今日はこっちだね」

　私は椅子から立ち上がり、部屋の隅に置かれた姿見の前に立つ。

　そうして指で口の端を押し上げたりしながら、笑顔の練習を始めた。

　笑顔の練習──それはより他人に受け入れられやすくするため、より他人と円滑に接するために、これまで何年もずっと続けてきた『仮面』の研究の一つ。

　笑顔というのはとても有用で『仮面』のメインの表情と言ってもいい。

　でも今回は今までと少しだけ勝手が違う。なぜなら今回の笑顔の練習は、対象が不特定多数の誰かじゃなく、ただ一人だけに向けられたものだから。

「……鳴瀬くんって、どんな笑顔が好きなのかな？」

　彼女としての『仮面』の笑顔は、彼氏役である鳴瀬くんに受け入れてもらえるものでなければ意味がない。

　でも、鳴瀬くんが特に可愛かわいいって言ってくれた笑顔って、どんなのだろう？

　……それも詳しく聞いておけばよかったかな。

「うーん、こうかな……？　そんな必殺っていうような笑顔なんてあるのかな……？」

　私はああでもないこうでもないと唸うなりながら、その日は結構遅くまで鏡の前に立って、試行錯誤を繰り返すのだった。
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「ふぅ、今日はかなりスムーズに終わったな」

「そうだね。今日だけじゃなく、最近はなんだか慣れてきたって感じがするよね」

　ある日の帰り道で、俺と比ひ奈な森もりはそんな会話を交わしていた。

　その日は空が重く曇っていて今にも雨が降り出しそうな天気だったが、一方で俺の足取りは軽く、気分も晴れ晴れとしていた。

　比奈森の言った通り、最近俺達は調子がよかった。現場実践が始まって二週間くらいが経たちだんだん勝手がわかってきたからか、明らかに慣れてきたって感じがするのだ。

　……まあ比奈森は最初から自然だったからあんまり変わらないけど、俺の方は確実に演技力が上がってきてるって実感があった。なにせ、緊張する回数が目に見えて減ってきているんだ。その減少量は、なんと当社比でおよそ30％減！

　微妙では？　とか言わないでほしい。俺にとってみれば大躍進なんだからな。アクターズスクールに通ってた時なんて、これほど自分の成長を感じられたことはなかったし。

「……やはり、さすが霧きり島しま公こう平へいも通った道。所長、俺はこれからも所長を信じてついて行きます……！　所長の人格は信用してませんけど……！」

「なんだか最近鳴なる瀬せくん、やる気がみなぎってる感じだよね。時々言ってることの意味がいまいちよくわからなくなるけど、そういう雰囲気は伝わってくるよ」

　俺が感極まっていると、横にいた比奈森がいつも通りの笑顔でそう言った。

　……こほん。冷静に対応されるとやっぱりちょっと恥ずかしいので、こういうテンションは一人でいる時だけにするとして……。

　それはともかく、最近俺のやる気ゲージが上がってきてるってのはその通りだった。

　というのも、近づいてきているからだ。篠しの宮みやプロダクションのオーディションがまた。

　篠宮の養成所に入るためのオーディションは結構頻繁に行われている。常にフレッシュな人材を求めるためという理由らしいが、オーディションが頻繁にあるからといってチャンスが多いかというとそうでもない。その分枠が狭くなっているのだ。

　なにはともあれ、俺の目指すべき関門が徐々に迫ってきているからというのが、最近の俺のテンションが高い理由なのだった。

「まあ、派遣カップルを通じて高まった俺の演技力がいよいよ爆発するかと思うと自然とな。もしかしたら一気に才能が開花して、いきなり夢がかなうなんてことも……」

　俺はそう答えながら、頭に浮かんでくる幸せな妄想に顔をニヤけさせる。

　だがすぐに、隣の比奈森がジーッと俺の顔を見つめていることに気がついて、俺は慌てて妄想を頭から追い出しながら「な、なに」と気まずい気分で言った。

「…………」

「あ、あの、比奈森さん？」

　けど比奈森はなぜかそのまま何も言わず、ただこちらを見つめ続けているだけだった。

　いつの間にか立ち止まっていたこともあり、俺は少し戸惑う。

「あ、ごめんね。そろそろいいかもしれないって考えてたら、ボーッとしちゃってた」

　だが、やがて比奈森はそう言っていつも通りの比奈森に戻った。

「……そろそろって、何の話？」

　比奈森の言ってる意味がいまいちよくわからず、俺は首を傾かしげる。

　すると比奈森は「んー……」と珍しく何かを悩むように小さく唸り、

「うん、やっぱりそろそろいいよね」

　またそんなことを言って、再び俺を真まっ直すぐ見据えてきた。

「鳴瀬くん、お願いがあります」

「お願い？」

「うん。そろそろ私の彼氏役として、本格的に協力してほしいかなって思って」

　そう言われて俺は最初よくわからなかったが、間もなく「あ」と思い至った。

　比奈森が派遣カップルを始めたそもそもの動機が『彼氏役が必要だから』だったが、今までそれらしいアクションがなかったのですっかり忘れていたのだ。

「カップルの演技もだんだん自然になってきたと思うし、私も鳴瀬くんも役に慣れてきた感じがするからね。……どうかな？」

　どうやら比奈森は、今までお互いの演技が上達するまで待っていたらしい。

　……まあ比奈森自身は全然問題なかったから、ほぼ十割、俺が彼氏役に慣れるのを待ってたってところなんだろうが、それが比奈森基準で合格ラインに達したってことか。

「ああ、当然ＯＫだ。もともとそういう約束だったわけだしな」

　もちろん答えはＹＥＳ以外あり得ない。ある意味では俺にとって恩人ともいえる比奈森に対して、ここに至ってＮＯと答えられるやつはマジで人間失格だと思う。

「よかった。ありがとう鳴瀬くん」

　すると比奈森は、どこか安心したような気配で柔らかな笑顔を見せた。

　……う、ほらまた出たよ比奈森の必殺の笑顔が。こういう風に何気ないところでいきなりくるからどうしてもドキッとするんだよな……。

「そ、それで、俺はどんなことをすればいいんだ？」

　俺は少し赤くなった顔を気取られないように、明後日あさっての方を向きながら訊たずねた。

「うん、明日あした付き合ってほしいところがあるんだよ。それで、準備のために今からちょっと行きたいところがあるんだけど、いいかな？」

　俺はもちろん頷うなずく。比奈森の後に続いてしばらく歩いていると、比奈森は「ここだよ」と言って一軒の店の前で立ち止まった。

「……ファンシーショップ？」

「うん。ここでちょっと買いたいものがあるんだ」

　そこは可愛い小物やぬいぐるみなどを取り扱っている店で、店内に入ると比奈森は小物やアクセサリーコーナーはスルーし、一直線にぬいぐるみ売り場へと進んでいった。

「買いたいものってのはぬいぐるみなのか？」

「うん、ネコのぬいぐるみがほしいかな。なるべく可愛いやつ」

　そう言って比奈森は、早速猫をかたどったぬいぐるみを物色し始めた。

　なんでまたそんなのが必要なんだ？　比奈森って猫が好きなのかな？　と俺は疑問に思ったが、熱心に探している様子だったのでとりあえず黙って待っていることにした。

「鳴瀬くん、これなんかどう思う？」

　やがて比奈森が一つのぬいぐるみを抱えてこっちにやって来た。

「どれどれ──……うっ」

　だが、俺はそれを見た瞬間言葉に詰まる。

「な、なんだこれ……？　猫、なのか……？」

　なぜなら、そのぬいぐるみがなんとも形容のし難がたい外見をしていたからだ。

　……溶けてる？　いや、歪ゆがんでるのか……？

　正確に言い表せないけど、これが猫だと言うのならムンクの叫びに描かれた人物は世紀のイケメンと表現することも可能だろう。

　そのぬいぐるみの名前は『悟りネコ』というらしい。なるほど、人生における絶望を悟った顔なのかもしれない。このデッサンという概念を全力でドブに投げ捨てたような表情は、もしかして笑顔なのだろうか？　それがわかればいろいろ悟れそうな気もする。

「どうかな？」

「………………………………………………………………………………ど、どうかと思う」

　俺はニコニコ顔で訊ねる比奈森に、語彙力を限界まで駆使してそう答えた。

「え、可愛くないかな？　ああ、鳴瀬くんは男の子だからわからないのかもね」

　……つまり、比奈森さんはこの物体を可愛いと認識なさっていると……？

　俺はスマホを取り出してＡｍａｚｏｏｎで悟りネコと検索してみた。

　すると出てきた評価は星０・５で、レビュー欄には『キモい』『というか怖い』『呪われそう』『呪われた』と瘴しょう気き溢あふれる文章が並んでいた。

「比奈森、悪いことは言わないからこっちにしよう！　な！」

　俺はすぐさまコーナーの真ん中にあった、俺の目から見ても普通に可愛いんじゃないかと思われる猫のぬいぐるみを手に取って比奈森にお勧めした。

「鳴瀬くんって、センスは結構平凡なんだね」

　そしたら比奈森からそんな感想が返ってきた。鼻で笑われたような気もした。

　俺はまたＡｍａｚｏｏｎで、今手に取ったぬいぐるみの名前で検索してみたが、こっちは星３・５でおおむね好評だった。……うん、俺は間違ってない！

　俺は必死に比奈森を説得し、最後には頼み込んでようやく悟りネコのぬいぐるみを手放させることに成功した。比奈森は最後まで「可愛いのに」「お値段だってほら、驚き価格だよ？」と抵抗していたが、俺は処分価格という概念を知ってほしいと痛切に感じた。

「まあ、自分用のぬいぐるみじゃないから別にいいんだけど」

　そうは言うものの、比奈森は明らかに不満そうだった。あのいつも柔和な笑顔の比奈森が、なんと少しだけ頰を膨らませて拗すねたような顔をしているのだ。

　その表情はあまりにもレアで貴重だったが、あの前衛芸術に後ろ足で泥をひっかけたようなぬいぐるみにそこまでのパワーがあったのかと考えると恐ろしくなってくるので、俺は努めて無視した。比奈森の残念な感性については、ぶっちゃけあまり正面から向かい合わない方がいいと俺の本能が告げていたのだ……。

「ところで、これって何のために買ったんだ？」

　なんとかファンシーショップから生還した俺は、まともなぬいぐるみの入った袋を掲げながらそう訊ねた。すると比奈森は少し考え込むような感じになった後、

「……賄賂、かな」

　と謎の答えを返した。……いや、本当に謎なんだが。

「とりあえずそれは鳴瀬くんが持ってて。明日、ある人に渡してほしいんだ」

「さっき自分用じゃないって言ってたけど、その人に渡す用ってことか？」

　俺のその質問に、比奈森は「うん。お土産」と頷いた。

　もともと彼氏役と聞いた時にも思ったことだが、役というからには見せる相手がいるということだ。明日、その人に──もしくは人達に？　俺は会わされるわけなんだけど、それにしてもぬいぐるみをお土産に選ぶ相手とは一体……？

　俺はそのことについて詳しく訊ねようと思ったのだが、

「うわっ、急に!?」

　その時、突然のにわか雨が降ってきたので、俺達は会話を中断して走り出した。

　既に住宅街に差し掛かっていたこともあり、雨宿りできるような場所はない。

　雨は容赦なく叩たたきつけるように降り注ぎ、俺達は瞬またたく間まにずぶ濡ぬれになっていく。

　ようやく小さな公園にたどりつき、そこの木の下に避難したのだが、その頃にはもう雨宿りをする意味がないほど、俺達はすっかり濡れそぼってしまっていた。

「曇ってはいたけど、いきなりこんなに降るなんて災難だね」

　こんな時でも比奈森は平然とした様子で微笑ほほえんでいた。

　制服はぐっしょりと濡れ、比奈森の髪からポタポタと雫しずくが落ちている。

　俺はその姿を見て今まででも最大級の衝撃に襲われていた。全身びしょ濡れの女の子がこんなにも……、なんていうか、可愛かわいい？　い、いや綺き麗れい？　でもなくて、なんだろう、み、魅力的？　だとは知らなくて、俺はドキドキしながらも目が離せないでいたのだ。

「くちゅっ」

　だが間もなく、比奈森が小さくくしゃみをしたので、俺はハッと我に返った。

　……み、見とれてる場合じゃなかった。とにかく、比奈森をこのままびしょ濡れのままにしておくわけにはいかない。ただでさえ女の子は身体からだを冷やしちゃダメだってどっかで見たことあるし、マジで何とかしないと……。

「……あ、ここって……」

　そんな感じで俺が脳のう味み噌そをフル回転させていると、ふと今いるこの場所が、家の近所にある公園だということに今更気がついた。

　だったら──と、そこまで考えて自分の思考にギクリとする。

　……い、いやそれは、やっぱマズいだろ……!?　でも今は緊急事態だし、比奈森の身体を第一に考えれば……！　って、身体って変な意味じゃなくてだな……！

　そして、そんな葛藤だか混乱だかわからないものに悶もん絶ぜつしていたのだが、

「くちゅんっ」

　その時もう一度聞こえてきた比奈森のくしゃみに、細かいことは全て吹っ飛んだ。

「……比奈森、俺の家に行こう」

「え？」

　比奈森がキョトンとした顔でこちらを振り向いた。

　俺もまた、細かいことをすっ飛ばし過ぎた自分の台詞せりふに思いっきり狼ろう狽ばいする。

「い、いや、違う！　変な意味はないんだ！　こっから俺の家はすぐそこにあって、それに比奈森が雨に濡れたままだとマズいと思ったからだな……！」

「あ、うん」

「服を乾かして、シャワーでも浴びないと風邪をひくからって──あ、しゃ、シャワーっていってもおかしな意味はないからな!?　し、心配しないでくれ！」

「鳴瀬くんのお家うちに行ってもいいの？」

「つ、つまり俺はパートナー的な意味で比奈森に風邪とかひいてほしくないわけで。だから俺としては、比奈森に是非来ていただきたいとお願いする立場というか……」

「心配してくれてありがとう鳴瀬くん。じゃあお言葉に甘えて、お邪魔していいかな？」

「し、信じられないかもしれないけど、ヨコシマな気持ちは一切なくてだな……！　なんなら比奈森がいる間、俺はずっと家の外で待ってても──……え？」

「うん？　どうしたの？」

「…………い、いいのか？　俺の家に来ても……」

「え？　やっぱりダメなの？」

　比奈森はそう言って、不思議そうな顔で首を傾かしげる。

　するとポタッとまた一つ、髪から落ちた雫が地面に吸い込まれていった。

「い、いや、信じてくれてるんならそれでいいんだけど……」

「……？　鳴瀬くんのことはいつも信じてるよ？」

　俺の言葉に、比奈森はまたよくわからないといった感じで頭を傾けた。

　その無邪気とも無防備ともとれる反応に、俺は思わず固まってしまう。

「……くちゅんっ」

　だがすぐにまた聞こえてきた比奈森のくしゃみに、俺は弾はじかれたように動き出した。

「い、急ごう」

　比奈森の手を取って、まだ降り続いている雨の中を駆け出す。

　比奈森の無防備さに接して心の中に生まれた、なんだかよくわからないむずむずとした感触は、さっきのくしゃみである一つの想おもいになって俺の足を動かしていた。

　それは──とにかく比奈森を守らないといけないという、何からどう守るのかという具体性の欠片かけらもない、しかしどこまでも純粋な想いだった。




　　　　▼




「ただいま……」「お邪魔します」

　玄関を開けて中に入ると、シンと静まり返った家の中に俺と比奈森の声が響いた。

　俺の家は住宅街にある建売の一軒家だった。大きすぎず小さすぎず、他の近所の家とほとんど変わらない画一的で無個性で、そしてごく普通の住宅だ。

　俺はそこに家族四人で住んでいる。家族構成は父親と母親と妹と俺だ。

　両親が共働きだから昼間は家に人の気配がないのは当然だが、中学二年生の妹は大抵この時間にはもう帰っているはずなのに、今日に限ってまだ帰宅していないようだった。

「か、家族はみんな出掛けてるみたいだな……」

　俺がそう言うと、比奈森は「じゃあご挨拶できないね」と実に優等生な言葉を返してきたが、それはようするに今家の中には俺と比奈森の二人きりというわけで。ある意味でクリティカルな状況のはずなのに、なんでこんな状況でも平然としているんだろう。

「……はぁ、比奈森は相変わらず動じないな」

　俺がついため息混じりにそんなことを呟つぶやくと、

「そんなことないよ。私、男の子の家に来たことなんて今まで一度もないから、すごく緊張しているんだよ？」

　いつも通りの、傍はた目めには全然そうは見えない答えを返してきた。

「まあいいや。……とりあえず、乾燥機とシャワーだな」

　俺は比奈森を連れて浴室へと向かった。それから乾燥機の使い方を教えて、とりあえず乾くまでの間の着替えは後で持ってきておくからと言って、脱衣所を後にした。

　自室に戻り、自分の濡れた制服を着替え終わった後、適当なＴシャツとジャージの上下をタンスから見繕う。とりあえずの一時しのぎだから別に女物にこだわる必要もないだろうし、不在中に母親や──まして妹の衣服を漁あさるなんてできるはずもなかった。

　俺は着替えを抱えながら一階へと戻る。

　その途中、ふと静かな家の中にサーッという水音が流れてきて、俺はドキリとする。

　もちろんそれはまだ外で降り続いている雨の音で、決して浴室から漏れてくるシャワーの音なんかではなかったのだが、一瞬でもそう意識してしまうと、もうマズい。

　……ひ、比奈森がうちでシャワー……。俺も毎日使ってるのと同じシャワーを……。

　ちょっと変態的な感じになってしまっている思考に、俺はブンブンと頭を振る。

　だがそれでも思考は続いていき、今度はシャワーを浴びている比奈森のシルエットが頭の中に浮かんで──って、ダメだ！　それはダメ！　そんな比奈森の尊厳を汚けがすような想像は絶対不許可！　ギルティだ！

　俺はぐずぐずしてるともっとヤバくなりそうな気配がして、足早に廊下を進む。

　だがその時、ガチャリと玄関の方から音がして、俺はピタリと足を止めた。

「……ただいま」

　そしてそんな不機嫌そうな声が聞こえてくると、俺の背筋にツーッと冷や汗が流れる。

　妹が──理り乃のが帰ってきたのだ。

　鳴瀬理乃。俺の妹で、十三歳の中学二年生。

　最近さらに生意気さに拍車がかかり、俺の前ではいつもムッツリとした顔で、兄を兄とも思わない可愛げの欠片もない妹だった。

　恐れていた事態になった──と、俺はゴクリと喉を鳴らした。

　実はさっき、まだ理乃が帰ってなかったことに嫌な予感はしてたんだ。

　……俺と妹は仲が悪い。理乃がまだ小学生だった頃はそれなりに仲の良い兄きょう妹だいだったのだが、中学に上がった頃からだんだん理乃の俺への態度は冷たいものになっていった。

　特に理由はなかったと思う。たぶんあれだ、思春期ってやつだ。思春期ってのは理由なくイライラするもんだから、きっと俺も理由なく嫌われたんだろう。俺はそう思ってる。

　とにかく、そんな俺のことを道端に落ちてるぺしゃんこになった軍手程度にしか思ってないような妹が、まさに今帰ってきたことが最大の問題だった。

　もし理乃が帰宅時に既に家にいたら、びしょ濡れの俺と比奈森の姿を見て舌打ちの一つくらいはかましたかもしれないが、それでも事情はおおよそ察しただろう。

　だが、自分のいない間に大嫌いな兄貴が家に女の子を連れ込み、挙句シャワーまで使わせたと知ったらどうなるか？　……汚物を見るような目で俺を見るに決まってる。

　あいつは俺の言うことなんて聞かない。だから言い訳も聞かない。

　そして俺はますます妹から蔑まれ、基本的に妹の方をより可愛がっている両親からも冷たい目で見られ、俺はめでたく家の中で孤立して一人涙するって寸法だ。

　……いやいや、そんな悲惨な未来は冗談じゃない！　なんとかしないと……！

　俺はオロオロと辺りを見回していたが、すぐに弾かれたように駆け出すと、そのままの勢いで脱衣所へとなだれ込んだ。

「え、なに？」

　浴室の方から今度こそ本物のシャワー音と比奈森の驚く声が聞こえてきたが、俺はなるべく意識しないよう努めながら、急ぎで説明する。

「わ、悪い、比奈森。ちょっと緊急事態が起きて……！　もう身体は温まったか!?」

「うん、それは大丈夫だけど……。緊急事態って？」

　とその時、脱衣所の閉じた扉の向こう側に人の気配がした。

「……誰かいるの？」

　理乃の声が聞こえてきて、俺は焦あせりつつもなんとか平静を装よそおって答える。

「お、俺だ。濡れたからシャワーを使おうとさ。終わったら呼ぶから、部屋で待ってろ」

「なんだ。……ふん」

　てめーかよといった感じのリアクションを残して、気配は去っていく。

　俺はなんとか怪しまれずに済んだと安あん堵どしながら、浴室の比奈森に声をかけた。

「……ごめん比奈森。妹が帰ってきてさ、誰もいない間に俺が女子を家にあげてシャワーを使わせてたとか知られたら、いろいろ面倒なことになるんだ……！　だから、あいつに気づかれないように比奈森を帰そうと思って。悪いけど協力してくれないか……!?」

「へー、鳴瀬くんって妹がいたんだね。どんな子なの？」

　なんか興きょう味み津しん々しんな感じだけど、今はそんな話をしてる時じゃなくてですね……。

「と、とりあえずタオルと、濡ぬれた制服を入れる紙袋は持ってきた。それと着替えと、えっと……、あとは何がいるっけ……？」

「下着がないと困るから、乾かすのにドライヤーかな」

「あ、それも持ってきてる。……って、お、俺が比奈森の下着を乾かすのか……!?」

「さすがにそれは自分でやるよ」

「そ、そりゃそうだよな!?　……じゃあ俺が浴室に入るから、比奈森はこっちに出てきてくれ。入れ替わるぞ」

「え？　どうして？」

「いや、俺が脱衣所にいたら比奈森が着替えられないだろ……」

　俺が顔を熱くしながらそう言うと、比奈森は少しの沈黙の後「そうだったね。うん」と珍しく取り繕ったような返事をした。

「と、とりあえずバスタオルを渡す。それからサッと交代しよう。も、もちろん絶対見たりしないから！　目もつぶって首も逆に向けとくから！」

　俺はそう言いながら、浴室への扉の隙間から比奈森にバスタオルを手渡した。

　そして思いっきり目をつぶり、首が痛くなるくらいの勢いで明後日あさっての方向を向いていると、やがて浴室の扉が開く音が聞こえてきた。

　俺はそのままの体勢で浴室へと歩を進める。途中、我が家のボディソープのものとは思えないくらいのいい香りがして、その瞬間に比奈森とすれ違ったとわかった。

　頭がクラクラする中、俺はなんとか浴室に入った。やがて扉が閉まる音がしたので目を開くと、さっきまで比奈森が使っていたからか、浴室内には湯気が立ち込めていた。

　……想像しない、想像なんてしないぞ……！

　俺は自分にそう言い聞かせながら、とりあえず湯船の縁に座ってシャワーを出した。

　そして何気なく顔を上げると、浴室の半透明の扉の向こうに一瞬人のシルエットが映ったので、俺はギクリと身体からだを強こわ張ばらせる。

　そういえば、さっきからなんだかゴソゴソという音が聞こえてくる気がする。

　わずかに漏れ伝わってくるそういった気配が、今まさにこの薄い扉の向こう側で比奈森が着替えをしているという事実を否いや応おうなく俺につきつけてきた。

　俺はその気配から頭の中に浮かんでくるイメージを、片っ端から吹き飛ばそうと激しく頭を振り続ける。けど、そうすればするほど余計にくっきりと比奈森の姿が浮かんでくるような気がして、俺はいっそシャワーを冷水にして頭からぶっかけようかと思った。

「着替え終わったよ鳴瀬くん」

　やがて、そんな永遠の苦行かと思われた時間は比奈森の声で終わりを迎えた。

　俺は思わずヘナヘナと脱力しながらその場に膝をつきかけたが、なんとか耐えて立ち上がる。俺は、立派に俺自身と比奈森の尊厳を守り通したんだ……！

「も、もう開けていいか」

　一応の確認に比奈森が「いいよ」と返したので、俺は浴室の扉を開けた。

　すると脱衣所には、比奈森が俺のジャージを着て立っていた。サイズが合ってないからブカブカで、それがまた実に萌もえる姿だったのだが、俺はさっきまでの苦行で鍛えられたおかげかなんとか耐えることができた。……強くなったな、俺……。

「ほ、本当にごめん比奈森。こっちの都合でこんな面倒なことさせちまって」

「こっちはお世話になってる身だから全然平気だよ。それで、これからどうするの？」

「このまま妹に見つからないように玄関まで行こう」
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　俺はそう言って、慎重に脱衣所の扉を開いて廊下を偵察する。

　妹の気配がないのを確認して、俺を先頭に脱衣所を出て一気に玄関を目指した。

　……よし、これで無事脱出成功──

「……何やってんの」

　だがその時、リビングの扉が開いて理乃が出てきたかと思うと、バッチリ目が合った。

「な、なんでそこに!?　部屋で待ってろって言ったのに！」

「どこにいようが勝手じゃん。ってか、誰……？」

　そしてその視線は、当然のように後ろにいた比奈森にも向けられる。

　俺は咄とっ嗟さに誤魔化そうと口を開くが、

「玄関に知らない靴があったから、誰か来てるのはわかってたけど」

　その前に理乃がそう続けたので、俺は脳天を殴られたかのようなショックを受けた。

　……あ、ああ、そういえば比奈森の靴はそのままだったっけ。じゃあ、俺のさっきまでの苦労は完全に無駄……。

「……まさかそれが女の人だとは思わなかった。それに、なんかお風ふ呂ろ場から二人一緒に出てきてなかった？　……何してたの」

　俺が打ちひしがれていると、いつの間にか理乃の気配が剣けん吞のんなものになっていた。

　比奈森をチラッと見た後、今度は俺の方に蔑むような視線を向けてくる。……ヤバい！

「お邪魔してます。私は鳴瀬くんのクラスメートの比奈森優ゆ衣いです」

「「え？」」

　だがその時、突然比奈森が笑顔で挨拶をし出して、俺はもちろん理乃も目を丸くする。

「変な誤解をさせてしまったならごめんなさい。にわか雨に遭って困ってたら、鳴瀬くんが家に来ていいって言ってくれたんです。服もびしょびしょだったからすごく助かりました。そのうえシャワーまで貸してもらって、本当に感謝しています」

　比奈森は理乃を真まっ直すぐに見据えてそう言いながら、ぺこりと頭を下げた。

「そういう事情だから、鳴瀬くんをあんまり怒らないであげてください」

「あ、は、はい……」

　比奈森の言葉に、理乃がコクコクと頷うなずく。それはまるで、比奈森の勢いに気け圧おされているようだった。現に、右足が一歩引いている。

　比奈森は理乃の反応に「よかった」と笑っていた。理乃はそんな比奈森を目をパチパチさせながら呆ぼう然ぜんと見ていた。こんな状況で理路整然とした事情説明を落ち着いた様子でストレートにされたら、そりゃ驚くのも無理はない。

　だが理乃はやがて、どこか意を決したような感じで口を開いた。

「あの、比奈森さんは……、おにぃ──あ、兄とはどういう関係なんですか？」

「お、おま……っ、なんつー質問してんだよ!?」

「仲のいいクラスメート……かな」

　だが比奈森はその質問に普通に答えたので、俺は呆あきれてしまった。

　理乃はそれを聞いてなぜかいつもより不機嫌そうな顔になり、だが同時に恥ずかしそうに頰を赤く染めるという謎に器用な表情を見せながら「ふ、ふーん……」と返す。

「……あたし、部屋行くから」

　間もなく理乃は、そう言ってロクに挨拶もせずにサッサと階段を上っていった。

　その去り際ぎわに「お、お兄ちゃんのくせに……」と意味不明な呟つぶやきを残していったが、いつもの不遜な態度が鳴りを潜めているところをみると、どうやら困惑しているらしい。

「あ、行っちゃった。鳴瀬くんの妹さん、すごく可愛かわいい子だね」

　その困惑の原因は、もちろんこの比奈森だ。

　理乃はクソ生意気で可愛げのないやつだが結構人見知りをするところがあり、どうやら比奈森に苦手意識を持ったらしい。スレた性格をしているぶん、比奈森みたいに真面目で柔らかい性格の人間と相性が悪いのかもしれない。

「妹さん、鳴瀬くんが派遣カップルをしてるって知らないよね？　だから彼女って言うとマズいかなって思ってクラスメートだって答えたけど、でもそれだけだとちょっと物足りない感じがしたから仲のいいって付け加えたんだ。ちゃんと誤魔化せたかな？」

　比奈森はどうやら俺に気をつかってあんな返答をしたらしい。

　その心づかいはありがたかったけど、俺は「……どうかな」と微妙な答えを返した。

　一緒に帰って、家に招いてシャワーを貸して、そして『仲のいい』クラスメート。

　……客観的に見ると、それって彼女では？　って思いっきり誤解されそうな気がする。

　そうでなくとも理乃は思い込みが激しいところがあるからな……。

　だが、俺はそこまで考えてフッと肩の力を抜いた。

　……まあ、どうでもいいか。だって俺に彼女がいようがいまいが、理乃の俺への態度には何の変化もないんだろうしな。




「すっかり雨やんでるね」

　比奈森はそう言って青空を見上げながら少しだけ目を細めた。

　服装は、バッチリ乾いてちょっとまだ乾燥機の熱の残った制服だ。

　あの後、理乃に見つかったことで慌てて比奈森を帰す必要がなくなったので、俺達は改めて比奈森の制服を乾燥機に入れ直したのだ。

　で、乾いた頃合いで外を見ると、雨はすっかり上がっていた。にわか雨はにわか雨らしく、俺達をびしょ濡れにした後は気ままに過ぎ去ってしまったらしい。迷惑なやつだ。

「ところで比奈森、明日あしたのことなんだけど何時にどこに行けばいいんだ？　あ、それと、さっき買ったあのぬいぐるみは俺が持参していけばいいんだよな？」

　俺は比奈森が帰る前に、明日の『彼氏役』の詳細について訊きいた。

　そういえばなんやかんやあって、肝心の情報を聞き忘れていたのだ。

　比奈森は「あ、そうだったね」と言って、鞄かばんから一枚の紙を取り出す。

　それは女の子らしい薄い花柄模様の便箋で、そこには手書きの地図や住所、それに『お土産を忘れないで』といった感じの注意事項がいくつか書き込まれていた。

「……これは？　この住所、俺の家からそう遠くない場所だけど」

　俺が便箋から顔を上げて訊たずねると、比奈森はこう答えたのだった。

「私の家。明日の午後から家で妹に会ってほしいんだ。もちろん『彼氏役』として」




　　　　▼




「……デカいな」

　俺は目の前に建つ、結構広い庭付きの家を見上げながら、ポツリとそう呟いた。

　翌日の昼下がり。俺は言われた通り比奈森の家へとやって来ていた。

　……大豪邸とまではいかないけど、これって普通に豪邸って言っていいレベルなんじゃないのか？　比奈森ってお金持ちの家の娘さんだったんだな……。

　俺はそんな風に少しの間ボーッと比奈森家を眺めていたが、やがて我に返るとちょっと緊張しながらインターホンを押した。

　比奈森の声が聞こえてきて中に入ってと言われたので、俺は門を開けて敷地内に足を踏み入れる。前庭を通っていると、次第に緊張で動どう悸きが高まってきたのがわかった。

　いよいよ比奈森の彼氏役が始まる。まあ普段の派遣カップルの仕事とやることは基本的に変わりないんだけど、やっぱちょっと感覚が違う気がする。

　その原因はよくわからないが、違和感というか疑問点みたいなものの正体はハッキリしていた。それはもちろん、この役を披露する相手が比奈森の妹ってところだ。

　……実際、彼氏役を誰に見せるんだろうって想像はあれこれしてたんだよな。

　その中で家族っていうのも、もちろん予想としてはあった。たとえば親がお見合いを勧めてきて、その相手を断る口実として彼氏役が必要だったとか、そういう感じで。

　でも、まさか妹相手だとは予想外だ。というか、なんで妹に彼氏役を見せないといけないのか、その理由がまるでわからない。

　まあその辺りのことはいずれ判明するだろうと思いながら、俺は改めて気を引き締めて比奈森家の玄関前に立った。今は役に徹しないといけない。

「いらっしゃい鳴瀬くん」

　ドアが開き、比奈森がいつもの笑顔で出迎えてくれた。

　私服は今まで何度も見たことがあるけど、自宅とのセットでの比奈森の姿は初めてだったので、なんだか新鮮な感じで少しどぎまぎする。

　だが、そんな気分はすぐに消えた。というのも、比奈森の隣でジッとこちらを睨にらみつけている少女の存在に気がついたからだ。──妹さん、とすぐに察して、俺は挨拶する。

「あ、は、はじめまして、鳴瀬了りょう介すけです。今日はお邪魔します」

　だが少女は微動だにせず、眼光だけをギロリと鋭くした。

「ほら紗さ雪ゆき、鳴瀬くんに挨拶しないと」

「ふんっ。比奈森紗雪……です」

　比奈森に促され妹さんはようやく口を開いたが、その態度は鼻を鳴らすなどあからさまに敵てき愾がい心しんむき出しだった。……な、なんかいきなりスゲー嫌われてる雰囲気だな……。

「じゃあ鳴瀬くん、とりあえず上がって」

　そんなことを考えていると、比奈森が俺の腕に抱きついて引っ張ってきた。

「……ごめん。驚いたと思うけど、普通にカップルとして振る舞ってね」

　同時に小声でそんな耳打ちをしてきたので、俺は小さく頷く。

　とはいえ、そうやってる間にも妹さんの眼光はますます鋭くなっていき、

「ぐぐ……、お、お姉さまと密着しやがってるです……！」

　さらにそんな呟きまで聞こえてきて、ちょっと背筋が寒くなる。

　空気を少しでも軽くするため「比奈森ってお姉さまなんて呼ばれてるんだなー」と軽口を叩たたこうと思ったが、妹さんの恨みがましい視線が強すぎて無理だった。

　このわずか数分程度の出来事で確信したが、俺は妹さんから歓迎されていない。

　いや、歓迎どころか親の（この場合姉の？）敵のような目で見られている。

「あ、そ、そうだ。これ、どうぞ、お近づきの印に……」

　とそこで俺は、昨日比奈森が購入したお土産のぬいぐるみを持参していたことを思い出して、妹さんへと手渡した。若干腰が引けた感じになったが仕方がない。

「…………ふんっ」

　妹さんは受け取りはしたものの、やっぱり俺を睨んだままだった。

　雰囲気的に拒否されるかとも思ったけれど、そこは比奈森の手前我慢したようだ。

　……そういや比奈森、昨日これを賄賂だって言ってたな。その意味がようやくわかったぜ。まあ好感度は全然上がってないっぽいから目もく論ろ見みは失敗したようだけど。

「……なあ比奈森、俺が彼氏だってことはもう伝えてあるんだよな？」

　俺は比奈森に耳打ちしてそう訊ねる。比奈森は「うん」と頷いたが、その瞬間、

「あああ!?　い、いきなり玄関先でキスしようだなんて、なに考えてやがるですか！」

　と、妹さんがいきなり色めき立ったので、俺は思わず「うわっ」と比奈森から離れた。

「き、キス!?　いや、俺はただ比奈森にちょっと耳打ちしてただけで……」

「ウソつきやがれです！　目に下心が満載だったじゃないですか！」

「紗雪、誤解だよ。とりあえず落ち着いて。鳴瀬くんは私の彼氏なんだから、距離が近くなるのは自然なことだよ」

「いいえ！　私がこのふしだら野郎からお姉さまをお守りしますから！」

　妹さんはそう言ってこっちを睨みながら、俺と比奈森の間に割り込んできた。

　……なんか比奈森への親しみと俺への憎しみが、同時に伝わってくる……。

「ほら紗雪、離れて。いつまでも玄関にいても仕方ないから」

　比奈森はそう言って俺を家の奥へと案内した。妹さんは比奈森には従順な様子で、言われた通り離れはしたが、その不機嫌そうな視線は俺に据えられたままだった。

　広い廊下を抜け、階段を上った先の部屋に案内された俺は、中に入った瞬間小さく感嘆の声を上げた。そこは比奈森の部屋だったのだ。

　白を基調とした落ち着いた雰囲気の部屋で、レースのカーテンやセンスのいい家具、淡い色彩の壁紙など、目立ちはしないけど整った様子が実に比奈森らしい感じがした。

　部屋の中央にある小さなテーブルやそれを囲むように置かれた可愛らしいクッション、そして部屋の隅にある姿見などはいかにも女の子の部屋って感じがして、俺は比奈森のプライベート空間に足を踏み入れているという事実に少しドキリとする。

「お姉さま、この野郎はお姉さまの部屋をなめるような変態的な目で見てやがるです！」

　だがそんな時間もつかの間、妹さんがトンデモナイことを口走った。

「ち、違う！　別にジロジロ見てたわけじゃなくて！　ただ、その……、妹以外の女の子の部屋に入ったのは初めてだったから、ちょっと見とれてたというか……」

「あ、そうだったんだね。私も家族以外の男の人を部屋に入れたのは初めてだから、ちょっと緊張してたんだ。私の部屋、どうかな？」

「え？　う、うん、比奈森らしくていい部屋だと思う」

　俺がそう答えると、比奈森は「ありがとう」と言って笑った。その笑顔は彼女役の演技なのか、それともいつも通りの比奈森のものか、どっちなんだろう。

「うぐぐぐぐ……、お姉さまの聖域に野郎が入ってくるなんて……！」

　だが感慨にふける間もなく、妹さんが悔しそうに俺を睨みつける。

「もう、鳴瀬くんは彼氏なんだからいいでしょ。それより鳴瀬くん、こっちにどうぞ」

　比奈森はそう言って俺をクッションへと座らせる。妹さんの「お姉さまのクッションに野郎のケツが……！」という言葉が聞こえてきた気がしたが、いろんな意味で無視した。

「改めて紹介するね。この子が妹の比奈森紗雪。中学二年生だよ」

　比奈森は隣に座り、俺の対面に座った妹さんを紹介した。

　……妹さん、中二だったのか。偶然にもうちの理乃と同じだな。

「で、紗雪、この人がいつも言ってる私の彼氏の鳴瀬了介くん。クラスメートなんだよ」

　俺の紹介に、妹さんはピクリとこめかみをひくつかせる。比奈森の言葉だから嚙かみつかなかったんだろうけど、あれは内心相当煮えたぎってるな。青筋が浮かんでるし。

　改めて妹さんをよく見ると、かなりの美少女であることはすぐにわかった。

　目が大きくて華のある雰囲気で、いかにも美少女ですって感じの正統派美少女だ。

　比奈森の可愛かわいさが控えめな月と表現するなら、妹さんの可愛さは人目につきやすい太陽だった。姉妹なのに正反対で、よく見ると外見もそれほど似ていないように思える。

「……あなた、鳴瀬……さん、とかいいやがるでしたね……」

　そんなことを考えていると、妹さんは俺の名前にさんを付けるのもかなり辛つらそうに口を開いた。あと、さっきから気になっていたが敬語も相当おかしい。ってか敬語じゃない。

「あなたはお姉さまの、か、か……、んん、か……っ！　げほごほっ。か、かか、かれ、彼氏……！　ということらしい、ですが……！　げはっ！」

「……どんだけ比奈森の彼氏って言うのが嫌なんだよ……」

「……はぁはぁ、彼氏というのなら……、お姉さまの一体どこに惹ひかれたのか、その辺りのことを聞かせやがれって感じですね……、ふぅ」

「え？　ど、どこに？」

　俺は突然そんな質問をされて焦あせった。

　もちろん今は彼氏役の演技中で心構えもしていたが、まさかいきなりそんなコアな質問が飛んでくるとは思ってなかった。とはいえ、なんとか答えるしかない。

「そ、そうだな……。えっと、一緒にいるとホッとするっていうのかな。そのくせ不意にドキッとさせられることもあるし。あと普通に可愛いし、クラスメートだし……」

　我ながらグダグダな回答だったが、ウソはついていない。

　というか、リアルカップルでもこんな質問に即で答えられるのか？

「はっ！」

　しかし、俺の言葉を聞いた妹さんは思いっきり鼻で笑った。

「彼氏を名乗っておきながらその程度ですかこの間男は！」

　……いや間男って。ってか、なんで俺はいつの間にか見下されてるんだ……？

「私のお姉さまへの愛の前ではてめーなんて霞かすんでしまいますね！　さっきの質問も、私だったら即答できますし！　まずお姉さまが聖母のような慈愛の持ち主であることでしょ!?　そして全てを包み込むかのような圧倒的包容力！　天から降りてきた女神かと思うくらいの美貌も忘れてはダメですし！　脳がとろけるようなかぐわしい香りがするということも挙げられます！　他にも他にも……！」

　妹さんはものすごい勢いで比奈森の美点を次から次へと挙げていく。

　その時の表情は、まるで夢でも見ているかのような恍こう惚こつとしたもので、俺は思わず「うわぁ……」と呟つぶやいてしまった。なんか怖い。

「紗雪、ストップ。鳴瀬くんが困ってるよ」

　見かねた比奈森が止めようとすると、妹さんはハッと我に返った様子だったが、

「あーもうお姉さま！　大好きです！　愛してます！　今すぐ結婚してください！」

　次の瞬間、感極まった様子で比奈森の胸に抱きつき、そのままグリグリと幸せそうな顔を埋うずめると、途中で俺の方を向いて「羨ましいだろ」みたいな感じでニヤリと笑った。

　……こ、こいつ！　なんつーか、マジこいつ……！

「それはダメかな」

　しかし比奈森はこうしたことに慣れているのか、ごく普通に妹さんを引っぺがした。

　そして妹さんは、つれなくされても「お姉さまお姉さま」とデレデレしたままだ。

　……ああ、うん、なるほど……。

　そこに至って、俺はようやく勘付いた。……いや、実は薄々感じていたことだが、一連の妹さんの姿を見ていよいよ確信したって感じだ。

　比奈森が彼氏役を必要とした理由。それは、間違いなくこの妹さんにある。

　この短い時間だけでも、妹さんが姉である比奈森のことを好きすぎるのが嫌というほど伝わってきた。その程度は、ちょっともう異常と言ってもいいレベルだ。

　……おそらく比奈森は、この子を姉離れさせるためにこれまでもいろいろやったんだろうと思う。でもそれが上手うまくいかず、とうとう最後は彼氏役という奇策に打って出ざるを得なくなったんだろう。

　つまり、妹さんの比奈森好きはそれだけ根深いもので──……って、あれ？　じゃあ彼氏役って相当大変で、しかもかなり責任重大な役目なのでは……？

「あ、そうだ。お茶を出すのをすっかり忘れてたよ。ちょっと待っててね」

　俺が冷や汗を流していると、比奈森がふと思い出したといった様子で立ち上がった。

　その際、俺に小声で「少し時間を作るから、その間に彼氏として彼女の妹と仲よくなっててね」と告げてから、比奈森は部屋から出ていってしまった。

　……そんないきなり無茶な……、と愕がく然ぜんとしたが、妹さんと二人きりで残された俺には他に選択肢はなかった。……うう、これも彼氏役の務めか……。

「え、えっと、今日はいい天気だね」

「曇ってます。目ん玉付いてやがらねーんですかてめーは」

「そういえば中二なんだってね。俺の妹も同じ学年でさ」

「聞いてねーですし興味もねーです」

「さ、紗雪ちゃんって呼んでもいいのかな」

「今度その呼び方したらぶっ潰しますよ!?」

「何をだよ!?」

　俺はなんとか妹さんとコミュニケーションをとろうとするが、向こうにはその気がさらさらないらしく完全拒絶状態で、その様子はまるで全身ハリネズミだ。

　……まあ比奈森の彼氏として登場した俺は、自分から姉を奪い取る極悪人って認識なんだから当然といえば当然なんだろうけど、どうすりゃいいんだ……。

「……はぁ、どうしてお姉さまはこんな野郎を彼氏になど……」

　やがて妹さんはやれやれとため息をして頰ほお杖づえをついた。今更だが野郎呼ばわりに文句の一つも返そうかと思ったが、これも会話の糸口と我慢するしかない。

「仕方ないだろ。事実なんだから」

「だから余計に気に入らねーっつってんですよ。まったく、美点の塊であるお姉さまと全然つり合ってねーじゃねーですか」

　……俺と比奈森がつり合ってないって点は同意だな。

「でも、じゃあどんなやつだったらよかったって言うんだよ」

　最初は気をつかっていたが、自分の口調がだんだんぞんざいになってくるのがわかる。

「ふんっ、お姉さまにつり合う男など存在しねーです。お姉さまはこの世で最高の女性ですよ。温かく優しく美しく……、まさしく私の聖域です……」

　そう言う妹さんの顔は相変わらず熱に浮かされたようだったが、その目にはどこか真剣な光があるようにも見えた。だがそれもすぐに消えて、

「……だというのに、現れた彼氏っていうのがこんな美点のびの字もないような野郎だなんて……。もうね、相応ふさわしくないってレベルじゃねーですよ。比べるのもお姉さまに失礼です。てめー、本当にお姉さまの彼氏なんですか？」

　妹さんは「ああん？」とでもいった感じの表情で、胡う散さん臭くさそうに俺を睨にらんだ。

　本当は彼氏じゃなく『彼氏役』なのでその疑念は正しいものだったが、それにしたってこき下ろしすぎじゃないか？　なんかいい加減腹が立ってきたぞ。

　俺は心の中でこいつを『妹さん』改め『妹』と呼ぶことにした。『比奈森』は比奈森のことだし『比奈森妹』は長い。こいつ相手はもうぞんざいでいいやと思ったのだ。

　……とはいえ、だ。俺は彼氏役として、自分が比奈森の彼氏であるということをこの妹に納得させないといけないわけで……。

　比奈森にお願いされた『仲よく』ってのは無理そうだが、せめて疑念の払ふっ拭しょくくらいはしないと全然役割を果たせていないことになる。しかし、どうやってなぁ……。

　俺はそんなことを考えながら、おもむろに立ち上がった。

「こらぁ！　どこにいきやがるですかてめーは！」

　だがその瞬間、妹もバッと立ち上がって今にも飛びかからんばかりの姿勢を見せた。

「な、なんだよ。俺はちょっとトイレにでも行こうと……」

「ウソつくんじゃねーですよ！　てめー、お姉さまがいないのをいいことに、部屋を漁あさりやがるつもりですね!?」

　……は、はぁ!?　なに言ってやがるんだこいつは！　トンデモナイ濡ぬれ衣ぎぬだ！

「きっとそうに決まってやがるですよ！　お姉さまの下着を探し出して、変態らしく楽しむつもりなんでしょーよ！　ですが、そんなことはこの私が許さねーです！」

「そんなことするか！　発想すら出ねーよ！」

　俺はあんまりな言いがかりに反論するが、妹は聞く耳すら持ってないって感じだ。

「私がいる限り、お姉さまのお部屋で勝手はさせねーですからね！　この変態野郎！」

　妹はスススッと、そこを守るようにタンスの引き出しの前に移動する。

　だから、留守中に下着を漁るとかそんな変態的発想が俺にあるわけ──

「……あれ？　待てよ。なんでお前、そこに比奈森の下着があるって知ってんだ……？」

「え？」

　俺のふとした疑問に、妹が固まる。奇妙な沈黙が訪れた。

「お、お前！　まさか普段から比奈森の下着を……！」

「そ、そんなことするわけねーでしょ!?　さすがに直前で思いとどまりましたよ！」

「普通にゲロってんじゃねーか！　お前の方がよっぽど危険だよ！　そこから離れろ！」

　俺が妹をガーッと押さえようと思ったら、妹もまたシャーッと俺に飛びかかってきた。

　そうして俺達は「離しやがれです変態野郎！」「変態はお前だ！」「どこ触ってやがるですか！」「誤解を招くようなこと言うな！」といった感じでもみ合っていたが、

「「はぁ……はぁ……」」

　やがて互いに疲れた様子でもといた場所に座り直した。……何やってんだ俺達は……。

　その後、俺達はしばらくの間荒げた息を整えるのに黙り合っていたが、

「…………鳴瀬さん。ちょっとスマホ貸しやがれです」

　妹が急にそんなことを言ってきたので、俺は懐ふところから取り出しつつも当然警戒する。

「俺のスマホになんの用事だよ……」

「決まってんでしょーよ。鳴瀬さんが変態だとわかった今、そのスマホにお姉さまのイヤラシイ写真が保存されてないかチェックするんです」

「はぁっ!?」

　俺はまた啞あ然ぜんとする。こいつ、マジでどんな発想だよ！　ってか変態はお前だろ！

「いや、そもそもお姉さまはてめーにイヤラシイ写真を撮られたことで無理矢理付き合わされてるんじゃねーですか？　いや、そうに違いねーです！　可哀想かわいそうなお姉さま……！」

　そして一人で盛り上がり始めたので、俺はもう啞然を通り越して呆ほう然ぜんだ。しかも妹のその推理はわりと筋が通ってるかも……、なんて一瞬でも考えたのがマズかった。

「あっ！　こ、こら返せ！」

　妹はその一瞬の隙を突いて、俺の手からスマホをひったくった。

　もちろんスマホにはロック機能があるのでそんなに焦る必要はなかったのだが、俺は妹からスマホの写真に目をつけられたことでかなり焦あせっていたのだ。

　なぜなら、そこには比奈森の写真なんて一枚も入ってなかったから。

　だったらいいじゃん？　って思うかもしれないが、よく考えてみてくれ。

　俺は今、比奈森の彼氏ってことになってるんだぞ？　彼氏のスマホに彼女の写真が一枚もないなんて、そんなの不自然すぎる。追及されたらなんて説明すりゃいいんだ。

「返せってば！　こら、逃げんな！」

　だから俺は、それが万が一にでもバレないように、必死にスマホを取り返そうとする。

「返すわけねーです！　あ、パスコード教えやがれです」

「誰が教えるんだよ!?」

　だが妹も素直に返すわけがなく、当然のことながら俺達はさっきのもみ合いラウンド２を勃発させることになる。だが今回は俺にとってピンチだ。さっきよりも本気になる。

　俺はひょいひょいと避けていた妹の腕を摑つかみ、そのまま壁に追い詰めようとする。だが向かった方には壁ではなくベッドがあり、俺は妹を押し倒す形でベッドに倒れ込んだ。

「てめーこら、なにしやがるですか！　性欲に駆られた獣に貞操を奪われる危機です！」

「五年は早はええよ！　お前のことはもう女の子として見てないから安心しろ！」

「それはそれでぶっ潰しますよ!?」

　そんな感じでベッドの上でバトルを繰り広げていた俺達だが、

「取った！」

　やがて、俺はついに妹からスマホを取り返すことに成功した。

　……よかった。これでバレる可能性はなくなった……と、胸をなで下ろしていたが、

「何してるの？」

　次の瞬間、そんな声が聞こえてきて、俺の身体からだがピシリと硬直した。

　ギシギシと錆さび付いたロボットのような動きで振り向くと、いつの間にか部屋のドアが開いていて、そこにはティーカップの載ったお盆を持った比奈森が立っていた。

　一方で俺はというと、比奈森のベッドの上で比奈森の妹に馬乗りになり、挙句の果てに片方の手は妹の手首をガッチリつかんで拘束していた。

　この光景、有罪か無罪かでいうと、もちろん問答無用で死刑だった。

「鳴瀬くん、何をしてるのかな？」

　俺の全身から血の気がザーッと滝のように引いていく中、比奈森は質問を繰り返した。

　いつも通りの柔和な笑顔。だけど、今はそこからすさまじいほどの威圧感を感じる。

　地の底からゴゴゴゴゴ……ッという響きが聞こえた気がした。

「ち、違うんだ！　これは、その……！」
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　俺は慌てて妹から飛び退のいて事情を説明しようとする。

「お姉さま！　助けてください！　私、このケダモノ野郎に襲われてました！」

　だがその瞬間、妹が俺の拘束から抜け出して比奈森にすがりつくと、わんわん泣きながらそんなトンデモナイことを言い出した。

　ちなみに涙なんて出てない。ウソ泣きだ。それどころか比奈森のお腹なかの辺りに顔を擦こすりつけてハァハァ言ってる。どさくさに紛れてなにやってんだあいつ！

「鳴瀬くん？」

「ご、誤解です！　そのような事実は一切ございません！」

　首を傾かしげる比奈森に、俺は必死に弁解を繰り返す。必要なら土下座だってする勢いだ。

　そして妹はそんな俺を眺めながら、比奈森の背中に回って舌を出した。いわゆる「あっかんべー」ってやつだ。クソ可愛かわいくねー！

「それで、本当は何があったの？」

　だがやがて、比奈森がそう言ってきたので、俺は「え？」と顔を上げる。

「お、俺の言い分を信じてくれるのか？」

「だって鳴瀬くんがそんなことするはずないから」

　俺はその一言にしばらく呆ぼう然ぜんとして、やがて泣きそうなくらいの感動を覚えた。

　……比奈森、お前はやっぱり天使だ……！

　うっかり涙ぐみそうになりながら、俺は事の顚てん末まつを説明する。

「やっぱり、そんなことだろうと思った。紗雪はそもそも泣いてないし」

　その言葉に、比奈森の後ろでまだ舌を出していた妹がギクリとする。

「お、お姉さま、私よりもこんな変態レイプ魔を信用するんですか！」

「今回は、ね」

　懲りずに泣き顔を装よそおう妹に、比奈森はぴしゃりと返す。ってか誰がレイプ魔だ。

　妹はその答えに「うぐぐ……」と今度は本当の涙目になりながら俺を睨にらむ。

「ど、どうしてお姉さまは、こんな野郎をそんなにも信頼してるんですか！」

「鳴瀬くんはそういう人じゃないって、私は知ってるからだよ」

　それから、鳴瀬くんは彼氏だしね──と、比奈森はニコリと答えた。

　俺は比奈森から全幅の信頼を寄せられたことに、今度こそ本当に泣きそうだった。

　一方で、妹の俺を睨む視線は一層強くなっていく。

　比奈森がここまで言ってくれたのだから、俺が彼氏だってことはさすがにこいつも認めざるを得ないだろう。その点では今回の顔合わせは成功だったが──

「……こ、この変態レイプ色魔野郎……！　いつか絶対ぶっ潰してやるです……！」

　ぎりぎりと歯ぎしりしながら剣けん吞のんなことを呟つぶやいている妹を見ると、好感度の面では底なしに沈んでいっているのは間違いないようだった。

　……俺、まさか本当に潰されたりしないよな……？




　　　　▼




「今日は本当にありがとう鳴瀬くん」

　門のところまで俺を見送りに出てきた比奈森は、改めてそう感謝の言葉を口にした。

　あの後も俺は引き続き彼氏役を演じ続け、もちろん妹との間にさらなるトラブルが発生したがそれでもなんとか乗り切って、今はその帰り際ぎわだ。

「おかげで紗雪も、鳴瀬くんが私の彼氏だってことは信じてくれたみたい」

「信じたはいいけど、この先は不安だな……」

　俺がそう返すと、比奈森は少し困ったような笑顔になる。ここが比奈森のプライベートな空間だからか、それとも問題があの妹のことだからか、比奈森の表情のバリエーションがいつもより少し多いような気がする。ちょっと得した気分だ。

「……鳴瀬くんは、私がどうして彼氏役が必要なのか、もう気づいたかな？」

「あの妹を姉離れさせるため……だろ？」

　俺がそう答えると、比奈森は「やっぱり気づくよね」と今度は普通に笑った。

「そりゃ気づくよ。妹の比奈森へのベタベタっぷりは半はん端ぱじゃなかったからなぁ……。あれじゃ毎日大変なんじゃないか？」

「まあね。でも、私は別にそれを迷惑だなんて思ったことはないし、紗雪のことだって好きだから、それ自体はいいんだよ。ただ、ちょっと深い事情があってね」

　深い事情──その言葉に、俺は口をつぐむ。だが比奈森は、俺がそのことについて訊きいていいのかどうか悩んでいるうちに、先に自分から口を開いた。

「私と紗雪って、血のつながった本当の姉妹じゃないんだ」

「え」

「お母さんの再婚相手の子供で、いわゆる義理の姉妹ってやつだね」

　……そう、だったのか。どうりで二人はあんまり似てないわけだ。

「あ、でも、別にそこは深い事情じゃないよ？　新しい家族でみんな仲よくやってるし、紗雪も私のことを慕ってくれてるから。……ただ、その慕い方がちょっと、ね」

「度が過ぎてる、と？」

「うん。自分でいうのもなんだけど、紗雪は私のことが好きすぎてね。将来お姉ちゃんと結婚するって公言して、それが割と本気なんだ」

「えっと、つまりその、妹は同性愛者だってこと……？」

「どうだろう？　そういうところも、もしかしたらあるのかもしれないけど。でも、たぶん本質はそういうことじゃないと思う。あくまでも私限定っていうのかな……」

　比奈森は珍しく、言葉を選ぶように言い淀よどんだ。

「……紗雪のお母さんはね、紗雪を置いていなくなっちゃったんだ」

　いなくなった──それは婉えん曲きょくな表現じゃない。亡なくなった、と明確に区別されている。

「紗雪はお母さんのことが大好きで、それはもう、本当に大好きだったんだって。でもある日いなくなって、紗雪はひどく悲しんで……。でも私と出会ってまた元気になって、それはまるで、お母さんとの失った時間を取り戻そうとするみたいに」

「…………」

「紗雪は私にお母さんの姿を重ねてるんだと思う。前に一度、私はお母さんに似てるって言ったことがあるから。どう似てるのかは詳しくは言わなかったけどね」

「……つまり、妹の好意はある意味で依存みたいなものだからってことなのか？」

「依存……。うん、そうだね。紗雪の私への好意は依存に近いものがあると思う。だからこそ何とかしないといけない。……それに、そもそも──」

　と、そこまで言って比奈森はなぜか口を閉じた。

　何かを言いかけて途中でやめる比奈森なんて、俺は今まで見たことがなかった。

「……ううん。とにかく、普通の姉妹のならともかく、それ以上の好意には私は応えられないから。だから、私は彼氏役が必要だったんだよ」

　比奈森のその説明を聞いて、俺は今まで疑問だった点がいろいろ氷解した気分だった。

　なぜ必要としたのが彼氏役だったのか──それは、妹との距離感の問題だったんだ。

　普通の姉妹なら、姉に彼氏ができたって何の問題もない。

　ただ、姉妹以上の好意を持っているあの妹にはそれは大問題だ。

　つまり、比奈森と妹で関係の線引きラインがズレているってわけだ。

　比奈森は妹のためにも、自分が思うラインまで好意のレベルを引き下げてほしいと考えているんだろう。そのラインを示すのに一番ピッタリだったのが、つまりは彼氏という存在だったわけだ。

「……なるほど。だから派遣カップルなんてしてまで彼氏役がほしかったのか」

　俺は頷うなずいて納得する。ただ、それでもあと一つだけ疑問は残っている。

　……それは、なぜその彼氏役をわざわざ専門の業者に依頼しようと思ったか、だ。

　彼氏役というけど、別にそれは本物の彼氏でも問題ないわけで。前も思ったけど比奈森なら余裕だろうし、この機会に本物の彼氏を作ろうとかは思わなかったのかな？

「……な、なに？」

　そんなことを考えていると、比奈森がジッとこちらを見つめているのに気がついた。

「そういえば、鳴瀬くんの方はどうして派遣カップルをしてるのかなって思って。その辺りの理由とか、聞いてなかったなって」

　……そういや言ってなかったっけ？

　別に隠すようなことでもないので、俺は自分の理由を説明していく。

　役者になるという夢。篠宮プロダクションの養成所に入りたいという思い。何度ものチャレンジと失敗。所長との出会い。霧島公平の存在──などなど。

「……で、もうすぐまたそこのオーディションがあるんで、そいつ目指して改めて気合を入れてるって感じだ」

　そう言って説明を終えると、比奈森は「すごいね」と言い、

「だから鳴瀬くん、最近やる気がみなぎってたんだね。将来の夢を見据えてずっとがんばってるだなんて、本当にすごいよ」

　あまりに「すごいすごい」と連発されて、俺はさすがに恥ずかしくなる。

「べ、別にそんなことないだろ。夢はあっても実力は追いついてないわけだし……」

「そんなの問題じゃないよ。鳴瀬くんには確固とした『自分』があって、それを信じて一歩一歩歩いてる。それが──……それが、なにより一番すごいことだよ」

　今までにない真剣な雰囲気の比奈森にそう言われて、俺は戸惑ってしまう。

　比奈森が俺の今までの歩みを認めてくれたことはすげーうれしいけど、なんだか褒められすぎだ。そんな上等なもんじゃないってのは自分が一番よく知ってるから、余計に。

「まあ、その歩みに合わせて演技力も伸びてくれればいいんだけどな。今日だってなんとかこなせたってだけで、上手うまくいったかと言われたら微妙だし」

　だから俺はそう言って話題を変える。これ以上は顔が熱くなってきて困る。

「妹に彼氏の存在は認めさせたけど、納得は絶対してないぞあれ。本質は比奈森のことを妹に諦めさせるのが目的なんだから、今のところそれが達成されてるとは言えないよな」

「そうだね。諦めてもらえるまで続けるしかないと思う」

　同意見だったので、俺も頷く。すると比奈森は俺の目をジッと見据えると、

「鳴瀬くん。それまで私の彼氏役をお願いできますか？」

　どこか改まったような雰囲気で、そんなことを言ってきた。

　それに対して俺がどう返答したかって？　そんなの、わざわざ言うまでもないだろ。




　　　　◇




　シャアアァ……と、シャワーから温かいお湯が出てきて、私はそれを頭から浴びる。

　その感触を少しの間ぼんやりと味わってから、私は今日一日のことを振り返った。

　今日は初めて紗雪に、彼氏役である鳴瀬くんを紹介した日だった。

　思ったような結果にはならなかったけど、それでも今まで言葉だけでは信じてもらえなかった彼氏の存在を、紗雪に認識させることができたのは大きかったと思う。

　あとは鳴瀬くんにも言った通り、紗雪に納得してもらえるまで同じことを続けていくしかないんだろうな。鳴瀬くんはこれからも彼氏役を続けることを快諾してくれたし、本当に感謝してもしきれないよ。

「鳴瀬くん……」

　私の呟きがバスルームの中に反響する。

　最近、私は鳴瀬くんのことばかり考えるようになっている。彼女としての『仮面』を作るために、彼氏役である鳴瀬くんの研究をし続けているからだ。

　最近の鳴瀬くんについての新情報。それは鳴瀬くんがとても誠実な人だということ。

　……よく考えてみれば、それは新情報でもなんでもなくて前々からわかっていたことだけど、改めてそうだと感じられることがあったんだよね。

　私はその時のことを思い出そうとして、不意にもじもじと落ち着かない気分になった。

　というのも、今こうやってシャワーを浴びているのがその時の状況と同じで、記憶としてではなく体験として生々しく頭に浮かんできたからだ。

　鳴瀬くんの家でシャワーを借りた時、私はひょんなことから裸のまま鳴瀬くんとすれ違うという、すごく恥ずかしいシチュエーションに遭遇することになった。

　思い出すだけで、身体からだが熱くなってくる。そんなくらいだから、もちろんその時は今よりももっともっと恥ずかしかった。『仮面』のおかげでなんとか平静は保てたけど、本当なら恥ずかしさで倒れてたかもしれないくらい。

　でもその時、私は鳴瀬くんの姿を見て、そんな恥ずかしさを忘れてしまった。

　鳴瀬くんは私の方を見ないように苦しそうな姿勢で首を曲げていた。そして目をギュッとつぶり、それに合わせて口もギュッと閉じていた。それがあまりにも必死な様子だったので、私は恥ずかしさも忘れて思わず見入ってしまった。

　──ああ、この人はすごく真面目なんだな。真面目で誠実な人なんだな。

　そう思ったら、途端に恥ずかしさは消えて、なんだか心の中がポカポカと温かくなってきたのを覚えてる。私はまだ裸だったけど、鳴瀬くんが少し目を開けただけで見られてしまうところだったけど、そんなことは起こらないんだろうなと自然に思えた。

　その後、私は鳴瀬くんのジャージに身を包んでさらに身体がポカポカになったり、鳴瀬くんの妹さん（カッコよくて可愛かわいい子）に会ってなんとなく心がポカポカになったりしてたことを思い出す。

　でも、そうやって思い出してる今の私はポカポカどころじゃない。

　思わず「うう……」と唸うなってこの場で身み悶もだえしてしまいそうなくらい身体が熱い。

　その時その場ではなんともなかったのに、こうやって後から思い出して恥ずかしくなってるなんて不思議だ。鳴瀬くんと一緒にいると不思議なことがよく起こる。これも鳴瀬くんの七不思議の一つなのかもしれない。

「お姉さま！　私もご一緒させてください！」

　とその時、バンッと勢いよく扉が開いて紗雪が入ってきたので、私は思考を中断した。

　あのまま鳴瀬くんのことを考えてたら、また鳴瀬くんのお家うちでのことを思い出して湯船に入らずのぼせていたかもしれないから、少し助かった。

　紗雪がお風ふ呂ろに乱入してくるのはいつものことだし。

「今日はあの野郎が来たから、いつもより念入りにお風呂に入らないとです！　お姉さまからあいつのにおいを完全に消し去るため、私がお姉さまのお身体を洗いますね！」

「それは遠慮しとくよ」

　紗雪がハァハァ言いながらしてきた提案を、私は普通に断った。

　私は「お姉さまああぁっ！」となぜか絶叫している紗雪を『仮面』をつけた顔で見つめながら、今度は鳴瀬くんとの帰り際ぎわの会話を思い出す。

　紗雪の好意がうれしいのは本当。そして紗雪のためを思って、その依存とも言えるほどの好意を緩めてほしいと思っているのも本当。

　でも本当のことはもう一つあった。

　紗雪のためじゃない、私のための本当。あの時、鳴瀬くんを前に思わず口に出しそうになって、慌ててのみ込んだもう一つの理由。

　──……それに、そもそも──

　その続きを、私は頭の中で誰にともなく呟つぶやく。




　──そもそも『仮面』をつけた私は、誰からも愛される資格なんてないんだから。











シーン４　緊急！　臨時カップル結成









「むむむむむ……！　ああ、どうすればよいのだ……！」

　バァンッとドアが開いて、事務所に所長が入ってきた。

　頭を抱えていかにも苦悩してますって感じだが、俺はそれを普通にスルーする。

　ある日の放課後、俺は霧きり島しま芸能事務所にいた。

　その日は別に仕事や研修などの予定はなかったが、俺は時間さえあれば用がなくてもなるべく事務所で過ごすことにしていたのだ。

　なにせここは霧島公こう平へいがいた場所。学べることは多いはず。今俺が読んでる演劇関連の本だって、事務所に置いてあったってことは霧島公平も読んでたかもしれないわけだし。

「ん？　ああ、鳴なる瀬せくん、来てたのか。オフ日なのに随分熱心だな」

「次のオーディションが間もなくに迫ってきてますからね。自主勉強ってやつです」

「シノプロのオーディションはしょっちゅうやってるからな。回数が多いからチャンスも多いと勘違いされがちだが、実際は真逆だ」

　所長はうんうんと頷うなずいていたが、すぐにまた頭を抱え始めた。

「って、そんな悠長な会話をしてる場合じゃない！　緊急事態だよ鳴瀬くん！」

「静かにしてください所長。俺は今、事務所にある参考書を読み漁あさって霧島公平の足跡をたどってるところなんです」

「その本が出たのは今年だから、公平は読んでないぞ？　それ」

「べ、べべべ別に!?　そ、そんなの関係なくこれはいい本ですから!?」

　思いっきり動揺する俺。……し、しまった。出版年月日は確認してなかった……！

「ああ、そんなことはどうでもいい！　緊急事態なんだよ鳴瀬くん！」

「……さっき聞きましたよ」

　所長が焦あせった様子で迫ってくるが、俺はまるで相手にする気がなかった。なぜなら、所長が緊急事態だって口にしながら大騒ぎするのは別に珍しいことじゃないからだ。

　……そういや数日前も緊急事態だって騒いでたから慌てて事情を聞いたら、おやつは鈴すず音ね屋の超ドラ焼きにするかミルフィーネの特大クレープにするかで悩んでたという、実に下らないオチだったな……。

　ここに通うようになって、所長の性格というか性質は既に大体わかっていた。

　適当、自堕落、大おお雑ざっ把ぱ。趣味と称して時々キャラを変えるという意味不明さ。

　ちなみに今は男口調キャラだ。他にもこの前みたいなお嬢さま口調、最初の時のキビキビ風、時代がかったものや、ロリ系もあったな。

　結論としては、まともに相手をしても疲れるだけといったところだ。

　演技力を磨くことに関してはついて行くと心に決めたが、それ以外はなるべく切り離してお付き合いしようというのが、俺が最終的に決めたスタンスだった。

　……なんか所長の人物像の理解が進んでも全然うれしくないな。一方で、パートナーである比ひ奈な森もりは未いまだにあんまり理解できてない自覚があるという……。

「所長、人付き合いって難しいもんですね……」

「急にたそがれた感じで何の話だ!?　それより、今回は本当に緊急なんだ！　事務所の存続にも関わるかもしれないんだぞ!?」

　そう言われて、俺もさすがに「え？」と振り返る。……事務所の存続？

「……ふぅ。実はな、今日うちに所属している高校生カップルがスカイモールに派遣される予定だったんだ」

「スカイモールって、駅前にあるあのデッカいとこですよね？」

「そうだ。そこでは今ミニテーマパークというイベントが開かれていてな。モールの広場にはアトラクションとかフードコートが設置されている。基本ファミリー向けのイベントだが、カップル層も取り込みたいということでうちに依頼があったわけだ」

「なるほど。まあ、オーソドックスな依頼ですね」

「依頼内容自体は問題じゃないんだ。問題なのは、そこに派遣予定だったカップルが二人とも急な風邪で寝込んでしまったことだ」

「え？　派遣予定だったカップルが行けなくなったらどうなるんです？」

「普通はキャンセルということになる。……が、今回依頼してきたイベント会社はうちの上得意でな。いろいろ事情があって断ることはできないんだ……！」

「断れないって、じゃあどうするんですか？」

「どうすることもできないから悩んでいるんじゃないか……！　普通なら代役を立てるところなんだが、そうしようにも先方は高校生男女のカップルを指定しててな。うちで条件に合うのはその倒れた二名と、きみと比奈森くんのカップルだけなんだよ」

　……それは、思ったより事態は大おお事ごとなのかもしれない。

「今日はオフだが、比奈森くんはどこに？」

「知りませんけど……。あ、いや、何か用事があるとか言ってたような？」

　そう言ってクラスの女子の誘いを断っていた比奈森の姿を思い出す。

「むむ、そうか。無理矢理呼び出して、ということも考えたんだが、そうしたところで新人のきみ達が上手うまく対応できるかどうか、正直不安なところだしな……」

「お、俺はやれますよ！　緊急事態なら背に腹は代えられないでしょう!?」

「その心意気は有あり難がたいが、実は時間ももうあまりなくてな……。比奈森くんを待っている暇はない。きみ一人ではどうすることもできん」

　所長はそう言って「むむむむむ……」としばらく唸っていたが、

「……なあ、きみと私で高校生カップルというのは、さすがに無理だろうか……？」

「絶対無理だと思いますけど!?」

　そんな無茶な提案をしてきたので、俺はもちろん即否定した。

「むむむ、ではどうすればいいのだ……！　このままでは事務所がつぶれて路頭に迷い、毎日甘味が食べられなくなってしまう……！」

　所長がそんな感じで、切羽詰っているのか余裕があるのかいまいち判別がつかない悩み方をしていた時だった。

「こんにちは。仕事が終わりましたので報告に──……ど、どうしたんですか？」

　事務所のドアが開いて、姫ひめ野のさんが入ってきたのだ。

　姫野さんは膝をついている所長を見て、少し引き気味に驚いている。

「ああ、姫野くんか。実は事務所が今まさに崩壊の危機に瀕ひんしていてな……！」

「ほ、崩壊ですか!?　一体何が……!?」

　オロオロと焦る姫野さんに、所長は芝居がかった悶もだえ方をして見せている。

　……やっぱり、わりと余裕あるんじゃないのかな。

　所長は放っておいて俺が事情を説明すると、姫野さんは真剣に心配している様子だった。

　とはいえ、俺達に何ができるというわけでもないのだが──

「……って、どうしたんです所長？　姫野さんの方をジッと見て」

「……そういえば、姫野くんは高校生だったな？　現役ＪＫだったな？」

「じぇー……、そ、そうですけど……？」

「よし決まった！　なら今日だけ姫野くんと鳴瀬くんの二人で、臨時カップルとして活動してくれたまえ！」

「「えええええ!?」」

　俺と姫野さんがハモりながら驚きょう愕がくする。

「い、いやその、緊急事態ですしそれしかないのかもしれないですけど、そんな臨時カップルとかいいんですか!?」

「いや、普通ならそんなことやらんさ。研修もしてない即席カップルでは限界があるし、そもそもうちは基本的にユニットの組み替えは禁じているからな」

「……と、言いますと？」

「考えてもみたまえ。きみ達は外では普通のカップルと認識されているのだ。もし依頼主やきみ達のカップル活動を見たことのある人間が、今までとは違う相手とカップルになっているところを見たらどう思う？」

「……まあ不審に思いますよね。もしくは、新しい彼氏・彼女か？　とか？」

「どっちにしてもマイナスでしかない。そういう色がついてしまっては、イチャイチャしていても素直な気持ちで見れなくなるだろう。ビジネスとしても成り立たなくなる」

　……なるほど。確かにパートナーをポンポン替えてたら、そのカップル自体の信用度もなくなっていくよな。

「だが、今回はきみも言った通り背に腹は代えられない事態だ。この決断もやむをえん。しかし、きみ達の場合はさっき言ったマイナス面は最小限で済むだろうと思う」

　俺と姫野さんは、所長の言葉がよくわからないといった感じで顔を見合わせる。

「まず鳴瀬くんは、まだ仕事を始めて日が浅い新人だ。派遣された先も少なく、そもそもきみのことを知る人間自体が少ない。そして姫野くんはもともと百合ゆりカップル。男女カップルでの活動はしたことがないから、そういう意味では新人と同じだ」

「でも姫野さんは百合カップルでは稼ぎ頭なんでしょう？　ってか、もとが百合カップルなのに男女カップルになるって方が、信用って意味じゃ問題ありませんか？」

　俺がそう訊たずねると、所長は「その通りだ」と頷いた。

「だが、そもそも百合カップルと普通の男女カップルでは活動の場所がまるで違う。今回の派遣先であるモールでも、姫野くんを見たことがある人間が来る可能性は低いだろう」

　緊急事態なんだ。頼む──と所長は俺達に頭を下げた。

「……わかりました。私、やってみます」

　すると姫野さんは小さく深呼吸をした後、そう言って所長の頼みを受けた。

「も、もちろん俺もやりますよ。なんとか、姫野さんの足を引っ張らないように」

「それは大丈夫だ。姫野くんは経験が豊富だから、ちゃんときみをリードしてくれるさ。というわけで、早速で悪いが時間がない。行ってくれ。頼んだぞ！」

　所長に送り出された俺達は、すぐさま事務所を出て足早に駅へと向かう。

　その途中、俺は姫野さんの隣へ行き、歩きながら軽く頭を下げた。

「……その、姫野さん、俺まだあんまり経験ないんですけど、よろしくお願いします」

「あんまり畏かしこまらないでください鳴瀬さん。経験がないというのなら私も一緒です。所長はああ言ってくれましたけど、今まで男性とカップルになったことなんてないので、実はどうしたらいいか私も不安なんですから」

　すると姫野さんは苦笑しながらそう返した。

　……それなのに、迷いなく所長の頼みを引き受けたのか……。

　姫野さんとはこの前軽く紹介されて以来だったが、いい人なんだなと俺は確信した。

「大丈夫ですよ。それでも姫野さんは俺なんかよりもよっぽど頼りになります。所長もそう思ったからこそピンチヒッターを任せたんでしょうし」

「……ありがとうございます、鳴瀬さん」

　俺の言葉に、姫野さんはフッと優しげに笑った。

　姫野さんが不意にそんな笑い方をしたので、俺はドキリとする。

「でも、やっぱり女の子同士と男女のカップルでは違うと思いますし、私は女の子同士の演じ方しか知らないんです」

「そ、それはそれで仕方ないことですよ。でも俺が思うに、別に男女カップルでも演じ方は同じでいいんじゃないですか？」

「え？　どういうことですか？」

「ほら、カップルとしてイチャイチャするっていう意味では同じですし、女の子を相手にする時の演技を男に向けてもそれほど問題ないんじゃないかなって思います」

「そう、でしょうか……」

「そこはほら、相手役の俺がなんとか対応しますから、姫野さんはいつも通りの演技で彼女役になってください。どうせ臨時の仕事ですし、思い切っていった方がいいですよ」

　俺は姫野さんを勇気づけるために、あえてそんな強気の発言をした。

　経験が浅いうえに演技力も、……まあ、その、アレな俺が言ってもあんまり説得力はないのだが、今は姫野さんに安心してほしいという思いの方が強かった。

「わ、わかりました。鳴瀬さんがそう言ってくれるなら……」

　姫野さんはそれを聞いて少しだけ目を見開くと、やがてほんのりと頰を赤く染めて、コクリと一度頷うなずいた。

　それから胸に手を当てて何度か深呼吸をすると、姫野さんは「うん」と声を上げて、

「……じゃあ、行こっか。鳴瀬さん」

　次の瞬間には元気な笑みを浮かべて、もう既に役に入っていた。

　姫野さんは中性的な顔立ちの美形だが、さっきまでは丁寧な口調と大人しい雰囲気のため女性としてのイメージしかなかった。だけど役に入った姫野さんにはどこか少年っぽい気配があって、もし素の姿を知らなければ普通に見間違えても不思議じゃないくらいだ。

　……これが百合カップルを演じる時の姫野さんの顔なのか……。

「今回は向こうの指示はなくてフリーで楽しめばいいんだよね？　だったら、あんまり仕事なんて意識せずに済むからいいよね」

　ニヒヒと、さっきまでの姫野さんなら絶対にしないような笑い方だが、それもまた少年っぽい雰囲気と相まってとても魅力的に映った。持ち前のハスキーな声もピッタリで、俺は今までにはないどぎまぎした感覚に陥る。

「ん？　どうしたの鳴瀬さん？」

「あ、い、いえ、なんでもありません」

「もう、カップルなんだから敬語じゃだめだよ鳴瀬さん」

「そうでし──じゃない！　そ、そうだった。ごめんな」

「ううん、いいよ。じゃ、早く行こ」

　姫野さんは俺の手を握って半歩先を歩いていく。そういう引っ張っていってくれる系の雰囲気もまた、百合カップルとして受ける要素なのかもしれない。

　……なんにせよ、姫野さんはスゴい。完全に百合カップル用のキャラを演じてるじゃないか。未いまだにぎこちない俺には尊敬の念しか湧かないぜ……！

　俺は今、この臨時カップルの話はラッキーだったと考えていた。

　オーディションも間近に迫った今、この機会に姫野さんをじっくり観察して演技の参考にしよう──そんなことを考えながら、俺は俄が然ぜんやる気を出すのだった。
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「うわぁ、本当に遊園地みたいになってるね」

　スカイモールのイベント広場へとやって来ると、そこは姫野さんが言ったようにちょっとしたテーマパークのようになっていた。

　もちろんジェットコースターみたいな本格的なものはないが、それでもメリーゴーラウンドやらバルーンキャッスルやら迷路やら、簡易とは思えないくらいの規模のアトラクションが設置されており、少し離れた所には屋台とフードコートもあった。

　俺達はまず依頼主であるイベントの管理会社を訪ねた。そこでフリーパスをもらい、一通りのアトラクションを回ってカップルとして楽しんでいる姿をアピールしてほしいという以外は特に指示もなく、事前情報通りだったことに少しホッとした。

「せっかくなんだし、思いっきり楽しもうよ」

　姫野さんはそう言って、笑顔で俺の手をグイッと引っ張る。

　少年の元気さと少女の可愛かわいさが同居したような不思議な笑顔。

「わ、あの子すごいイケメン……！」「いやあれ女の子じゃね？」「え、ウソ!?」

　その時、近くにいた大学生っぽい男女がそんなことを言いながら通り過ぎていった。

　よく見ると、男女問わず、結構な人数が姫野さんに視線を向けていくように感じる。

　男性からは可愛く、女性からはカッコよく見える。ときに美少女、ときに美少年。

　それが姫野さんの魅力、か……。なるほど、人気百合カップルってのも頷ける。

「鳴瀬さん、どれからいく？　私はあれからやってみたいな」

　姫野さんが指さしたのはマジックショットというシューティングアトラクションだ。

　有名ゲームとのコラボらしく、最新のＣＧ技術を駆使してゴーグルなしでＶＲ体験ができるっていうのを売り文句にしている。

　そのアトラクションの中身はともかく、こうやって姫野さんがグイグイと引っ張っていってくれる感覚が心地よかった。後輩の俺をリードしてくれてるのかもしれないけれど、おそらく普段から演技中はこういうキャラなんだろう。

　……なんだ、姫野さんは男女カップルの経験がないって心配してたけど、普通にそのままで全然大丈夫じゃないか。

「よし、いっくぞー」

　マジックショットをプレイし始めた俺達は、最初は順調に敵を撃ち落としていったが、

「わっとと……！」

　やがて姫野さんが弾を避よけたはずみに、俺の胸に背中を預けるような体勢になった。

「あ、このポジションいいね。鳴瀬さん、私を守ってね」

　ニヒヒと振り向きながら言う姫野さん。

「お、俺を盾代わりにするのか」

「彼氏なんだから、彼女は守らないとでしょ？」

　もちろん、この一連の流れは周囲にイチャイチャをアピールするための姫野さんのアドリブだ。俺もそれがわかっているから彼氏としての台詞せりふを返す。

　……相変わらず滑らかにできないのが我ながら情けないところだが……。

　とはいえその作戦自体は成功で、周りからはクスクスという微笑ほほえましそうな笑い声と視線が飛んでくる。俺が演技に集中しようとするあまり、ゲームの方がグダグダになってしまったのも笑いの要因かもしれないが。

「……普段は逆の立ち位置なんだけど、今日は彼氏役がいるから、ね……」

　姫野さんは俺の胸にもたれながら、小声でそんなことを呟つぶやいた。

　間もなくゲームオーバーになって、俺達は次のアトラクションへと向かった。

　結構数があるので一つ一つに時間をかけてたら全部は回れないから、カップルアピールが済んだらさっさと次に移らないといけない。

　メリーゴーラウンドなどの大き目なアトラクションはもちろんのこと、輪投げやモグラたたきといったミニゲーム系まで、俺達は余すところなく回っていった。

　もちろん、その間もカップルとしてイチャイチャしてる姿を周囲にアピールするのを忘れない。……といっても、その全ては姫野さんからのアプローチで、俺はなんとかリアクションを返すだけだったのだが。

「ふー、楽しいね、鳴瀬さん」

　そうこうしている間にも仕事はどんどん進んで行き、残すアトラクションはあと一つだけとなっていた。

　ここまで本当にスムーズで、当初は臨時のユニットでどうなることかと思っていたけど結局何もトラブルなどは起きなかった。これも姫野さんの演技力の賜たま物ものだろう。姫野さんのキャラの安定具合は本当にスゴいとしか言えない。

「えーと、最後に残ったのはあれだな」

　俺が指さした先にあったのは、いわゆるホラーハウスだった。

　こいつは今回のイベントの目玉アトラクションらしく、他のもクオリティはそこそこ高かったが、これだけは力の入れようが段違いなのだとか。その様子は外観からも伝わってきて、いかにもおどろおどろしい雰囲気が漏れ出ているじゃないか。

「お、なんかボードに写真が貼ってある」

　入り口の受付の横にボードがあり、そこにはお客さんが怖がっている瞬間の写真があった。泣いてる子供の写真とかを見てると、いよいよ怖さに期待が出てくる。

「じゃあ入ろうか──……って、どうしたの？」

　俺がそう言って姫野さんの方に振り返ると、さっきまで隣にいたはずなのになぜか少し後ろの方に移動していた。

「い、いや……、あはは、これはなかなか本格的だね……」

　……？　なんか腰が引けてるような……？

「もしかして、怖いの？」

「あ、あはは、なに言ってんの鳴瀬さん。こういうのは大好物だよ大好物」

　姫野さんはそう言って勝気そうな笑みを浮かべ、それがまた王子さまっぽくて女の子には受けそうだなーなんて思ったわけだけど、

「……あきらかに震えてる気が」

「や、やだなぁもう。さっさと入ろうよ、ほら」

　姫野さんは俺の手を摑つかんでホラーハウスの中へと足を踏み入れる。

　これまでもそんな感じで、相手の女の子をどんどん先導していくようなキャラとして活動してきたから、今も同じテンションでいこうとしたのかもしれないが、

「きゃあああああああああああぁっ!?」

　残念なことに、それはものの数歩で崩壊してしまったようだった。

「ちょっ、姫野さん!?」

「きゃああああっ！　きゃあああああああああっ!?」

　姫野さんは涙目で盛大に悲鳴をあげながら、俺の腕にギューッとしがみついてきた。

　中に入って最初に現れたのはＣＧと思おぼしき白い女性のおぼろな姿で、そいつは確かにクオリティも高かったのだが、俺は怖がるどころじゃない。

「鳴瀬さん……！　鳴瀬さぁん……！」

「い、いや姫野さん、落ち着いてくださ──落ち着いて……！」

「わ、私……！　私、実はこういうのダメなんですぅ……！」

　姫野さんは恐怖から、もうすっかり演技どころじゃなくなっていた。

　俺はもちろん焦あせったが、とりあえず「大丈夫、大丈夫ですから……！」と声をかけながら、先へと進むしかなかった。とにかく早くここを抜けないと……！

「ひいいいいぃっ！」

　だがホラーハウスは無慈悲にもサービスを続け、俺達を驚かせてくる。

　姫野さんはお化けが出てくるたびに大きな悲鳴をあげて、ますます俺に密着してきた。
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　もはやそこには少年のような勝気さや王子さまのような気配はなく、ただただお化けに怖がり続けるか弱い女の子がいるだけだった。

「と、とにかく早く出ましょう……！　俺が連れて行きますから……！」

「また来たああああああぁっ！」

　と言ってる間にも姫野さんの恐怖体験は絶賛継続中だった。しかもキャパがオーバーしかけているのか「あうあうあうあう……」と次第に様子がおかしくなってきた。

「鳴瀬さん鳴瀬さん鳴瀬さん……！」

「ひ、ひひひ姫野さん!?」

　ビビりすぎで混乱しているのか、姫野さんは俺の名を連呼しながら腕といわず胸に飛び込んで抱きついてきたので、俺も姫野さんに負けないくらい慌てた。

「お、おおお落ち着いてください！　と、とにかく一旦離れて……！」

　俺もまた別ベクトルでキャパオーバーしかけたので、なんとか姫野さんに離れてもらおうとその肩に手をかけるのだが、

「……やだぁ……、離れちゃやぁ……！」

　泣きながらすがるような視線を向け、そんなことを言ってくるものだからたまらない。

　女の子の匂い。柔らかい感触。そして姫野さんの息遣い。

　それらが全部一気に襲ってきて、俺は脳のう味み噌そがショートしそうな衝撃に襲われた。

「──────っ！」

　俺は姫野さんを抱えたまま、最も早はや無言で出口を目指すしかなかった。

　頭の中はすっかりぐちゃぐちゃになっていて、今はもうとにかく、この状態の姫野さんを守るという意識しかなかった。

　そうして、俺は出てくるお化けも完全無視でひたすら出口を目指した。その間も姫野さんは俺の胸の中で悲鳴を上げ続けたが、気にしている余裕はもちろんない。

　やがて出口が見えてくると、俺は一気に駆け出した。だが──

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ!?」

　さすが気合の入ったホラーハウス、エンターテインメントってやつがわかってる。

　最後に壁をぶち破って血まみれの女性が飛び出して来るというとびっきりのサプライズが待っていて、ものの見事に姫野さんは絶叫した。

　俺は反射的に姫野さんをかばう姿勢をとり、そのまま出口へと向かったが──

　カシャッ！

　その瞬間、そんな音が聞こえてきたのは、決して気のせいじゃなかった。




　　　　▼




「キャー！　これカワイイ！」「高校生？　微笑ましいよな」「私達も入ってみようよ」

　そんな声が聞こえてくるのを横目に、俺と姫野さんはズーンと立ち尽くしていた。

「……な、鳴瀬さん、さっきは、その、申し訳ありません、でした……」

「いえ……、俺は全然気にしてませんから、姫野さんも気にしないで……」

「はぃ……」

　あの後、姫野さんはようやく落ち着きを取り戻し、ホラーハウスでのことをひたすら謝り続けてきた。俺は気にしないでと言ったけど、姫野さんは恐縮しきりだ。

　……まあ、あんなものがあるんだから余計に申し訳ないんだろうな……。

　俺はそう考えながら、ホラーハウスの入り口に目を向ける。

　そこのボードには、さっき俺達が出口から出る直前の写真──泣きながら俺にしがみつく姫野さんと、それを守ろうとする俺の姿がデカデカとど真ん中に飾ってあった。

　それは、まあ、なんというか、実に好評らしく、さっきも社会人と思しきカップルがそいつを見てホラーハウスに入っていったばかりだ。

「……えーと、アピールにはなってるから仕事的には大成功……だと思います」

「ううぅ……」

　とはいえそれは、あんなにも取り乱した申し訳なさに押しつぶされそうになっている姫野さんには、何の慰めにもなってなかったのだが……。

　なにはともあれ、これで全てのアトラクションは回り切ったわけで、仕事は完了した。

　俺はまだズーンと打ちひしがれている様子の姫野さんをフードコートの端っこにある席へと連れて行き、とりあえず飲み物でも飲もうと考えた。

「どうぞ。なにがいいかわからなかったからミネラルウォーターにしましたけど」

「あ、はい、ありがとうございます……」

　姫野さんはいくらか落ち着いた様子だったが、まだ凹へこみは継続中のようだった。

　だが、互いにペットボトルを傾けて一息つくと、それも次第に薄らいでいった。

「あの、鳴瀬さん、さっきはすいませんでした……」

　やがて姫野さんは改めて深々と頭を下げてきたので、俺は首を振る。

「い、いや、謝らないでくださいよ姫野さん。確かにちょっと驚きはしましたけど、あれはあれで仕事としてはいい結果になったわけですし」

「そ、それはそうかもしれませんけど。……でも、一応先輩として鳴瀬さんをリードしないといけないのに、あんなに取り乱すなんて。うう……」

「怖いのが苦手だったんなら仕方ないですって。ああいう状況で役を維持する難しさは俺もよく知ってますから。普段と違うキャラを演じるって、神経遣いますもんね」

　俺は自分の言葉にうんうんと頷うなずく。カップルの彼氏役なんて普段の自分から程遠いキャラを演じてる俺には、その気持ちがよくわかるのだ。

「だからちょっとミスったくらいで凹む必要なんて全然ないですよ。それでなくとも姫野さんの演技はスゴいって、俺はこの仕事中ずっと感心してたくらいなんですから」

　とにかく、姫野さんのあのボーイッシュな感じの演技がとても自然でよかったことに変わりはないんだからと、俺は何度も慰めようとする。

「……いえ、そういうわけでもないんです」

　だが姫野さんは、そう言ってふるふると首を振った。

「鳴瀬さんは今『普段とは違うキャラ』って言いましたけど、違うんです。さっきの私の姿──活発でまるで男の子みたいな感じの振る舞いは、別に派遣カップルのためだけというわけじゃなくて、私は普段からあんな感じなんです……」

「え、でも、普段の姫野さんは今みたいな大人しい真面目な感じの人なのでは？」

　俺が困惑していると、姫野さんはまるで告白──いや懺ざん悔げでもするかのような申し訳なさそうな顔で、ぽつぽつと語り出した。

「今の私は、……なんていうか、そのままの私っていうか……。自信がなくて引っ込み思案でおっちょこちょいで、つまりは何も着飾ってない私です。普段はこんな姿じゃないんですけど所長の前でと、その、鳴瀬さんには最初にもう見せちゃったから……」

　姫野さんは頰をほんのり赤くしながら続ける。

「普段の私はさっきみたいな、ちょっと男の子っぽい活発なキャラなんです。そういうキャラが私には求められていたから」

「求められていた？」

「はい。私って、こんな外見じゃないですか……」

　どこか悲しそうに、残念そうに姫野さんは言う。

　……こんなって、中性的でめっちゃ美形だと思うんですけど……。

「昔から私、女の子って目であんまり見られなくて……。小学生の頃なんて普通に男子に間違われてましたし、学芸会でも王子さま役を何度も……。中学校に上がるとなんだか女子にやたらとモテだして……」

「な、なるほど。想像はつきます」

「周りが私に、カッコいい男の子みたいな女子っていうキャラを期待してくるのがわかるんです。私は本当はそんなキャラじゃないけど、でもそんな期待を振り払うほどの勇気もなくて、だんだん自分でも周りに求められるキャラを演じ始めるようになって……」

　話していくにつれ、姫野さんの肩が徐々に落ちていく。

「そうして高校に上がって──あの、女子校なんですけど、そこでいよいよ人気者みたいになってしまって……。外見と、もともとスポーツが得意だったっていうこともあって、なんだかまるで本物の王子さまみたいな扱いになって……」

「な、なるほど……！」

　姫野さんだったら女子校で人気者になるのも王子さま扱いされるのも十分頷ける話だ。

「それで、私ももうすっかりそんなキャラが普段の姿になって、いつの間にか自然と振る舞えるようになってしまっていたんです。なのにさっきはあんなことになって、本当にすいませんでした……」

「い、いえいえ、だから全然気にしてませんってば」

　またまたズーンと落ち込む姫野さんに、俺はそう返す。

　だが一方で、俺は心の中で別のことが引っかかっていた。

　普段から演じてるキャラなのに崩れてしまったっていうのは、苦手な怖いものに接したとか、いつもとは違う（しかも初めての）男女カップルだとか、仕方ない理由があるんだから本当に気にすることじゃない。

　……けど気になるのは、姫野さんの口ぶりからはそんなボーイッシュなキャラを演じることにあんまり肯定的な雰囲気が感じられないって点だ。

「あの、もしかしてなんですけど、これは俺の勝手な想像なんですけど、……姫野さんってそのキャラを演じるのが嫌だったりするんですか……？」

　だから俺はそんな質問をしてみた。ある意味センシティブな内容だけに、どうしても遠慮がちになってしまうが、それでも訊きかずにはいられなかった。

「嫌……ではないと思います。自分でも、私って確かにそんな感じに見えるよねって自覚はありますし、そういう風に振る舞うのも別に無理をしてるって程じゃありませんから」

　姫野さんはそう言いつつも「でも……」と続けた。

「なんていうか……、言葉では上手うまく言えないんですけど、ちょっと胸を張れるようなことじゃないなっていう感覚はあります。偽にせ物ものっていうのかな……。みんな私を王子さまみたいに見てるのかもしれないけど、そのキャラは結局、私が周りの目におされるような形でそういう風に演じてるだけのものですから……」

　どこか寂しそうな笑みを浮かべながら、姫野さんはそう締めくくった。

　俺はそれを聞いて、内心でなるほどと頷く。どうやら姫野さんはボーイッシュなキャラを演じることにいろいろと複雑な想おもいを抱いているようだ。

　けどそれはともかく、俺は内心で実はホッとしていた。というのも、

「つまり、姫野さんは別にそのキャラを嫌々演じてたわけじゃないんですよね？」

　俺にとって一番心配だったのは、その一点だったからだ。

「え？　そ、それは……、はい、そこまでではない、ですけど」

「はー……、ならよかったですよほんと。もしそうだったら俺も辛つらいですもん。だって姫野さんの演技、本当にスゴかったですから」

　俺のその言葉に、姫野さんは再度「え？」と目を見開く。

「ど、どういうことですか？」

「いや、今言った通りですよ。姫野さんにボーイッシュな感じのキャラはメチャクチャ合ってると思うし、それを自覚して演じようと思って、あんなにも自然にできてる時点でもうマジでスゴいと思いますよ」

「で、でもそれは、周りの目におされて……」

「キッカケはそうだったかもしれないですけど、でもそれをわかったうえで自分の意思でキャラを演じようと思ったわけでしょ？　で、普通に──ってか完璧にできてるって、それは本当にスゴいことなんですよ。いやもう、俺にはよーくわかるんです」

「は、はぁ」

「俺なんて、彼氏役を演じようと思ってがんばってるのに、あんなに自然に演じられないですからね……。アクターズスクールに通ってたってのに情けない話で、しかもそういう経験がないはずの比奈森が超自然に彼女役をやってるのがまた……」

　俺は腕を組んで、自分の不ふ甲が斐いなさにため息を吐つく。

　と、姫野さんがそんな俺を目を丸くして見ているのに気がついて、俺は話が脱線してしまったと反省する。演技のこととなるとすぐに熱くなっちまうんだよな。

「とにかくですね、俺はうれしいですよ。だって俺、姫野さんの演技を参考にしようと思ってましたし、今はさらにその気持ちが強くなってますからね」

「さ、参考……、私をですか？」

「はい。演技してる時の姫野さんはカッコよくて素敵ですけど、そうじゃない素の時の姫野さんは可愛かわいくて、そのギャップがまたキャラの魅力につながってるんですよね。素の姫野さんの控えめで大人しい感じの可愛さが、キャラの時のボーイッシュな可愛さを余計に引き立ててるというか。そういう意味じゃ、俺は姫野さんの両方の可愛いところを見れてすごくよかったですよ！」

　俺は素直に、思ったことをそのまま口に出していた。

　これは魅力ある役作りの参考になると、かなりテンションが上がっていたのだ。

　だからだろうか、

「……………………っ!?」

　俺が熱弁をふるっている間に、姫野さんの顔がどんどん真っ赤になっていったことにまるで気がついていなかった。言い終わってからようやく気づいた。

「か、かわ……っ!?　わ、私が……、な、鳴瀬さんが……！」

　そして、今にも爆発しそうなほど顔を赤くしながら声にならない声を出している姫野さんを見て、俺はようやく状況を把握した。

　……今俺、なんかテンションに任せてトンデモナイことを言わなかったか……？

　ってか、言ったよ！　思いっきり言ってたよ！　というか連呼してたよ！

　……こ、これはヤバい。恥ずかしすぎる……！　別に悪いことじゃないけど、言ってることがクサすぎる……！　可愛いとか面と向かって言えるのはイケメンリア充だけの特権で、俺にはそんなコミュ力なんてないというのに……！

「ち、違うんです！　その……、そういう意味じゃなくてですね!?　あ、いや、姫野さんが可愛いのはまったくもってその通りなんですけど!?」

「わ、わたし……、かわいい……、にゃるせさん……」

「ですからそういうことじゃなくて！　あ、あくまでも、……そう！　演技における役っていう観点からの感想ですからね!?」

　麗うららさんのメガネ並みにグルグルと目を回している姫野さんに、俺もまた同じくらい混乱しながらまくしたてる。

　……うう、本音とはいえ不用意にあんな恥ずかしいこと言ってしまうなんて……！

　俺は自分の迂う闊かつさを呪うが、実はその迂闊さの原因には心当たりがあった。

　これまでも新人研修や現場派遣を通じて、俺は度々比奈森にさっきみたいな恥ずかしい発言を漏らしたことがある。

　しかし比奈森はそれに対して特に反応も示さず普通にスルーするので、無意識のうちにそういう発言への心理的ハードルが低くなっていたんだ。

　さっきのだって比奈森相手なら「それって彼女役が上手く演じられてるってことかな。ありがとうね、鳴瀬くん」くらいで終わってたはずなんだが──……って、別に比奈森が悪いわけじゃなくて、全面的に俺のせいなんだけどさ！

「ふにゃ……──きゃっ!?」

　姫野さんは俺の恥ずかしい台詞せりふですっかりふにゃふにゃになっていたが、次の瞬間、そんなふにゃふにゃだった姫野さんが急に悲鳴をあげた。

「だ、大丈夫ですか!?」

　持っていたペットボトルを傾けてしまい、中の水をこぼしてしまったのだ。

　それは思いっきり姫野さんの身体からだにかかって、胸元の辺りが完全にびしょ濡ぬれになってしまっている。その冷たさで、姫野さんは思わず声が出てしまったようだが、

「だ、大丈夫で……──きゃああぁっ!?」

　間もなく自分の身体を見下ろした姫野さんは、それどころではないさらに大きな悲鳴をあげることになった。……というのも、

「み、みみみみにゃいでくだ……！」

　白いブラウスが水浸しになったことで、下着が透けて見えてしまっていたのだ。

　チェック柄の女の子らしい可愛い──……って、描写してる場合じゃなくてだな!?

「だだだ大丈夫ですから！　見てないですから！」

　俺は慌てて首を90度横に向ける。グキッと鳴ったが気にしてられない。

「みにゃいで、みにゃいでくだしゃい……！」

　だがすっかり混乱している姫野さんは、両手をわたわたと動かしつつ胸元を隠すのにも気が回らない様子で、半ば立ち上がりながらふらふらとこっちに倒れ込んできた。

　俺は「危ない！」と咄とっ嗟さに姫野さんの身体を支えたが、無理な体勢だったのでバランスを崩して、二人して椅子から転げ落ちる羽目になる。

「……いつつ……。だ、大丈夫ですか──って……！」

　そうして気がつくと、俺はいつの間にか姫野さんを腕の中で抱きしめるような体勢になっていて、慌てて離れようとするが、

「み、みにゃいで……！　ううう……！」

　混乱している姫野さんは下着を見られたくないという思いでいっぱいらしく、俺と密着してる意識もないのか、ひたすら自分の身体を俺の方へと押し付けてくるばかりだった。

「お、落ち着いてください。見てませんし、こうやってれば見えませんから……！」

　仕方なく、俺も姫野さんを抱きしめたままでいるしかなかった。

　透けたブラウスを隠すために俺に密着してきてるってのがわかってたから、今はとりあえずこの体勢のままで、姫野さんが落ち着くのを待つしかないと思ったからだ。

「ほ、ほら平気です。大丈夫ですから……ね？」

　姫野さんの柔らかい感触やら温かさやらいい香りやらで、俺は正直いっぱいいっぱいだったのだが、とにかく今は姫野さんをなだめるのが先決だった。

　俺は腕の中でぷるぷると震えている姫野さんになるべく穏やかに声をかけつつ、ちょうど目の前にあった頭を優しく撫なでる。今まで女の子の頭をナデナデなんてしたことはないし、普通はそんなこと気安くしていいことじゃないが、とにかく今は非常事態だった。

「ふわ……、な、なるせさん……」

　そうしていると、やがて姫野さんの震えも小さくなっていった。

　……よ、よかった。隅っこの方とはいえ、人の多くいるフードコートでいつまでもこんな体勢でいられないからな……。

　俺が安あん堵どの息を吐きながら、そんなことを考えていた時だった。

　ふと、近くで人の気配がして、同時に視線も感じた。通りかかった人が何事かと立ち止まったんだろうと思い、俺は「なんでもありません」と答えようと振り返ったのだが、

「げ……っ!?」

　次の瞬間、俺は思わず絶句してしまった。なぜなら──

「…………」

「てめー、こんなところで何してやがるですか……！」

　そこには比奈森とその妹が、ドリンクの容器片手に並んで立っていたからだ。

　キョトンと不思議そうな顔の比奈森。犬歯むき出しで威嚇してくる妹。なんでここにと驚きょう愕がくする俺。一方で腕の中の姫野さんは、二人の登場に気づいていない。

　ちなみに後でわかったことだが、比奈森達は姉妹でここスカイモールに遊びに来ていたらしい。俺と出会ったのは単なる偶然だ。だがその偶然が俺にとっては大ピンチだ。

「変態野郎だとは思ってましたが、まさかこんなところで抱き合ってる姿を堂々と一般公開してるとは……！　てめーはどんだけ鬼畜野郎なんですか……！」

　妹は一応、嫌々ではあるが俺が比奈森の彼氏であると認識している。

　だからおそらく姉のために、今の俺の姿に憤いきどおりを感じているんだろう。

　なんだ、結構いいところもあるじゃないかと麻ま痺ひした脳のう味み噌そで考えていたら、

「……あれ？　待ってくださいよ？　もしかして、そっちの方は男の人なんですか？」

　妹は姫野さんの方を見てそう言ってから、なぜかニマーと悪い笑みを浮かべた。

「そーですかそーですか。てめーは実はそーだったんですね。いやいや、いいじゃないですか。私は今ちょっとだけ、てめーのことを見直しましたよ」

「ちょ、ちょっと待て！　お前何か勘違いしてないか!?」

「お姉さま！　ご覧の通り、この野郎は実は男の人同士に興味があるようですよ！　これはもう、お姉さまはお別れになった方がいいと思います！」

　だああぁ！　やっぱりかよ！

「おやおや、そんなに焦あせらなくていいじゃねーですか。私はそういうのに偏見なんてありませんよ。むしろよーく理解できます。お顔はよく見えませんが、その方は雰囲気的にイケメンと見ました。てめーは大いにその方と愛を育みやがれですよ」

　……確かに偏見はないかもしれないが、お前は代わりに悪意がありまくりだろ！

　どうやら妹は姫野さんを男だと勘違いし、そして俺を同性愛者だと都合よく考え、これをチャンスと俺に彼氏失格の烙らく印いんを押そうとしているらしい。付き合ってられん。

　……ええい、妹のことはどうでもいい。問題は比奈森だ。ってかさっきから黙ったままで一言も発してないぞ？　比奈森は姫野さんのことを知ってるはずなのに。

　比奈森はただただ無言で俺達を見下ろしている。表情らしい表情もない。

　俺はそんな比奈森になぜかものすごい恐怖を感じ、何を言っていいかわからなかったがとりあえず急いで言い訳をしようと口を開きかけた。

　──ニコッ。

「へ？」

　だがそれよりも一瞬早く、比奈森はニコリといつも通りの笑顔を浮かべると、

「行こっか、紗さ雪ゆき」

　どういうわけか、そのまま何事もなかったかのように歩き去ったのだ。

「え？　あ、お姉さま、待ってください。あの野郎の処刑は──」

　妹は慌てて、そんな比奈森の後へとついて行ってしまった。

　俺は小さくなっていく二人の背中を眺めながら、その場で呆ぼう然ぜんと固まるしかない。

　……え？　え？　な、なんなんだ……？　なんなの今の反応？

　比奈森の行動の意味がわからず、頭の中が？マークで埋め尽くされる。

　詰きつ問もんするでもなく罵倒するでもなく、はたまた呆あきれるでもなく心配するでもなく、ある意味で何の反応も示さなかったに等しいリアクションに、俺は激しく困惑する。

　……ど、どういうことだ？　普通こういう場面に遭遇したら、何か言うよな？　っていうか、あの笑顔は一体何だったんだ？　いやそもそも、無言でそのまま立ち去るってのはどうなんだ？　ただでさえ俺と比奈森はカップルなわけで。だったら余計にこんな、姫野さんと抱き合ってる場面とかスルーしないだろ？　いや、スルーどころか普通だったら絶対に修羅場になるような危機的状況で──

「…………あ」

　と、そこまで考えたところで、俺は思い至る。

　……そういや俺達、本当のカップルじゃなかったんだったっけ……。

　その瞬間、全身の力がガクッと抜けた。

　……なに考えてたんだ俺は。俺と比奈森はただユニットを組んでるだけの派遣カップルなんだから、俺が姫野さんと抱き合ってても比奈森が何か文句を言うこともなければ、俺が言い訳をしないといけない理由もないってのに……。

　一瞬でもそんな勘違いをした自分がおかしかった。滑稽だって方のおかしさだ。

「な、なるせさん……？」

　俺が軽く自嘲的な思考をしていると、やがて姫野さんが腕の中で俺を見上げてきた。

　顔は真っ赤なままだが、キョロキョロと視線を動かして今の状況を把握しようとしているようだった。どうやら、そこそこ落ち着きを取り戻したらしい。

「あ、姫野さん、大丈夫ですからね。俺、見えないように向こうを向いてますから、ゆっくりと離れてください。それから、よかったらこれ、使ってください」

　俺はそう言って、姫野さんの方を見ないようにしながらハンカチを渡した。

　姫野さんは「す、すいません……！」と恐縮したような声を出してそれを受け取ると、パッと俺の腕の中から離れていった。

　この時、俺はなんとも落ち着いた気分だった。さっきまでは姫野さんとの密着ですさまじく混乱していたが、今は不思議なくらい心が平へい坦たんな感じだ。

　おそらく──というか、まず間違いなくさっきの比奈森の姿が影響しているのだろう。

　比奈森は多分、笑顔で会え釈しゃくしながら心の中でこう言っていたんじゃないか？

「私達は本当のカップルじゃないんだから、別に気にしなくていいよ。姫野さんが相手ってことは、事務所絡がらみじゃないのかな？　だとしたらお疲れさま、だね」

　そういった冷静な言葉を思い浮かべていると、なんだかこっちも冷静になれた。

　さっきのあれはただの事故。仕事中のちょっとしたトラブル。

　もし相手が比奈森だったら、きっと何事もなく終わっていた。その程度のことなんだ。




「ほ、本当にすいませんでした……」

　その後、俺達はスカイモールを後にして事務所への帰途についていた。

　そこで姫野さんは、改めて俺に頭を下げてさっきのことを謝罪したが、もちろん俺は気にしてないし、そもそも謝罪されるようなことでもなかった。

「もう気にしないでくださいよ。俺も全然気にしてませんから」

　だから、俺は「この話はもうおしまい」といったニュアンスを込めてそう返した。

　すると姫野さんはまだ完全には吹っ切れない様子ながらも、とりあえず頷うなずいた。

　そうしてしばらくの間、無言で隣り合って歩いていたが、

「……あの、鳴瀬さん、今日はありがとうございました……」

　やがて姫野さんがおずおずといった感じで再び話しかけてきた。

「いえ、こちらこそありがとうございました。俺なんて姫野さんにずっとリードしてもらえたからなんとか仕事をこなせたってだけです」

「そ、そんなことないです。その……、と、とってもいい彼氏さんだったと思います」

　姫野さんがそう言ってかああぁと頰を染めたので、さすがにこっちも恥ずかしくなってくる。役のうえでの話だってわかってるのに、あんまりそういう可愛かわいい仕草をしないでもらいたいです。はい。

「私、最初はこの臨時カップルのお話、とても不安でした。上手うまくできるかなって……」

「まあ臨時ですし、しかも今までと違って男女のカップルだったわけですし、不安になるのは当然だったと思いますよ」

　でも姫野さんの演技の上手さで無事乗り切れたわけで──と続けようとしたが、姫野さんがその前に「いえ」と首を振った。

「不安の原因はそれだけじゃなかったんです。……実は私、男の人が苦手で、だから男女のカップルなんてできるのかって、その不安の方が大きかったんです」

「え？　そうだったんですか？」

　男が苦手だっていうのは初耳だったので、俺は少し驚く。

「……はい、高校に女子校を選んだのもそれが理由の一つでした。別に男の人にトラウマがあるとかじゃないんですけど、いつの間にか苦手意識があって……。私、男の子みたいな見た目してるのに、変ですよね」

　姫野さんはそう言って苦笑するが、俺はむしろ逆だからじゃないかと思った。

　中身は女の子なのに外見で男の子扱いされることがある。本人はそういう外見だから仕方がないと納得してたかもしれないけど、心の奥底では違和感みたいなのが積み重なっていったってのが、男が苦手になった理由なのでは？

「だから、男の人が相手のカップルはすごく緊張してたんです。先輩としてがんばらなきゃって思いはあったんですけど、でも内心ではもうずっとドキドキしてて……。実は、ちょっと怖かったって気持ちもあったくらいです」

　……あんな自然な演技ができることに感心してたのに、心の中ではそんなことになってたなんて、全然想像もしてなかった。

「あ、で、でもですね、今はそんなことはないんです。というか、お仕事が始まってから少ししたら、そういう気持ちを忘れてしまっていたんです」

「それは、どうしてです？」

　俺が訊たずねると、姫野さんはまた頰を赤く染めて、

「……な、鳴瀬さんが優しい人だったから……」

　そんな破壊力抜群な台詞せりふを言ってきたので、俺の顔もまたカッと熱くなる。

　もちろん、いくら俺が彼女いない歴＝年齢の童貞だからといって、そんな言葉を真に受けて「もしかして姫野さんは俺のことを……!?」なんて勘違いはしない。

　……しないが、それでも思わずグラリとくるくらい、この時の姫野さんは特別に可愛かった。もともと可愛いのに、さらに可愛くなるなんて反則だと思う。

「そ、そう思ってもらえたならよかったですけど、別に俺が特別優しいわけじゃなくて、大体の男はこんなもんですよ」

　俺は努めて冷静さを保とうとしつつ、そんな当たり障さわりのない返答をする。

　実際、俺が特別優しいなんてことはない。ただ、姫野さんと初めてカップルに（それがフリとはいえ）なったのが俺だったというだけの話だ。

「そ、そうですか。……でも、も、もしまた同じような機会があったら、その時もよろしくお願いします……」

　姫野さんはそう言って、またペコリと頭を下げる。

　今回みたいなのはイレギュラーでこういうことはもうないとは思うし、万が一同じようなことが起こったとしても、その時その場にいるのが俺だって確率も低いだろう。

　けど、とりあえず俺も頷いておく。姫野さんの演技が参考になるのは間違いないから。

「とにかく、今日は本当にありがとうございました」

「こちらこそ──って、そろそろ終わりにしないと無限ループしちゃいそうですよ」

「あ、す、すいません。それだけ、鳴瀬さんには感謝してもしきれないから……」

　大げさだなと思うと同時に、俺は改めて姫野さんっていい先輩だなと思った。

　いろいろあったけど、臨時の派遣カップルというイレギュラーな事態を何とか乗り切ることはできたから、これは確実に演技力も磨かれただろうと、俺は頭を切り替える。

　そうして、俺達はまた事務所への道を並んで歩きだした。

　しかしその時、姫野さんがまたなにやらポツリと呟つぶやいた。

「……それから、私のことを女の子扱いしてくれたことも……」

　ただその呟きはとても小さな声で、すぐに雑踏に流されて消えていき、俺の耳に届くことはなかったのだけれど。




　　　　◇




「姫野さん？　その格好は……」

「あ、あの、うちの学校の制服です。今日はたまたま、学校から直接ここへ……！」

　スカイモールで鳴瀬くんを目撃した日から三日くらい経たったある日。

　私達が事務所にいると、姫野さんが制服姿でやって来て、鳴瀬くんが驚いていた。

　鳴瀬くんは知ってるかどうかわからないけど、それはこの辺りでも有名なお嬢さま学校である星ほしヶが丘おか女子の制服だった。当然だけど、下はスカートだ。

　……すごく綺き麗れいな人だなぁ。綺麗でとても可愛い。スカート姿じゃない時も綺麗だったけど、その時は綺麗でカッコいいって印象だったかな……。

　スカート姿の姫野さんは初めて見た。それは鳴瀬くんも同じらしかった。

　どうして今になって姫野さんが学校の制服で事務所に来たのかよくわからない。

　本人はたまたまだって言ってるけど、あんまりしっくりこない理由かも。

「え？　姫野さんって一年生だったんですか!?」

　鳴瀬くんが姫野さんとお話ししてる。姫野さんが私達より年下だったことに驚いているみたい。姫野さんは、だから敬語じゃなくていいですと言ってるけど、鳴瀬くんは先輩だから今まで通りでと答えていた。

　……姫野さん、なんだかすごく楽しそうだよね。

　鳴瀬くんを見る目がすごく真まっ直すぐで、それから頰がほんのり赤くなってる。

　笑顔がとても可愛らしくて、今は男の子っぽさなんて全然感じられない。

「鳴瀬くん、そろそろ着替えないと」

「あ、そうだった。じゃあ姫野さん、俺達これから仕事なんで」

　気づいたら、私は鳴瀬くんにそう声をかけていた。今日の派遣先は服装指定があって、そういう場合は事務所が衣装を貸してくれることになっていた。

　私と鳴瀬くんはそれぞれの更衣室へと入っていった。そこで着替えをしていると、姫野さんもやって来てペコリとお辞儀した後、同じように着替え始めた。

「あ、あの、比奈森さん。改めて先日はすいませんでした」

　すると、しばらくしてから姫野さんが急に謝ってきたので、私は少し驚いた。

「鳴瀬さんは比奈森さんのパートナーなのに、無断でユニットを組んじゃって……」

「あ、いえ、それは非常事態だったからって、霧島さんと鳴瀬くんから聞きましたから」

「それでも一応……。あ、それとあの時、あそこに比奈森さんと妹さんがいたって後から聞いたんですけど、私全然気づかなくて……」

　そう言って頭を下げる姫野さん。……本当に律りち儀ぎで真面目な人なんだなぁ。

　その後、話は鳴瀬くんとの臨時カップルのことに移った。

「鳴瀬さんってすごく優しい人ですよね。ちゃんとフォローしてくれて……。鳴瀬さんがパートナーで、なんだか比奈森さんが羨ましいです」

　姫野さんが鳴瀬くんのことをすごく褒めてて、私はうれしくなった。

　でも、なんだろう？　うれしいはずなのに、なんだか少しだけモヤモヤした気持ちが心の片隅にあるような感じがする。これは、この前フードコートで鳴瀬くんと姫野さんが抱き合っていた時に感じたのと同じものな気がした。

　……そういえば、私はどうしてあの時あんな行動をとったんだろう？

　紗雪が隣にいたんだから、鳴瀬くんと出会ったのなら彼女としての『仮面』に基づいて行動しないといけなかったのに、私はただ何も言わずに立ち去ってしまった。

　あの時どう対処すればよかったのかはもちろん、あの時自分がどんなことを考えていたのかもよくわからなかった。

　……少しずつ馴な染じんできたと思ってたけど、鳴瀬くんの彼女としての『仮面』がまだまだ不十分な証拠だね。もっともっと研究を続けないと……。

　そんなことを考えながら更衣室を後にして、鳴瀬くんと合流する。

　そのまま事務所を後にして本日の派遣先へと向かう途中、私はふと思い出して言った。

「鳴瀬くん、今度の休日にデートしてもらってもいいかな？」

「え？」

　鳴瀬くんは驚いた顔で振り返ったけど、私も内心で「え？」と驚いていた。

　別に言葉を間違えたからじゃなかった。鳴瀬くんに彼氏役としてデートのお願いをしようと思ってはいた。でも、そこに至る順序を全て飛ばしていきなり結論が口から飛び出したことに自分でもびっくりした。胸にまだ残っていたモヤモヤのせいなのかな。

「あ、実はね、この前のフードコートでのことで紗雪が……」

　私は遅れて理由を説明した。紗雪が鳴瀬くんは同性愛者だから彼氏不適格だと言い張っていること。姫野さんは実は女性だといっても信じてもらえず、だったらどうして彼女である私が何も言わなかったのかと逆にツッコまれてしまったこと。

　とにかく、総合して紗雪が私達の関係を疑っていることを伝えて、その挽ばん回かいのために紗雪に見せるためのデートを企図したのだと、私は説明を終えた。

「なるほど。……うーん、でもその日はちょうどオーディションがあるんだよな……」

　あ、オーディションの日なんだ。じゃあダメだよね。鳴瀬くんにとってそのオーディションがどれだけ大事なのか、私はもう知っているから。

「でもまあオーディションの時間は結構遅いし、午前中からデートを始めれば十分間に合うからさ。いいよ、デートに行こう」

「え？　いいの？」

　私の問いに、鳴瀬くんはニカッと笑って頷うなずいた。どうしてかわからないけれど、私はしばらくの間その笑顔を見つめたまま何も言えなかった。

　そしてようやくお礼を言えた時には、胸の中のモヤモヤはもうどこかへと消えてしまっていた。……あれは、本当に何だったんだろう？











シーン５　仮面のデートと演者の告白









「ああ、まさに今日はお姉さまとの絶好のデート日和──……だというのに、なんでそこにてめーがいるんですか……！」

　姫ひめ野のさんと臨時カップルを組んだ日から数日後の休みの日。

　俺は比ひ奈な森もりに頼まれた通りデートにやって来たわけだが、早速妹から遠慮の欠片かけらもない悪態をつかれていた。

「そもそも俺達のデートなんだから、それはこっちの台詞だろーが……」

　本来の目的は妹にデートを見せびらかすことだが、形のうえでは俺達のデートに妹がくっついて来たことになっているので、俺は普通にそう返す。

「みんな一緒の方が楽しいんだから、紗さ雪ゆきも落ち着いて、ね」

　比奈森になだめられて、妹は「うぐぐ……」と唸うなりながらも口をつぐみ、

「し、仕方ねーです。お姉さまの美しいお顔とこの場所に免じて、てめーの存在をギリギリ許してやるですよ。ふんっ」

　やがてプイッとわかりやすく不機嫌さを表しながら、俺に向けてそう言った。

　相変わらず可愛かわいげのないやつ……。だけどこいつがいないと今日のデートは成立しないので、俺は「へいへい……」と肩をすくめた。

　なにはともあれ、俺達は本日のデート先である水族館へと向かっていく。

　ここは俺達の住んでる街から数駅先にある臨海部に、近年建てられた大型の施設だ。

　水族館としての機能はもちろん、様々なショーや小規模なアトラクションまで備えた複合レジャー施設として、家族連れやカップルに人気のスポットだったりする。

「おおおー……」

　妹が水族館の建物を見上げながら感嘆の声を上げた。

　目をキラキラと輝かせ、興奮しているのか頰がほんのり赤い。

　その姿を見ていると、普通に年相応の少女だなって思う。口を開けば狂犬なのだが。

「紗雪は水族館が大好きなの。もっと小さい頃、家族で行った時以来ずっと好きで、だから今日はここを選んだんだけど」

「なるほど。場所でアドバンテージを稼いでおかないと、俺達のデート中ずっと不機嫌でいられても困るもんな」

　俺達は水族館に見とれている妹から少し離れ、小声でそんなことを話し合う。

「紗雪の疑念を払ふっ拭しょくするためにも、今日はより一層がんばらないといけないしね」

「それなんだけどさ、俺達は普通に楽しめばいいんじゃないのかな？」

「え？」

「あ、いや、だから、妹に納得してもらうためには俺達がいいカップルだって思わせないといけないわけだろ？　だったら演技ももちろん大事だけど、俺達自身が純粋に水族館を楽しんだ方が、よりリアルになるんじゃないかと、ですね……」

　比奈森にキョトンとした顔をされて、俺はだんだん語尾に力がなくなっていく。

「……そっか、そうだよね。じゃあ今日は、普通にデートも楽しもうね」

　だがやがて比奈森は笑顔でそう言うと、俺の手をそっと握ってきた。

　……い、いや、その言い方だと俺達が本当のカップルみたいでは……。でもカップルを演じてるわけだからそれでいいのか？　なんかわからなくなってきた。

「何してるんですか！　早く中に入りましょう！」

　そんな感じで戸惑っていると、妹が待ちきれないとばかりに急せかしてきたので、俺は頭を切り替えた。なんにせよ今の俺達はカップルという認識に変わりないのだから。

　そんなこんなで俺達の水族館デートは始まったわけだが──

「あー！　いつの間にてめー、お姉さまの可か憐れんなお手てを！　離しやがれです！」

　ご覧の通りのデッカいこぶ付きで、先行きはかなり不安だった。




　　　　▼




「おお、お土産屋さんがあるですね！」

　入場料を支払って中に入ると、妹が数歩も進まないうちに売店の前で立ち止まった。

「いきなりお土産って。そんなの持ったまま今日一日回る気かよ」

「うっせーですね、んなこたわかってますよ。でもどんなのがあるかなって軽く見ていくくらいはいいじゃねーですか。ねえお姉さま──って、あれ？」

　妹が振り向くと、そこにいたはずの比奈森がいなくなっていた。

「あ、あそこだ。いつの間に……」

　だがすぐに俺は、フラフラした足取りで売店の方に向かっていく比奈森を発見する。

　見ると、比奈森はぬいぐるみコーナーに入り、大人気と銘打たれたイルカのぬいぐるみの前を素通りして、その横にあった特価品のワゴンに手を突っ込んでいた。

「おい比奈森、何して──……げっ！」

「あ、鳴なる瀬せくん。可愛いの見つけちゃった。これ買おうかな」

　追い付いた俺に比奈森が振り向くと、俺はその手にあった物体を見て思わず絶句する。

　なぜならそれは、先日ファンシーショップで比奈森が手にしたあの形容し難にくいぬいぐるみと同系統のデザインの代物だったからだ。

　……ってか、よく見ると『悟りアンコウ』とかいうタグが！

　同じメーカー!?　ってかあんなもんがシリーズ化されてんのかよ！

「お姉さま、一体何を──……うっ！」

「あ、紗雪も見て。これ可愛いでしょ？　紗雪の分も買ってあげるよ？」

　続いてやって来た妹も、俺と同じような反応を見せて後ずさっている。

「ま、待ってくれ比奈森。あ、あれだ、今買うと荷物になるからさ……！」

「そ、そうですよお姉さま。そんなに急がなくてもいいじゃないですか……！」

　どうやらあの禍まが々まがしい物体に関しては妹も俺と同じ側の人間のようで、珍しくこっちに同調する形で一緒に比奈森を説得していた。

「そう？　じゃあ、残念だけど後でまた……」

　少し不満そうながらも、比奈森は俺達の意見を聞き入れてワゴンへと戻す。

「……なあ、比奈森のあのセンス、お前はどう思ってんだよ……」

「……全て完璧なお姉さまですが、あの美的感覚だけはついていけねーです……」

　……あの比奈森に異常なまでに心酔している妹にさえも理解されないとは、比奈森のセンスは相当だな。相当ヤバい。

「実は家にもあれと同じようなグッズがあるんですが、私が必死にお願いして部屋に飾るのだけはやめてもらったですよ。その代わり押入れの中では山積みに……」

「そ、そうか。部屋に飾らせなかったのはマジで英断だな……。とりあえず、そのコレクションがこれ以上増えないよう、ここからはさっさと立ち去ろうぜ」

「てめーと意見が合うなんて、いつもなら舌を嚙かみきりたくなるところですけど、こればっかりは同意見ですね」

「あれ？　どうしたの二人とも？　なんだか仲よくなってる感じがするね」

　……お前のおかげでな……、という言葉をのみ込んで、俺達は比奈森の手を摑つかんで足早にこの呪われた場所から脱出した。

「それで、どうする？　とりあえず順番に見ていくか？」

　メインホールに到着すると、俺は気を取り直してそう言った。

　ここから普通の水槽や深海魚コーナー、各種レジャー施設やレストランなど、好きな場所に行けるような構造になっている。

「鳴瀬くん、今はちょうどイルカショーをやってるみたいだよ」

　比奈森が案内板と時計を見比べながらそう言うと、

「イルカショー！」

　と、妹がピンッと背筋を伸ばした姿勢で反応した。……好き、みたいだな。

「じゃあ、そこ見に行くか」

「し、仕方ねーですね。てめーの提案に乗るってのは気に入らねーですが、イルカショーに罪はねーですから、行ってやるですよ」

　そうは言うものの、妹はいかにもワクワクした様子で浮足立っていた。

　俺達が苦笑しながら再度手をつないでも、今度はもう何も言わない。それくらい意識はイルカショーの方に引き付けられているようだ。

　俺達がショーの会場に向かうと、妹は一目散に最前列の席へと向かった。

　最前列には『水しぶきが飛ぶ可能性があります』と注意書きの看板があり、そのためか座っている人はほとんどいなかったが、妹はそんなことなどまるで気にした風もなく、ただひたすらイルカを間近で見たいといった感じだった。

　俺達も妹の後を追い、妹、比奈森、俺という順番で一列に座った。

　やがてステージにスタッフの人が出てくると、間もなくショーが始まった。

「ふおおおおぉ……！」

　妹はイルカが登場した瞬間からいきなりテンションマックスだった。

　プールに頭から突っ込むんじゃないかってくらいの前のめりで、ギュッと手を握ってるところなんかが一生懸命で微笑ほほえましい。普段から是非そういう無邪気さを見せてほしい。

「可愛いね」

　一方で比奈森もまた、妹程じゃないけどイルカショーを楽しんでいる様子だった。

　二頭のイルカがビーチボールを口先でキャッチし合っている光景を見て、拍手をしながら笑っている。どうやら自分達も純粋に水族館を楽しむってのを実践しているようだ。

「……えへへ」

　だが、やがて比奈森が俺の肩へ自分の頭を乗せて、軽く寄りかかってきた。

　その上目遣いの笑顔にドキリとしながらも、こっちは演技だなとすぐに見当をつけて、俺もまた比奈森の肩をそっと抱き寄せた。……その動きが少し硬くなってしまったが、これでも最初に比べたらかなりスムーズになったんだぞ？

「……む？　あ、おいこらてめー何やってるですか！　こんなところでどさくさにまぎれてお姉さまを襲うとか、ぶっ潰してやるですよ！」

　そうやって俺達が身を寄せ合ってると、やがて妹が気づいて文字通り牙をむいてきた。

　だけどその時、イルカが水面から飛び出して見事にスタッフが手に持った輪をくぐり抜け、アピールするかのように一声鳴いたので、妹の気が一瞬そちらに逸それる。

「落ち着いて紗雪。こんなのカップルだったら普通のことだよ」

　しかも、そのタイミングで比奈森がそう言ったので、

「え？　あ、うぐぐ……！」

　妹は俺を非難するタイミングを失い、ただ悔しそうに唸うなるだけだった。

　……ナイスだイルカと比奈森。特にイルカには助演男優賞をあげてもいいくらいだ。オスかどうかは知らないが。

「と、とにかくてめー、お姉さまから離れやがれです。せっかくのショーなのに集中できねーじゃねーですか」

「いや、俺達のことなんて気にせずにショーを楽しめばいいじゃないか」

「そうはいかないから離れろっつってんじゃ──」

　そうやって、妹がなお俺達を引き離そうと食い下がってきた時だった。

　──バシャッバシャンッ！

「うわっ!?」「え？」「きゃっ!?」

　前方から激しい水音がしたかと思ったら、いきなり大量の水しぶきが俺達の方へと降り注いできたのだ。

　まるで突然シャワーを浴びせられたようになって慌てて前を見ると、そこには二頭のイルカがプール内を縦横無尽に泳ぎ回っており、時折水の中から勢いよく飛び出しては空中で見事な一回転を見せていた。

「……び、ビックリした。大丈夫か？」

　思いっきりあの注意書き通りになったな……と思いつつ、俺は比奈森の方を振り向く。

「うん、平気だよ。ちょっと驚いたけど」

　するとそう答える比奈森もやっぱり濡ぬれていて、特に上半身に水しぶきが多くかかったらしく、水分を吸い込んだ服がピッチリと身体からだに張り付いていた。

　しかもそれが白いブラウスだったものだから、二つの膨らみとそれを覆う布地がはっきりと浮き出ており、俺はその意外な大きさに思わず目を──って！

　……なに釘くぎ付づけにしてんだ!?　ってか、な、なんか最近こんなこと多くない!?　この前のにわか雨の時とかも……！　ま、まあ、あの時はブレザー姿だったからよくわからなかったけど、姫野さんの時とかはバッチリ──って、だから何を思い出してんだ！

「ひ、比奈森、見えてるからこれ着てろ……！」

　俺は内心大いに混乱しつつも、同時に素早く羽織っていたジャケットを脱ぎ、濡れた服の上から比奈森に着せた。俺以外のやつに比奈森の下着を見られるわけにはいかない。

　……いや、俺も見ていいわけではないんだけどさ。

　と、とにかく、俺はここ最近の出来事から、いつの間にかこういうびしょ濡れになった女性に対処するシーンを上手うまく演じられるようになっていた。

　つまりそれは演技力が向上したというわけで、これでまた一歩夢に近づいたと思うと実に喜ばしい──……って、やっぱねーよ！　どんだけ限定的な演技力だよ！

「あああ！　てめーこら！　お姉さまに何してやがるです！」

　そんな感じでやや錯さく綜そうした思考をしていると、不意に妹の声が聞こえてきた。

「な、なんだよ。比奈森の身を案じてのことだろ」

　振り向くと、妹が立ち上がって仁王立ちの姿勢で俺を見下ろしていた。

「うぐぐ……！　そ、それはわかってますが、てめーがやると気に入らねーんですよ！」

「完全に難癖じゃねーか!?」

「う、うっせーです！　そもそもてめーがお姉さまの彼氏面づらしてること自体が気に入らねーんですから、たとえいいことでも、てめーのあらゆる行為がムカつくんですよ！」

「ヒドい言いがかりだ！　大体服が透けてるのを見たら、すぐに隠そうって思うのが普通の発想だろ！　それが女の子なら特に！」

「ぐぐ……！　そ、そういうことなら私の服も思いっきり透けてますけど!?」

　そう言って、なぜか腰に手を当ててムンッと胸を張る妹。

　言い忘れてたけど、現在妹も絶賛濡れ透け中だった。

　服装が薄手のワンピースだったことに加えて、俺達より前のめりになっていたぶん、かかった水しぶきの量も多かったようで、胸元と言わず全身ずぶ濡れだ。

　そのせいで上下ともに下着が丸見え状態なわけだが、

「……ああ、まあ、なんつーかお前は平気そうだし……」

「マジでぶっ潰しますよてめー!?」

　恥じらいも可愛かわいげも、ついでに女っ気もなかったのであえて放置してたんだが、そう言ったらなぜか妹が今にも嚙みつかんばかりにブチギレてきた。

「す、すみませんお客様！　ご迷惑をおかけしました！」

　だがその時スタッフの人がやって来て、水しぶきの件を謝罪しながらタオルを差し出してきたので、とりあえず俺達は身体を拭き始めた。

「……こ、この野郎。いつか絶対亡なき者にしてやるです……！」

　身体を乾かしてイルカショーの会場を出た後でも、妹はグルル……と唸りそうな勢いで俺を睨にらみ付けていた。

「……なんか妹の好感度がさらに下がった気がする」

「……私達のことを納得してもらうためには、紗雪が鳴瀬くんのことを気に入るっていうのが一番なんだけど、困ったね」

　こうも嫌われてる状態では、何をやってもマイナス方面に働くからどうしようもない。

　俺達は小声で相談しつつ、とにかく今はデートを続けるしかないということで、今度は普通に魚達がたわむれる水槽の方を見に行くことになった。

　妹はまだ不機嫌そうだったが、次第にまた雰囲気も和らいでいく。

　……ここらでなにか、俺への印象がよくなるようなことが起こせればいいんだが……。

「おや〜ｗｗｗ　そこにいるのは鳴瀬氏ではござらんかｗｗｗ」

「あら、こんなところで会うなんて奇遇ね」

　そんなことを考えていると、不意に聞き覚えのある声がしたので振り向いたら、そこにはなぜか竹たけ元もとさんと麗うららさんが立っていて、俺は「え!?」と驚いた。

「ふ、二人とも、どうしてこんなところに!?」

「それはもちろん『デート』でござるよｗｗｗ　鳴瀬氏達も同じでござるか？ｗｗｗ」

　俺の質問に、竹元さんはいつものデュフデュフといった笑い声（？）をあげながらそう答えたが、俺はすぐにそれが派遣の仕事なんだと気がついた。

　……とはいえ、麗さんはともかく竹元さんは当然のようにいつものオタルックで、水族館って場所からは浮きまくってるけど、なんでまた……？

「……誰です？　なんかオタクっぽい人に超絶美人……？　てめーの知り合いですか？」

　だがその時、妹が竹元さんと麗さんを見て、不審そうな視線を俺に向けていることに気がついて、俺は慌てて二人を人気のない方へと連れて行く。

「す、すいません。俺達は今、仕事で来てるわけじゃないんですよ……」

「あ、そうだったんですか。てっきり僕達と同じなのかと思ってしまいました」

　周りに人がいないことを確認しつつ、竹元さんが素の爽やかな感じに戻った。

「それにしても、どうして竹元さん達がここに？　なんかお二人はこういう場所で活動されてるイメージじゃないんですけど……」

「僕もそう思ったんですけどね、今回は特別な事情があるそうなんですよ」

「実はこの水族館、今期の人気アニメに登場したんでござるよｗｗｗ　それで聖地巡礼気運が盛り上がる中、せっかくだからオタカップルも新たな客層として取り込みたいということで依頼があり、拙者たちの出動とあいなったらしいでござるｗｗｗ」

　……麗さん、グルグルメガネなしでその口調はものすごい違和感だ……。

「俺達の方は普通にデートしに来たんです。比奈森と、それから比奈森の妹とも一緒に」

「ああ、そういえばきみ達二人はいろいろ事情があるんでしたね。所長からそれとなく聞いています。もう一人の女の子は比奈森さんの妹さんだったんですね」

「普通にデートとは青春でござるなｗｗｗ　しかも妹同伴とは、エロ同人もかくやと思える姉妹丼展開でござるｗｗｗ」

「し、姉妹丼とかそういうんじゃなくて──」

「……さっきからコソコソと何の話をしてやがるですか……？」

　ギクリと、俺は背後からの声に身体を強こわ張ばらせる。

　振り向くと、そこには不信感ＭＡＸといった雰囲気の妹が俺を睨んでいて、その後ろでは比奈森が「止めたんだけどね」といった感じの申し訳なさそうな表情で立っていた。

「この方達はてめーとどういった関係なんです？　学校の友達には見えねーですけど。それになんか今『ハケン』とかいう言葉も聞こえましたけど、どういう意味です？」

「そ、それは……！」

　いきなりグイグイとクリティカルな部分を追及してくる妹に、俺は冷や汗をダラダラ垂らしながら後ずさる。……ど、どうしよう。ヤバい単語まで聞かれた。

「鳴瀬くんは私の彼とお友達なのよ、お嬢さん」

「「え？」」

　だがその時、不意にキャラに戻った麗さんがそんなことを言い出したので、妹はもちろん俺も何事かと目を丸くする。

「私の彼は見ての通りのオタクで、鳴瀬くんとは秋葉原で知り合って以来の魂の友人だと聞いているわ。さっきも今期の『覇権』アニメのことで盛り上がっていたのよ。ねえ？」

「え？　……あ、ああ、そうでござったなｗｗｗ」

「は、覇権アニメ……？　というか、このお二人がカップル……？」

　妹が信じられないといった感じで困惑しているが、その感覚は非常に正しい。

「拙者、魂の友とこんなところで偶然会えた喜びで少々興奮してしまったでござるｗｗｗそれにしても、鳴瀬氏達もデート中だったとはｗｗｗ　それでは拙者達はこのへんで失礼するでござるよｗｗｗ」

　竹元さんはそう言ってなんとか話を合わせつつ、気をつかってくれたのかそのまま足早に立ち去って行った。

　その際麗さんが「上手く誤魔化してあげたでござるｗｗｗ」とばかりにドヤ顔でサムズアップしてたこととか、竹元さんが小声で「覇権アニメって何ですか……？」と訊たずねていたこととか、ツッコミどころは満載だったわけだが、

「い、いやー、こんなところで知り合いと会うなんてすごい偶然だったな！」

　とりあえず、この場をなんとか切り抜けられたのは確かで、俺はホッと安あん堵どする。

「よ、よくわからねーですけど、ようするにてめーはオタクだったってことですか？」

　……ただし、一つ余計な情報がプラスされてしまったのだけれど。

「てめー、仮にもお姉さまの彼氏を名乗っておきながら、二次元の女の子にもハァハァしてるとはどういう料りょう簡けんですか！」

「ち、違う！　そういうわけじゃなくて……！　ああもう！」

「同性愛疑惑とか二次元趣味とか……！　それ自体は別に全然かまわねーですけど、やっぱりお姉さまの彼氏としては不適格じゃねーですか！　お姉さま！　今すぐこんな変態鬼畜野郎とは別れるべきです！」

「大丈夫だよ紗雪。鳴瀬くんがいくら二次元の女の子にハァハァしてても、私のことを一番好きでいてくれるって信じてるから」

　比奈森はそう言ってニッコリ笑顔でフォローするが、その言い方だと俺が二次元にハァハァしてるってところは否定されてないんですが……。

「ぐぬぬぬぬ……！」

　不可抗力だとはいえ妹の中の俺へのイメージがさらに悪化したようで、比奈森の言葉で口をつぐみはしたものの、妹の視線はさらに険しいものになってしまった。

　その後もまた俺達は水槽を見て回ったが、妹の態度は硬化したままで、俺達がカップルらしく仲なか睦むつまじいところを見せようとしても逆効果だった。

　昼になり館内のレストランで食事をしている間も、妹は俺を警戒したまま。

　妹に俺のことをなんとか気に入ってもらい、俺達がカップルだということを納得してもらうという目もく論ろ見みは、とてもじゃないが成功する兆きざしが見えなかった。

「アプローチを変えるしかないかもしれないね」

　午後になり、俺達が改めて館内巡りを再開してちょうど深海コーナーへと差し掛かった頃、ふと比奈森がそう口を開いた。

「紗雪がどうしても鳴瀬くんのことを認められないなら、もうそれは無視して事実を積み上げていくしかないのかも」

「事実って？」

「私達が本当にお互いを好きで付き合ってるカップルだってことを示すの。その気持ちが本気なら、他人が口出しすることじゃないからね。紗雪はいい子だから、それくらいの常識はちゃんとあるよ」

「な、なるほど。妹にそういう常識があるかどうかはさて置き……、でも確かにお互いの気持ちを第三者にあれこれ言われる筋合いはないよな」

「うん。だからそれを紗雪に証明しないといけないと思う」

「でも、今までもカップルとして振る舞ってきたのに、これ以上どうするんだ？」

　俺がそう訊ねると、比奈森は無言で天井を見上げた。

　いつの間にか俺達は『光のホール』という場所に来ていて、そこは四方の壁に加え天井も水槽になっていた。その中では無数のクラゲが照明を浴びたり自ら光を発したりしながら漂っており、それはとても幻想的な光景だった。

「あ、こら、またてめーは私が目を離した隙にお姉さまと……！」

「カップルなんだから別にいいだろってば……。それよりちゃんと水族館を楽しめよ」

「ふんっ、てめーに言われなくても……、ふわぁ……」

　前を歩いていた妹がまたしても俺と比奈森の距離に文句をつけてくるが、すぐにまたクラゲ達に夢中になってしまった。こういうのが好きってのもあるが、俺達のことを忘れて見とれるくらいこの光景が素晴らしいってのもあるだろう。

「……鳴瀬くん。キス、しよっか」

「なっ!?」

　そんな折、比奈森がいきなりそう言いだして、俺は思わずむせそうになる。

「……い、いきなり何を……！」

「さっきの話だよ。紗雪に私達が本気だってことを見せるためには、それ相応の行動をとらないといけないと思う。それって何かなって考えると……」

「で、でもキスって……。確かに本物のカップルならアリかもだけど、俺達はあくまでも役だぞ？　さすがにそれは、やりすぎじゃないか……？」

「もちろん私も、その……、口はさすがにダメかなって思うよ？　でもほっぺたくらいならどうかなって。それでもやりすぎとは思うけど、こうなったら仕方ないかなって」

　比奈森は「それに」と続ける。

「鳴瀬くんはデート自体を楽しむのも大事だって言ってたよね？　だからもし私達が本物のカップルだったら、今のこの雰囲気なら、そんな気分になるんじゃないかなって」

　そう言って、比奈森はゆっくりと辺りを見回す。俺も同じようにすると、チラホラと俺達以外のカップルの姿があって、みんな仲睦まじそうに身を寄せ合っていた。

　……確かに、なんかいい雰囲気なのは間違いない。

「だから、鳴瀬くん。……キスしてもいい？」

　比奈森に真まっ直すぐ見つめられて、俺はドキリと胸を高鳴らせる。

　幻想的な淡い光に照らされた比奈森は驚くくらい綺き麗れいに見えて、それが演技だってわかっているのに、一瞬本当の彼女からの台詞せりふだと錯覚してしまうくらいだった。

　俺はコクコクと頷うなずく。というか、あらゆる意味で頷くしかできなかった。

「じゃあ、私からいくね？」

　比奈森はその台詞と共に、俺の横へスッと身を寄せてきた。

　そうして、少しだけ背伸びをして俺の頰へと顔を近づける。

　ふわりと髪が揺れ比奈森の香りがしたと思ったら、頰にかすかに比奈森の息があたり、そのくすぐったさで鼓動がさらに高まっていく。

「鳴瀬くん……」

　俺の名を呼ぶ比奈森の声。そしてその後、温かな感触が頰にそっと触れる。

　イメージに反して「チュッ」といった感じの音はしなかった。

　ただひたすらに柔らかな何かが俺の頰を優しく撫なでたような感覚。

　やがて温かな気配は離れていき、振り向くと比奈森が珍しくはにかんだような笑顔を見せていて、

「えへへ……、キス、しちゃった……」

　照明の加減でそう見えたのか、少しだけ頰を染めながらそう言ったのだった。

「──────っ！」

　俺はそんな比奈森の顔を見た瞬間、それまではまるで静かな儀式か何かのように進んでいたキスの余韻が一気に襲ってきて、顔と言わず全身が燃え上がった。

　……き、キスされた！　ひ、比奈森に、ほっぺただけど……、キス……！

「じゃあ、次は鳴瀬くんから、ね……？」

「お、おう……！」

　まるでおねだりのような比奈森の言葉に、俺はガチガチに緊張しながら応える。

　俺はもう何も考えられず、ただ比奈森の横顔に自分の唇を触れさせるだけで精いっぱいで、自分の行為がキスかどうかもわからなかった。

　ただそんな混乱の中でも、比奈森の頰の柔らかさだけは脳のう味み噌そに刻み込まれた。

「……唇ってこんなに柔らかかったんだね」

　キスを終えると、比奈森は頰を手でおさえながら恥ずかしそうに笑った。

　俺は頭の中で「これは演技これは演技……！」と繰り返していたが、今回ばかりは演技とはいえ本当にキスしたことに変わりないので、何の効果もなかった。

「ねえねえ、あれ……」「かーわいー……」「ね、私達も……！」

　気がつくと、いつの間にか周囲からの注目が俺達の方に集まっていた。

　他のカップルの皆さんや家族連れの夫婦などから、どこか生暖かい視線が送られてくるのがわかり、さらに恥ずかしさが燃え上がってくる。

　……うう、だ、だがこれも妹に見せつけるためだ。俺達はこんなところで突然キスをするようなバカップルなんだから、何を言っても無駄！　諦めるしかない！　と思ってくれれば作戦は成功なんだが……！

「……ふわぁ」

「って、見てねーのかよ!?」

　しかし、そういった期待を込めて妹の方に目をやると、妹は天井のクラゲに夢中で俺達の方に注意すら払っていなかった。

　……さっきまであれだけうるさかったくせに、なんでこういう時だけこっちを見てないんですかねぇ!?　俺達のあの恥ずかしさは一体……！

「あ、あはは、キスに夢中で紗雪の動向を確認し忘れてたね」

　さすがの比奈森もこれはうっかりしていたようで、微妙に誤解を招きそうなことを言いながらも申し訳なさそうな顔になるのだった。

「……はぁ、めちゃくちゃ緊張したってのにな……」

「うん、それは私もだよ。でも、やっぱり紗雪に見てもらわないと意味ないから」

「え、それってもう一度やるってこと？」

「うん。……恥ずかしいけど」

　いやいやさすがにそれは──とか、でもそうするしか──など、俺達はしばらくの間、その場でそんなやり取りを続けていたのだが、

「あれ？　妹のやつ、どこ行った？」

　ふと気がつくと妹の姿が消えていて、俺はきょろきょろと辺りを見回す。

「もしかして、一人で先に行っちゃったのかな？」

「あー、あの様子じゃ十分あり得るな……」

　俺は夢中で水槽を見上げていた妹の姿を思い出して頷く。

「追いかけないと──……つっても、どっちに行ったんだ？」

　当然妹を捜そうという流れになったのだが、残念ながらこの先の順路は三つくらいに枝分かれしており、どこに進んで行ったのかわからなかった。

「……電話にも出ないよ。マナーモードで鞄かばんに入れてたから、気づかないのかも」

　比奈森はスマホから耳を離し、ふるふると首を振る。

「とりあえず妹を見つけないといけないのは間違いないけど、どうする？」

「手分けして捜す……のはダメだよね。気づいてまた戻ってくる可能性もあるから。誰かが待ってないと行き違いになっちゃうこともあるよ」

「迷子あるあるだな。……じゃあ、俺が捜しに行くから、比奈森はここで待っててくれ」

　そう言うと比奈森はコクリと頷いたので、俺は一人で妹の捜索へと向かった。

　三つに枝分かれしたコースのうち、とりあえず正面の『魅惑の深海魚コース』を捜す。

　あの妹の様子なら、フラフラとした足取りのまま真っ直ぐ進んでる可能性が高い。

　俺は水槽ではなく人ごみに目を凝らしながら、足早に順路を進んで行く。休日かつ人気スポットということで人の数も多く、その中から小柄な妹を捜すのは骨が折れた。

「お、いた」

　だが数分後、俺は名前もわからない深海魚が入っている水槽の前にへばりついていた妹を無事発見した。どうやら予想通りの動きだったらしい。

「……ひゃっ!?　て、てめーでしたか。いきなりなにしやがるです！」

　やっぱり夢中な様子だったので後頭部をコツンとしてやったら、妹はさすがに驚いたように振り返った。

「お前が一人で勝手に進んで行ったから、こうして捜しに来たんだろうが」

　俺がそう言うと、妹は自覚があったのか、ハッとした様子で顔を赤く染めた。

　それでも謝罪の言葉なしに俺を睨にらむところなんて、実に可愛かわいげがない。

「……て、てめーはともかくお姉さまには謝らないとです。……どこですか？」

「比奈森は元いた場所で待ってるよ。とにかく合流しに行くぞ」

　そう言うと妹は不承不承といった感じながらも頷き、俺達は並んで歩き始めた。

「しっかし夢中になってはぐれるとか、お前ってマジで水族館が好きなんだな」

「うるせーですよ。悪いですか。……ここは昔、お母さんと一緒に来たところだから、ちょっと思い出深い場所だったってだけです」

　妹はポツリと、呟つぶやくように言った。

　お母さん──妹の本当の母親は『いなくなった』と、俺は比奈森から聞いていた。

　今その単語が出てきたことで、俺は少しだけ妹との心の距離が縮まったような感覚を抱いた。……まあ、向こうはそんなつもりは全然ないんだろうけど。

「……なあ、なんでお前は俺と比奈森のことがそんなに気に入らないんだよ」

　俺は、気がついたらそんな質問を投げかけていた。

「はぁ？　前も言ったでしょーよ。てめーが変態野郎だからです」

「ぐ……っ。た、たとえお前の認識がそうだったとしてもだな、比奈森自身が俺を選んでくれたんだから、そこにお前が文句をつけるのは筋違いだろうが」

「……んなこたわかってんですよ。ただ、お姉さまには今まで男の影なんかなかったんです。それなのに急に彼氏とか……」

「……それが、お前が俺を疑う理由なのか？」

「ええそうですよ。いきなりお姉さまの彼氏ですとか言って現れやがってですね……。んなこと信じられるわけねーでしょーよ」

「けど、それは俺が言い張ってるだけじゃなくて、当の比奈森も認めてるんだぞ？　お前はじゃあ、比奈森の言うことも疑ってるのか？」

「んなわけねーです！　お姉さまが私に噓うそをつくはずなんてねーでしょ！」

　俺の疑問に、妹は苦し気に顔をしかめながら語気を荒げた。

「……そうです。お姉さままで私を裏切るなんて、そんなのありえねーですよ……」

「だったら矛盾してるじゃねーか。俺が彼氏だって信じられないけど、そう言ってる比奈森の言葉は本当だなんて」

「……ふんっ！　だからこそ、気に入らねーんです……」

　妹はそう言って、話は終わりだとばかりにプイッと顔を背けた。

　俺は肩をすくめながらも、これって結構根深い問題なのかもしれないと考えていた。

　……論理と感情。その齟そ齬ごが原因だとしたら、どうすればいいんだろうか……？

「ってゆーか、お姉さまがいないんですけど」

　そんなことを考えながら俺達は光のホールへと戻ってきたわけだが、なぜかそこで待ってるはずの比奈森の姿がどこにも見当たらなかった。

「……あれ？　おかしいな。ここにいるはずなんだけど」

「なにやってんですかてめーは！　ほんっとにドンくさいですね！」

「もとはと言えばお前がはぐれたからだろうが！」

　妹とギャーギャー言い争いながらも、俺は比奈森がいなくなったことに首を傾かしげる。

「確かに待ってるって言ってたのに。……トイレにでも行ってるのかな？」

「て、てめー！　変態だ変態だとは思ってたけど、なにトンデモナイ想像をしてやがるですか！　大体美の化身であるお姉さまはトイレになど行かねーんですよ！」

「な、何も想像なんてしてねーよ！　ってか、お前の言ってることの方がはるかにトンデモねーだろうが！」

　再び言い争いを始める俺達だが、そうしている間もやっぱり比奈森は戻ってこない。

「まあ、なんにせよここで待ってるしかないだろ。捜しに行って、また行き違いにでもなったら困るし」

「なに悠長なこと言ってるですかてめーは！　一刻も早くお姉さまを見つけないといけないに決まってるでしょーが！　もしかしたらお姉さまは変な男にナンパとかされてるかもしれねーんですよ!?　ああ、お姉さまが美しすぎるばっかりに……！」

　さすがにそれは心配しすぎだろ……と呆あきれたが、なんだか俺も少し落ち着かない気分になってきた。……ほら、今は役とはいえ彼氏なわけだから、多少は。

　それに、妹のナンパ云うん々ぬんを真に受けたわけじゃないが、いなくなってるのは事実だ。

　なにより「早くお姉さまを捜しやがれです！」と妹がゲシゲシ蹴ってくるのもウザいので、早く比奈森を見つけたいところだけど……、どうするか。

「……うーん、こうなったら館内放送で呼び出してもらうしかないかな」

「え？」

　俺がそう言うと、妹はどこか呆ぼう然ぜんとした感じの表情を見せた。

「ほら、闇雲に捜しに行ってまた行き違いになっても困るしさ。メインホールにインフォメーションセンターがあっただろ。あそこに行こうぜ」

「…………」

　……なんで黙ってんだよ。仕方ないだろ、他に方法がないんだから。

　俺はなぜか黙り込んだ妹を連れて、メインホールへと向かう。

　急に大人しくなった妹が不気味だったが、とにかく今は比奈森と合流するのが先決だ。

「確かあの辺に──って、比奈森？」

「あ、鳴瀬くん。紗雪も。よかった、見つかったんだね」

　だがメインホールに入った瞬間、俺はそこで比奈森の姿を見つけた。

　向こうも同じタイミングでこっちを発見したらしく、小走りでやって来る。

「なんで比奈森がここに？　ってか、なんでいなくなってたんだよ」

「それについてはごめんなさい。実はあの後、しばらくの間は待ってたんだけど、そのうち紗雪にそっくりの後ろ姿を見つけて……。つい追いかけたんだけど、それが全く違う子だったんだよ。それでまた戻ろうと思って」

　その途中、偶然メインホールで俺達と出くわしたというわけらしい。

　似た後ろ姿を見て思わず追いかけて、しかもそれが人違いだったなんて。普段の冷静な比奈森にしてはウッカリな行動だったけど、それだけ妹のことが心配だったんだろう。

「もしかして、鳴瀬くん達は私のことを捜しに？」

「いや、館内放送で比奈森を呼び出してもらおうと思ってさ」

「あ、そうなんだ。面倒なことになっちゃって、本当にごめんね。でも紗雪が見つかってよかったよ。……あれ？　どうしたの紗雪？」

　俺達はそうやって合流できたことを喜んでいたが、比奈森がふと気づいたといった感じで、俺の横で相変わらず黙ったままの妹に視線を向けた。

「……………………ですか？」

　やがて、妹がどこか恐る恐るといった感じで口を開いた。

「……どうして、なんですか？」

「え？　なにが、紗雪？」

「どうして、鳴瀬さんは館内放送を使おうと思ったんですか……？　それに、どうしてお姉さまはそのことを当たり前のように受け止めているんですか……？」

　俺も比奈森も、妹の質問の意味がわからず思わず顔を見合わせる。

　だけどその時、漠然とした不安が足元から湧き出てくるような感覚がした。

「……どうしてスマホを使わなかったんですか？　電話なりメッセなりで連絡を取り合えば、館内放送なんてものを使わずに済むはずなのに……？」

　その感覚は、妹の表情が切実なものに変わっていくにつれ大きくなっていく。

　そして、

「……まさか、彼氏と彼女なのに、お互いの連絡先を知らないんですか……？」

「────っ!!」

　その一言が発せられた瞬間、俺は取り返しのつかないミスを犯したことを知った。

　……しまった……！　俺はなんでこんなことに今まで気づかなかった……!?

　お互いの連絡先の交換。こんなのは人付き合いの基本中の基本だ。それこそカップルじゃなくたって、普通にやっておくべきことじゃないか……！

　だが、俺達はその基本をやっていなかった。なぜなら俺達は本当のカップルではなく、友達というわけでもない。派遣カップルでユニットを組んでいるだけの関係で、いつも事務所で落ち合うわけだから、連絡先の交換をする理由も必然性もなかった。

　でもそんな甘い認識が今、致命的な綻びとして俺達の前に突き付けられている。

　……迂う闊かつだった……！　これは完全に俺のミスだ……！

　思い返せば、この前こいつにスマホを取られかけた時に気づいておくべきことだったんだ。比奈森の写真どころじゃない、携帯番号さえ入っていなかったってのに、どうしてそのことに思い至らなかったんだ……！

「こ、これは……！」

　俺はなんとか誤魔化そうと口を開く。だが言葉は続かず、いたずらに声の出ない口をパクパクと動かすことしかできなかった。

　──ほら、やっぱり偽にせ者ものじゃねーですか！　さっさと消えやがれです！

　一瞬、そんな感じで勝ち誇りながら俺を糾弾してくる妹の姿が思い浮かんだ。

「…………」

　けれど、よく見ると妹は俺の方になど視線さえ向けていなかった。

　ただ唇をギュッと嚙かみしめながら、何かに耐えるように比奈森を見据えているだけだ。

「鳴瀬さんは、本当にお姉さまの彼氏なんですか……？」

「それは……」

「お姉さまは、私にずっとウソをついていたんですか……？」

　その時、比奈森がハッと息を吞のんだが、その理由はすぐにわかった。

　妹の目に、ジワリと涙が浮かんでいるのが俺の目にも見えたからだ。

　もう誤魔化せない──そんな直感と共に、いろんなものがガラガラと崩れていくような音が確かに聞こえた。

「お姉さまは……、そんなウソをつかないといけないくらい、私の気持ちが迷惑だったんですか……？」

　絞り出すような妹の声に、比奈森は何も答えられない。

　ここで「違う」と否定すること自体は簡単だ。でも、そうしたところでどうなる？

　妹の心にあるのは、既に『疑念』ではなく『確信』だ。それを否定したところで、いたずらに傷口を大きくするだけだということは、誰にでもわかることだった。

「紗雪…………」

　笑顔の消えた比奈森は、ただ呆然と妹の名を呟つぶやくことしかできない。

　その沈黙は、なによりも雄弁に真実を語っていた。

「…………私、先に家に帰ります……」

　やがて妹は、涙の浮かんだ瞳でそんな比奈森を寂しそうに見つめた後、泣きわめくでも責めるでもなく、静かにそう言って踵きびすを返した。

　小さな小さな妹の背中。寂しさに一人押しつぶされそうになっている後ろ姿。

　だけど俺も比奈森も、そんな妹を呼び止めることなどできなかった。かける言葉が何一つ見つからなかったのだ。

　俺達は妹の姿が完全に消えた後でも、しばらくの間その場に立ち尽くしていた。

「……比奈森、ごめん。俺、全然気づかなくて……」

　どれくらいそうしていたかわからないけれど、俺は気がついたらそう口にしていた。

「……ううん、鳴瀬くんだけのせいじゃないよ。気づかなかったのは私も同じ。連絡先なんて、そんな簡単なことにも思い至らなかった……」

　比奈森はそう返したけれど、その声には力がなく、今にも倒れそうな感じがした。

　俺は何か声をかけようと思ったけれど、その前に比奈森が静かに語り出した。

「……この前、紗雪のお母さんが紗雪を置いていなくなったって話をしたよね……？」

「ああ……」

「その時ね、紗雪はお母さんにこう言われたんだって。『すぐに帰ってくるから、いい子で待っててね』って」

「…………」

「でも、お母さんはそのまま二度と帰って来なかった。紗雪にウソをついていなくなったんだよ。紗雪はその言葉を信じてずっと待ってたのに……」

　比奈森はまだ、妹が去った方向を呆然と見つめている。

「紗雪が私にお母さんの姿を重ねてるって話はしたと思うけど、それはとても危なっかしいものだったんだ。まるで私がいなかったらそのまま壊れていっちゃいそうな……。でもそれはやっぱり依存に近いものだから、私は心配だった。だから私から自然と離れていってもらいたくて、彼氏でもできればそうなるんじゃないかって思ってたんだけど……」

　──結局、私はそのお母さんと同じように、紗雪の心を傷つけただけだったね。

　俺はその比奈森の言葉を聞いて、ズキリと胸が痛んだ。

　比奈森の顔には表情がなかった。でも、だからこそ余計に、自分自身のその言葉で深く打ちのめされているようにも見えたんだ。

「……違うだろ。妹の母親は妹を捨てるためにウソをついたけど、比奈森は逆だ。妹とのつながりを守るためのウソだったんじゃないか」

　だから、俺はその言葉をどうしても否定したかった。

　事実、比奈森の行動は全て妹のことを想おもってのものなんだから。

「…………違うよ」

　だけど、比奈森は寂しげな笑みを浮かべながら首を振った。

「紗雪のことが大切で、紗雪のことを想ってこういうことをしたっていうのは本当だよ。……でも、実はそれだけが理由じゃなかったから」

「……どういうことだ？」

「私自身の理由があったんだよ。…………私の『仮面』っていう理由が」

「仮面……？」

　俺は、急に比奈森がよくわからないことを言い出したので、思わず訊きき返した。

　すると比奈森は、少しの間黙り込んだ後、ゆっくりと口を開いた。

「……私の死んだお父さんは厳格な人で、こうあるべきだって規範意識のすごく強い人だったんだ。自分にも他人にも厳しい人だったから、娘の私に『正しい人格』が形成されるよう、子供の頃からずっとそういう考えで私に接してた」

　比奈森は過去を思い出すかのように、どこか遠くを見つめる。

「思い出せる一番古いお父さんとの記憶は、どこかのお祭りに行った時のことだった。私はそこで綿あめが食べたくて、お父さんに遠回りにおねだりをした。そしたらお父さんはダメだって言った。あれは身体からだに悪い食べ物で、そんなものを食べたいと思う気持ちはよくないものだから忘れなさいって」

「……それは」

「その時の私がどう感じたのかは覚えてないけど、でもお父さんの私への態度はそんな感じだった。家ではお父さんの言葉が絶対で、お父さんが間違ってると言えば、それは間違ったことだったんだよ」

　俺は何も言えず、比奈森の話を聞いていた。

「ある日の夜、私は一人で寝てた。まだ四、五歳くらいだったと思うけど、お父さんの教育方針だったんだと思う。子供の頃の私は怖がりで、一人で寝るのが嫌だった。しかもその日の夜は雷がずっと鳴ってて、私はとうとう怖くなって両親の寝室に行ったんだ。怖いから一緒に寝てほしい──私はそうお願いしたけど、お父さんはダメだと言った。自立心を養うには、そういう怖さも克服しないといけないって。お父さんの言う通りにしておけば何も心配いらないからって」

「…………」

「その頃くらいからかな、私は自分の気持ちを押し殺すようになっていった。私の気持ちは間違っていてお父さんの言うことが正しいんだから、そうなるのは自然だったと思う。そうして私はいつしかお父さんの望む通りに振る舞うようになって、お父さんは満足してたように思うよ」

　比奈森は淡々と、どこか他人ひと事ごとのように語っていく。

「そういった振る舞いの対象がお父さん以外の人達にも広がっていくのにそう時間はかからなかったと思う。自分の気持ちを無視して望まれてる役柄を演じてるだけで、何の軋あつ轢れきもなく人と付き合うことができた。私はそれを、いつしか『仮面』と呼ぶようになった。私はその『仮面』を長年ずっと研究して、どんな状況で誰を相手にしてもそつなく対応できる自分を作り上げていったんだよ」

　でも──と、比奈森は続けた。

「やがてお父さんが死んで、ふと振り返ったら、私はいつの間にか『仮面』を外した自分がわからなくなってた。『本当の自分』ってやつを失なくしちゃったって言うのかな。私にはもう『仮面』をつけている以外の自分が失くなってたんだ」

　比奈森はそう言って薄く笑った。笑いながら「ショックだったよ」と言った。

「でも不思議と辛つらくはなかったかな。自分は一生この『仮面』をつけて生きていくんだろうなって思ってたから。けど、それでも『仮面』をつけた自分は偽にせ物ものだって自覚はあった。だから、紗雪の気持ちには申し訳ないと思ったんだよ。紗雪は私のことを本当に慕ってくれてる。けど、偽物の『仮面』の私にはその好意に応えることはできない。……ううん、紗雪だけじゃなく、彼氏を作ったりとか恋愛をしたりとか、そういう誰かから愛される資格は、私にはないんだよ」

　比奈森はそう言ってから、不意に俺の方へと振り返った。そして「こんなことに鳴瀬くんを巻き込んじゃって、本当にごめんなさい」と言って、深々と頭を下げてきた。

　俺はそんな比奈森を見ながら、そしてこれまでの比奈森の言葉を頭の中で反はん芻すうしながら呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　頭の中はグチャグチャで、口の中はカラカラで、正直なところ、俺は比奈森の言った内容がほとんど理解できていなかった。ただただ『仮面』とか『本当の自分』という言葉が思考の中をグルグル回るだけで、しかし何もまとまらない。

　けど、そう口にした比奈森が深く傷ついているのだけは察した。

　悲しそうな笑みを浮かべる比奈森に、かける言葉が見つからない自分に歯は嚙がみする。

　それでも、俺はまとまらない思考を必死に紡つむぎながら口を開く。

「お、俺は──……その、仮面とか、よくわからないんだけど……。それでも、比奈森が誰からも愛される資格がないだなんて思わない……」

　だって──……だって、なんだ？　くそっ、なんで俺はこうも頭の回転が鈍いんだ！

「……だ、だって……、妹が比奈森のことを好きって気持ちは本物だし、それにもし俺が本当に比奈森の彼氏だったら、同じように思うだろうし……。お前は自分を偽物だって言うけど、お前を好きな人達の気持ちは偽物じゃないはずだろ……？」

　俺は自分でも何を言ってるかわからなかった。でも、それでも『何か』を伝えないといけないと思って、必死に言葉を探しながら口を開く。

　それを聞いた比奈森は、一瞬驚いたように目を見開いた。

「……そう、だったらいいよね」

　だけどまたすぐに寂しそうに笑いながら、呟つぶやくようにそう言った。

　その答えはどこか遠くにあるもののように聞こえて、それは俺と比奈森の間にある距離感のせいなのかもしれないと思った。

　俺と比奈森は本当のカップルじゃない。友達でもない。利害が一致しているだけの単なる協力関係だ。お互いの連絡先さえ知らないし、もちろん写真も持ってない。

　ここが俺達の限界ラインなのかもしれない。ここから先は踏む込むこともできないし、そもそもそうするべきじゃない。比奈森の言葉は、暗にそう伝えているのだろうか。

　俺も比奈森も、言うべき言葉を失くしてしまったかのように無言で向かい合っていた。

　その間には、一体どれだけの隔たりがあるのだろう。

「……私も家に帰るね。紗雪を追いかけないと」

　やがて比奈森は、そう言って顔を上げた。

「これからどうするんだ……？」

　俺が訊たずねると、比奈森は「謝るしかないよ」と答えた。

「とにかく紗雪に謝って謝って……、それでも許してもらえなくて嫌われたとしても、それはそれで『仮面』の私には相応ふさわしいことかもしれないから」

　そう言った時の比奈森の表情は、いつも通りの柔和な笑顔。

　だが俺はそんな比奈森を直視できず、思わず視線を逸そらすしかなかった。

　比奈森は「じゃあ」と言って歩き出そうとした。だがその直前、ふと立ち止まって再度俺の方へと振り向いた。

「……こんなことになっちゃったから、もう彼氏役は意味がないよね。鳴瀬くんには本当に申し訳ないけど、ユニットはこれで解散、かな……」

「……あ、ああ、仕方ないよな」

「うん、ごめんね……。鳴瀬くん、今までありがとう。それから──」

　──さようなら。

　比奈森は最後にそう言ってから、何かを振り切るように小走りに去っていった。

　またね、ではなく、さようなら。いろんな意味が込められた別れの言葉。

「……………………」

　俺は比奈森の姿が消えた後も、なおしばらくの間その場から動けなかった。

　頭の中は真っ白で、何を考えればいいのかもわからない。

　いや、もう俺に考えるべきことなんて何もないのかもしれない。

　やがて、俺はほとんど無意識のままノロノロと歩き出した。

　水族館を出て、電車に乗って、自分の街へと戻る。その間の記憶はほとんどなくて、俺はまるで機械にでもなったかのように自動的に動いていたような感じだった。

「……あれ？　なんで……？」

　そうしてハッと我に返った時には、俺はなぜか霧きり島しま芸能事務所の前に立っていた。

　今日はここに用事はない。

　……なのに家に帰るでもなく、なんでこんな場所に俺はやって来たんだ……？

　俺は自分の行動が理解できないながらも、そのままフラフラとした足取りで事務所の中へと入った。

「おやー？　鳴瀬くんじゃないかきみー」

　事務所には所長一人だった。今は素のキャラらしく、いつも通りのダラッとした様子でスマホ片手にソファに寝そべってる。

「ちょうどよかったよー。いまさっき、比奈森くんからユニットを解散したいって連絡が入ったんだよー。いきなりでビックリしたけど、何かあったのかい？」

　そう訊ねられ、俺はギクリとする。

　……そうか、比奈森はもう所長に連絡を入れてたのか。

「確か今日はきみ達、オフでデートとかいう話だったよねー？　あー、さてはきみー、そこで何かやらかしちゃったなー？　まったくー、これだから童貞は──」

　所長は茶化すような感じでそう続けたが、俺がただ無言で立ち尽くしていると、間もなくからかうような笑みを引っ込めた。

「……っと、なんだか冗談を言える雰囲気じゃなさそうだねー」

　どこか心配そうな様子で目を細める所長だったが、やっぱり俺は何も答えない。

　水族館での出来事は、いまだに俺の中でまるで整理ができていなかったから。

「……ふむー、よくわかんないけど、辞めるって言われたらこっちは無理に引き留めることもできないしねー。でも、きみ達はいいユニットだったのに、残念だなー。鳴瀬くんとしても、このままでいいのかねー？」

　俺が黙ったままでいると、所長はポリポリと頭をかきながらそう言った。

　……このままでいいかって？　そんなの、いいわけないに決まってる……。

　ユニットがどうとかじゃなく、比奈森と妹があんなことになって、その責任は明らかに俺にあるわけだし。

　……でも、だからって、俺に何ができるっていうんだ？

　比奈森と妹の問題。比奈森自身の問題。

　俺はただ単にその構図の中で彼氏役というギミックの役割で参加していたに過ぎない、いわば部外者だ。俺が彼氏役に選ばれたのだって、偶然そこにいたってだけで、それ以外の特別な理由なんてない。そんな俺にできることなんて何もないじゃないか……。

　…………けど。

　けど、同時にこのまま諦めるわけにはいかないという気持ちも確かにあった。

　だって、このままじゃ比奈森と妹の関係はどうなる？

　妹は比奈森に裏切られたと思ってる。確かに比奈森は彼氏がいるとウソをついたが、でもそれはあくまでも妹のためを想おもってのことだ。そこに悪意はない。

　それでも、きっとこのままだとあの二人の関係は元に戻らない。

　それはお互いにとって不幸なことだ。そんなのは……やっぱダメだろ……。

　比奈森のあの寂しそうな笑顔を思い出すと、胸がかきむしられるような感覚になる。

　このままじゃダメだ。何かせずにはいられない。気持ちが焦あせる。

　……だけど、それでもやっぱり俺にできることはもう、何も……。

「演技で何かミスをやらかした時ってさー」

「え？」

　その時、所長のそんな声が聞こえてきて、俺はハッと顔を上げた。

　所長はいつの間にかソファに座り直していて、真まっ直すぐに俺を見据えていた。

　いつも通りのダルダルな雰囲気。だけど、今はその視線に不思議な力強さがあった。

「ぶっちゃけ凹へこむよねー。ミスしたって自覚できちゃう分ショックを受けるし、それで焦ってその後の演技までグチャグチャになっちゃうんだよねー」

　所長は「わかるわかる」と呟きながら、うんうんと頷うなずく。

「特にうちの仕事はそうでねー。最初に言ったけど、リハもなければカットもない本番一発勝負なんだから、そりゃミスったらそれまでだよ。もう取り返しはつかない」

　俺は、その言葉が心に重くのしかかるのを感じた。

　取り返しがつかないというのは、今まさに俺の置かれた状況そのものだったからだ。

「……けどね、そういう時は結局開き直るしかないんだよね。ミスっても、迷っても、悩んでも、役者にできるのは演じること以外ないんだからさ」

　しかし所長は、落ち込む俺を眺めながら静かにそう続けた。

「取り返しはつかないけど、うちの演技に筋書きなんてないんだ。台本のない舞台には無限の可能性がある。だったらそのミスさえ演技の一部と思って先に進むことはできるさ」

「で、でも、俺にはもうできることが……」

「おいおい、そんな弱気でどうするんだ。役者を目指すっていうのなら、最後まで役を貫くのがきみの使命だろ？　……少なくとも、まだ幕が下りてない限りは、ね」

「…………っ！」

　俺はその所長の言葉に息を吞のんだ。

　同時に、自分がどんな人間かを、今この瞬間思い出した気がした。

　俺は役者を志す者だ。できること、そしてすべきことは演技だけ。

　比奈森はもう彼氏役は意味がないと言っていたけど、本当にそうか？

　幕はまだ下りきっていないんじゃないか？　なら個人としての俺にできることはなくても、役者としての俺にできることはまだ残っているのでは？　だって──

「どんな役でも最後まで演じきるのが、役者の使命……だからか」

　俺が無意識のうちに拳を握りしめながらそう呟くと、所長は「ん」と頷いた。

　……そうだ、まだギリギリ幕は下りきってないはずだ。舞台が続いているなら、俺がすべきことはまだ残っているはず。ミスさえも開き直ってやるべき何かが……。

　だったら──

「所長！　俺、ちょっとやり残したことがあるんで、今から行ってきます！」

「でもきみ、今日はこれからシノプロのオーディションじゃなかったっけー？」

「まだ時間はありますし、ギリ間に合わせますよ！　それに……」

「それに？」

「今演じてる役が終わってないのに、別の役の演技なんてできませんからね！」

　俺がそう答えると、所長はニヤッと笑ってから、またダルっとソファに寝そべった。

「行ってらー」

　そうしてヒラヒラとやる気のない見送りをしてくれたので、俺はそんな所長に一礼してから事務所を飛び出した。

　全力で街を走り抜け、息苦しいのも無視してとにかく急ぐ。

　向かうべき場所は──……もちろん一つしかない！




　　　　▼




「鳴瀬くん!?　どうして……!?」

　十数分後、俺は比奈森の家の玄関先でぜぇぜぇと息を切らせていた。

　呼び鈴を連打して出てきた比奈森はそんな俺を見て驚いていたが、今はそんなことはどうでもいい。

「……はぁはぁ、妹の様子は……？」

「え？　へ、部屋に閉じこもったきりで、私には会いたくないって……」

「そうか……、任せろ」

　俺はそう言って家の中へと入る。妹の部屋はどこかと訊きくと、比奈森はビックリした様子で目を丸くした。どうするのと問う比奈森に、

「俺は最後まで比奈森の彼氏役だから、その役目を果たすよ」

　と、俺はただそう答えた。

　妹の部屋の前まで来ると、俺は比奈森を残して一人で中に入った。

　室内はカーテンが閉め切られ、電灯もついておらず薄暗かった。ベッドの上では布ふ団とんがこんもり丸くなっており、どうやら妹はそこに立てこもっているらしい。

「おい妹、邪魔するぞ」

「ひゃっ!?　な、ななななんでてめーがいやがるですか!?」

　俺が声をかけると、てっきり比奈森だと思っていたらしい妹は布団から飛び出てきた。

　突然の俺の登場に慌てていたが、しかしすぐにキッと俺を睨にらみつけると、

「偽にせ物ものの自称彼氏が、いまさら何しに来やがったってんです……！」

　そんな言葉を吐いて、明らかな拒絶の意を示した。

　俺はそんな妹を見据えながら、今こそ全ての力を発揮して演じる時だと考えた。

　彼氏役として、この場面で俺はどうすべきか、何を口にするべきか。

　……いや『べき』とかそういうことじゃなくて、もし俺が本当に比奈森の彼氏なら、この場面で何をしたいか、何を妹に伝えたいか──

「…………あ」

　次の瞬間、不思議な感覚が俺の全身を包んだ気がした。

　身体からだ中に電流が走ったような衝撃。それでいてどこまでも落ち着いた気分。

　それは昔、たった一度だけ経験したことのある感覚だった。

　役が自分という存在とピッタリと重なるような、なんともいえない一瞬。

　俺は気がつくと、自分が比奈森の彼氏であることに何の疑いも抱いていなかった。

「悪いな急に。比奈森の彼氏として、お前に言い忘れたことがあってさ」

「は、はぁ!?　何を言ってやがるですか！　だからてめーは偽彼氏だって──」

「あ？　お前こそ何言ってんだ。俺は比奈森の彼氏に決まってんだろ」

「な、な、な!?」

　俺があまりにも堂々と言い返したからか、妹は目を白黒させる。

「言い忘れたことってのは、俺が比奈森のどこを好きになったかって話なんだけどな」

「だ、だから！　てめーが彼氏だっていうのはお姉さまのウソだと──」

「この前訊かれた時にちゃんと答えられなかったからさ。なんかお前、俺のことを疑ってるみたいだから、じゃあもうぶっちゃけようかと」

「ひ、ひとの話を聞いてやがるですかてめー!?」

「聞いてない。でもお前は聞け。いいか？　俺が比奈森のどこが好きかって言うとな、一言で言えば全部なんだけど、あえて言うなら笑顔の裏側に惹ひかれたからだ」

　俺は妹にズイッと迫り、真っ直ぐにその瞳を見据えながら続けた。

「比奈森はいつも笑顔だけど、本当はすごくか弱くて寂しがり屋な女の子だ。心の中で泣いてても、それを笑顔で覆い隠すようなやつなんだ。俺はそんな健けな気げで、でもどこか危なっかしい感じの比奈森が放っておけなくて、そこがどうしようもなく好きになったんだ」

「ななな……！」

「俺は比奈森を、自分の命に代えても守りたいと思った。そんなことをマジで思えるような女の子なんて普通いねーよ。でも、俺はあいつと出会ったんだ。俺は比奈森のことを愛してる。あいつが背負ってる重荷があったとしたら、俺はそれを一緒に持って歩んでいきたい。この気持ちを、偽物だなんて言われる筋合いはねーよ」

「……っ！　…………っ!?」

　俺のあまりにもストレートな告白に、妹は今にも爆発しそうなほど顔を赤くして口をパクパク動かしていた。どうやら言葉を失っているらしい。

　今俺の口から出てきた比奈森への想いは、全て本心だった。

　そこには役としてとか俺個人としてとか、そんな線引きはなかった。

　その二つが同時に存在し、そんな中から出てきた正直な想いだ。つまりは『本物』だ。

「……ソです……っ！　う、ウソです……！　そんな……！」

　だが妹は、それでもブンブンと頭を振りながら自分に言い聞かせる。

「だからウソじゃないって。俺は比奈森を愛してるんだよ」

「あ、あぃ……!?　じゃ、じゃああれは何だったんですか！　なんでそんな愛してる人の連絡先も、てめーは知らなかったんですか！」

「だってそんなの知らなくても、俺の比奈森への愛は揺るぎないし」

「はああぁっ!?」

　俺の自信たっぷりの答えに、妹は愕がく然ぜんとする。

「直接会えなくても声を聞けなくても、俺は比奈森の姿を脳内でハッキリ描き出せるからな！　寂しいとかそういうのは全然なかったから、連絡先とかいう発想が頭から抜けてたんだわ。ってか比奈森とは脳内でいつでもコミュニケーション可能なわけだし、別に連絡先とか知ってても知らなくても同じだよな？」

「んなわけねーでしょ!?」

　目を白黒させながらもツッコむ妹。

「ふ、ふ、ふざけんじゃねーですよ!?　そ、そんなバカな答えが……！　じゃあ、付き合ってるのになんで苗みょう字じで呼び合ってんですか！　それも変だと思ってたんですよ！」

「だって俺の中では比奈森は比奈森だし。それにさ、名前で呼ぶなんてうれしいシチュエーションをそんな簡単に達成したらもったいないだろ？　優ゆ衣いって呼ぶのは、結婚してからでもいいかなって。楽しみはとっておきたいじゃねーか」

「け、けけけけ!?」

　俺の答えに、妹の顔の赤さが限界突破だ。なんか頭もグラグラ揺れてきたし。

　その後も俺は妹からの「じゃ、じゃああれは……！」といった質問に同じように答えていった。俺が比奈森を愛しているのは『本当』なんだから、回答に詰まるわけもない。

「……あぅ、あうぅ……」

　やがて妹は、頭からシューシューと湯気を出して動かなくなった。

　俺の比奈森への愛の強さに脳のう味み噌そがオーバーヒートしたのかもしれない。

「これで、俺が正真正銘比奈森の彼氏だって信じてくれたか？」

　俺の質問に、妹は頭を前後にわずかに揺らす。頷うなずいたと受け取っておくとして、俺は最後に真面目な顔で、もう一度妹の顔を真まっ直すぐに見据えた。

「俺は、お前が比奈森のことを大好きだってことをよーく知ってる。けどな、何度も言うけど俺は比奈森のことを愛してるんだ。だから、たとえそれが比奈森の妹相手でも、俺は譲らないからな。俺の比奈森は、誰にも渡さない」

　わかったか？　と訊たずねたが、妹は完全に機能停止しているようで、答えはなかった。

　俺はそれを肯定と受け取って「じゃあ、急に悪かったな」とだけ残し部屋を後にした。

「きゃっ!?」

　廊下に出ると、なぜか比奈森が弾はじかれたような動きで後ずさるところだった。

　どうやら中の様子に聞き耳を立てていたらしく、真っ赤な顔で目を見開いている。

　こんな比奈森の表情は初めてで、なんだかすごく新鮮だ。

「……えっと、聞いてた、よな？」

　とはいえ、俺もまたいまさら恥ずかしい気分になりながらそう訊ねると、比奈森は顔を赤くしたままコクコクと頷く。

「ど、どうしてあんなことを……？」

　その質問はもっともだと思う。いきなり押し掛けてきたかと思ったら、妹の前であんな台詞せりふをぶちまけたんだから。……ただ、後悔はしていない。

「与えられた役は、最後まで演じきらないといけないって思ったから……かな」

「そ、それだけのために……？」

「それに、なんかすっきりしなかったってのもあるよ。このままでいいのかとか、比奈森の言ったこととか……、そういうのが頭の中でグルグル回ってジッとしてられなかった」

　比奈森は俺の言葉に、よくわからないと困惑した様子で首を傾かしげた。

　俺は小さく深呼吸をして、もう一度頭の中を整理する。比奈森に会ったら言おうと思っていたことがあった。比奈森の言う『仮面』とやらの話だ。

「……俺さ、昔アクターズスクールに通ってたってのは言ったよな？」

「え？　う、うん」

「何年か通ってたんだけど全然芽が出なくてさ。一度だけ、小さな劇で演じた役で好評をもらったことはあるけど、それ以外じゃもう散々だった。当然評価もボロボロで、何度も指摘されたのが『自分に合う役だけしか上手うまく演じられない』ってことだったんだ」

「…………」

「講師の人はいつもこう言ってたよ。演じるっていうのは自分を消して、その役になりきることなんだって。完全に別人になり代わることだって……。でも、俺はその説明が今でもしっくりこないんだ」

「……それは、どうして？」

「だってそうだろ？　自分を消すとか、そんなの不可能じゃないか？　別人になり代わるなんてのも、こうやって現に俺って存在がいるのにどうやってやるんだ？　考えれば考えるほど意味がわからなかったし、今でもわからない。……だから、比奈森、お前が言った仮面がどうとかいう話も、俺には全然理解できなかった」

「……え？」

　俺の言葉に、比奈森はポカンとしたような顔を見せた。

「比奈森は昔お父さんといろいろあって、本心じゃない仮面ってのをかぶるようになり、それでついには本当の自分てやつもなくしたって話だったよな？　……でも、やっぱ俺にはいまいちそれがわからないんだ。だって、本当の自分がないんだったら、今こうやって目の前にいる比奈森は一体何なんだ？」

「だ、だからそれは『仮面』を演じている姿だよ。鳴瀬くんの私へのイメージは全部『本当の私』じゃなく、あくまでも『仮面』のものでしかなくて……」

「でも、その仮面ってやつを演じているのも比奈森自身じゃないのか？　仮面の比奈森も本当の比奈森の一面のはずだろ？」

　俺の問いに、比奈森は何も言い返さない。

　俺もまた、答えを待つことなく思っていることを吐き出すつもりで続ける。

「……やっぱ俺にはわからないよ。今までの比奈森の姿が仮面ってやつで、全部演じてただけだって言われても、俺にはどうしても納得できない。だって俺にとっての比奈森は、……いつも笑顔で平然としてて何事にも動じなくて、何考えてるかちょっとわからないところがあるけど、でも時々やたらと可愛かわいくて……。冷静かと思ったら天然なところもあって、芯は強いくせに意外に悩みも抱えてるんだなって……。そんな、そんないろんなところをひっくるめた、今ここにいる比奈森なんだからさ……！」

　俺はグチャグチャになった頭の中をそのまま言葉にしていった。

　自分でも何を言っているかよくわからなかったけど、言えば言うほど心の中に沈んでいた何かが少しずつ軽くなっていくような気もした。

　全てを吐き出した後、俺は一度大きく息を吐いた。そうしてから顔を上げると、比奈森が呆ぼう然ぜんとした様子で俺を見つめているのに気がついた。

　どこまでも真っ直ぐで、そしてどこかすがるような視線。そして赤く染まった頰。

　俺はそんな比奈森を見て、急に自分が恥ずかしくなって、

「……ご、ごめん。俺、なんか勝手にわかったようなこと言って……。い、今のはただ、俺がそう思ったってだけの話だから……」

　そう言って、おそらく自分も赤くなってるだろう顔を背けた。

　そうしてしばらくの間、俺達は無言で向かい合っていたが、

「……ううん」

　やがて比奈森はふるふると首を振ると、

「ありがとう、鳴瀬くん……」

　ふわりと笑顔を浮かべて、ただそれだけを呟つぶやくように口にした。

　それが何に対する「ありがとう」なのか、俺にはよくわからなかった。

　ただ、俺はその一言でようやく幕が下りきったのだと思った。俺の役は終わったんだ。

　俺は何も言わずに、ただ比奈森の顔をジッと見つめる。

　そこに浮かんでいたのはいつもの柔和な笑みじゃない。

　時折見せる、思わず照れてしまうような必殺の笑顔でもない。

　今まで見たことがないような、比奈森優衣という少女の等身大の表情──

　そう自覚した途端、俺は急に身体からだの中から熱が噴き出してきたような感覚に襲われて、なんだか猛烈に恥ずかしい気分になってしまった。

「……じゃ、じゃあ俺、そろそろ帰るよ」

　気がついたら、俺はまるで逃げ出すように比奈森の家を出ようとしていた。

「あ、そういえば鳴瀬くん、オーディションは大丈夫なの？」

「え？　あ、ヤバ……っ！　で、でも急げば間に合うから！　じゃあな！」

　俺はそう言って、時計を見ながら駆け出した。

　まともな別れの言葉は口にしなかった。もうユニットは解散したんだから「またな」はないけれど、だからといって「さようなら」は寂しすぎる。

　結局呆あっ気けない感じになってしまったが、それでいいんだと俺は思った。

　だって今の俺は満足していた。なんとか役を最後まで演じきったという充実感で気分が高揚しており、身体が不思議な熱を帯びていた。

　そうして、俺はシノプロのオーディション会場になんとかギリギリ間に合った。

　受験者控え室でいつも襲ってくるあの緊張感が、今日はなぜかやって来ない。

　いろいろあって、感覚がマヒしていたのかもしれない。

　やがて俺の番が来て、審査員の前に立った。このオーディションの一次審査は足切りがメインで、向こうがその場で指定した役と台詞を一分程度で演じるというものだ。

　俺に手渡されたメモには『落ち込む彼女を支える彼氏』とあり、続いて短い台詞が続いていた。俺はそれを見て自然と笑う。

　オーディションの場で笑みを浮かべたのは、これが初めてかもしれなかった。

「よろしくお願いします」

　俺は審査員に一礼してから、自分でも驚くほど自然な気持ちで演技に入った。

　その直前、なぜか一瞬比奈森の顔が頭に思い浮かんだ──気がした。




　　　　◇




　鳴瀬くんを見送った後、私は閉じた玄関のドアにもたれかかりながら、ドキドキと高鳴る胸をおさえて立っていた。




　──仮面の比奈森も本当の比奈森の一面のはずだろ。




　頭の中ではさっきからずっと、鳴瀬くんのその言葉が響いていた。

　私はそれに対して、何かを考えていたわけじゃなかった。

　そんな簡単なことじゃないと否定することも、その通りだと肯定することもなかった。

　そんな次元の認識じゃなかったんだろうと思う。
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　じゃあどんな次元だと言われても、自分自身でもわからない。

　私はただ、鳴瀬くんのその言葉を感じていただけ。

　頭ではなく、心で、身体で、まるで全身を温かな雲に包まれるような感覚で。

　やがて、私の中にある一つの考えがぷかりと浮かんできた。

　それは、紗雪に謝罪しようという思いだった。

『仮面』のことも彼氏役のことも、今まで自分が何を考えてきてどう行動したか、全てをきちんと話して謝ろうと、私は紗雪のところへと向かった。

「紗雪……？」

　部屋に入ると、紗雪はベッドの上で枕を抱いて座っていた。

　落ち着いてるみたいだけど、俯うつむいていてどんな顔をしているかはわからない。

　だけど私は近づいていって「ごめんなさい」と声をかけようと思った。

「……お姉さま、すみませんでした……」

「え？」

　だけど、なぜか先に紗雪から謝罪されてしまい、私は驚いた。

　しかも顔を上げた紗雪は真っ赤で、瞳を潤ませて恥ずかしそうにしながら、同時に悔しそうに眉間にしわを作るっていう複雑すぎる表情で、私はそれにまたビックリした。

「お姉さまに謝りたいです……。鳴瀬さんとの仲を変に疑ってデートを無茶苦茶にしてしまって……。本当にごめんなさいでした……」

「……紗雪は、鳴瀬くんが私の彼氏だって信じてくれるの……？」

　その問いに、紗雪はコクリと頷うなずいた。

　……どうして急に？　と思っていたら、紗雪は苦々しそうな顔になって、

「あ、あの恥知らずの変態野郎……！　あ、あんな恥ずかしいことを彼女の妹の前で、よくも真顔で言えやがるですね……！　あの色魔には羞恥心ってものがねーんですか……！　ど、どんだけお姉さまのことが好きなんですか……！」

　わなわなと身体を震わせながら、そんなことを呟き始めた。

「……鳴瀬くん、紗雪に何を言ったの？」

「お、お姉さまは聞かない方がいいです！　耳が妊娠しちゃうですよ！」

　紗雪はあたふたとすごいことを言いながら慌ててるけど、実は私はその内容を知っていた。だって、ドアに耳を当ててバッチリ聞いていたから。

　その時のことを思い出そうとして、私はすぐに顔が熱くなるのを感じた。

　慌てて頭を振って忘れようとするけど、一度意識した記憶はすぐに浮かんでくる。

　……な、鳴瀬くんが、私のことを、あ、あ、愛してるって……！

　瞬間、ドキリと胸が弾んで、甘く痺しびれたような感覚が全身を巡っていく。

　この感覚はマズかった。だって実際にその台詞せりふとか、前後のすごいのも含めて聞いていた時なんて、頭がクラクラして本当に倒れそうになったのだから。

　それが演技だってわかっていても、あれは破壊力がありすぎたと思う。

　……もう、な、鳴瀬くんのバカ……。やりすぎだよ……！　ううう……。

「どんだけ脳内がピンク野郎だったら、あんな台詞が出てくるんですか……！」

　でもそれだけすごかったからか、紗雪の疑念を一気に吹き飛ばして、あれだけ疑ってたのにもかかわらず今は完全に鳴瀬くんが彼氏だって信じこませてしまっていた。

　……ただ、不機嫌さはさらに増したような気がするんだけど。

「ああもう！　やっぱりあんなのがお姉さまの彼氏だなんて認められません！　あんな天然女たらしで女性の敵野郎が傍そばにいたら、お姉さまの大切な貞操が常に危機にさらされてしまいます！　ピンクオーラにあてられてお姉さまがめくるめく快楽の世界に連れられて行ってしまったら……！　ああ、お姉さまがお嫁に行けない身体にされてしまう！」

「……うん、ちょっと何言ってるかわからないかな」

　そう言って謎の悩みに頭を抱える紗雪に、私は少し呆あきれてしまう。

　どうやら疑いは消えたようだけど、代わりに今までとは別の反感が生まれたみたい。

　紗雪はその後も延々と鳴瀬くんの悪口（？）を「どこでそんなの覚えたの？」って姉としては心配になるような言葉を使ってまくしたてていた。

「……で、でもですね」

　けどしばらくすると紗雪はトーンダウンして、また恥ずかしさと悔しさの入り混じったような顔で、嫌々って感じでこう続けた。

「……あ、あの変態エロ野郎がお姉さまの彼氏とか、そんなの悔しいし危険だし、絶対認められないけどですね……！　でも……、それでも鳴瀬さんがお姉さまを好きだって気持ちは、不本意ですけど認めざるを得ません……！」

「紗雪……？」

「……お姉さまの彼氏が鳴瀬さんみたいな人だったのは、そういう意味では、不幸中の幸いだったのかもしれませんね……」

　最後に紗雪は、どこか真剣な顔でポツリとそう呟いた。

　けれど、すぐにハッとした感じで元に戻って、

「と、とはいえ、それでも私の方がお姉さまを想おもう気持ちははるかに強いですから！　あんな野郎には絶対に負けないですよ！」

　いつもの調子でまたそんなことを言い出した。それは、まるで照れ隠しのように。

「私はいつかあの変態野郎に打ち勝ち、お姉さまを魔の手から救ってみせます！　その時は是非、私と結婚し末永く幸せに暮らしましょうお姉さま！」

「あ、うん、それは遠慮しとくかな」

「お姉さまあああああああああああああぁっ!?」

　私は涙目で絶叫している紗雪を見て、クスリと笑った。

　それはもうすっかりいつも通りの紗雪で、あの水族館で見せた捨てられた子犬のような雰囲気はどこにもなかったから。

　私は安あん堵どしつつ、同時に自分の中でさっきまでの考えが変わったのを感じた。

　全てを打ち明けて紗雪に謝罪するという思いは、今の私にはもうなかった。

　代わりに、今までと同じように彼女としての『仮面』をかぶり続けようと思っていた。

　いつか紗雪が私に依存なんてしなくても、独りで立ち上がれるようになるその時まで。

　それは、ある意味で卑ひ怯きょうな選択だってことはわかってる。

　結局、紗雪を騙だまし続けることに変わりはないんだから。

　でも許してほしい。その時が来たら、必ず謝るから。

　だから今はまだ、私は『仮面』をかぶり続けたいと思うんだ。

　それは紗雪のためでもあり、そして私自身のためでもある。

　だってその『仮面』は──……なくしてしまったと思ってた『本当の私』の一面なのかもしれないから、だよね？　鳴瀬くん……。

「……あの、お姉さま、一つ質問があるのですが……」

　そんなことを考えていると、ふと紗雪がどこか拗すねたような顔でこちらを見ていることに気がついた。……質問？　いいけど、なんだかすごく気の進まなそうな顔。

「本当に、本っ当に！　嫌な質問で、できればしたくはないのですが……！」

「そこまで言うならしなければいいんじゃ？」

「い、いえ、ですが、こうなった以上は確認しておかないといけないことなのです。うぐぐ……！　お、お姉さまと鳴瀬さんは、彼女と彼氏なんですよね……？」

「……うん、そうだよ」

「鳴瀬さんのお姉さまへの想いはさっき聞きましたが、お姉さまは鳴瀬さんの一体どんなところを、……んん！　す、す、好きになってしまったというのですか……!?」

　……なってしまったって。その言い方、紗雪は紗雪だなぁ……。

　それはともかく、その質問については別に意外なものでも何でもなかった。

　付き合ってると説明している以上、いつかは訊きかれる質問だって思ってたからね。

　そういう質問は前もって想定して、答えを全部用意してあった。

　だから、訊かれてもその通りに答えればいいだけなので、慌てることは何もない。

　……はずだったんだけど、

「お姉さま？」

　私はなぜか即答できなかった。

　頭の中が真っ白になって、代わりに浮かんできたのは、鳴瀬くんの優しい笑顔。

　ドキッと心臓が跳ねて、頭の芯がジンと痺れた。

　なぜか一瞬泣きそうになって、身体からだの奥から温かい感覚が沸き上がってきた。




「……自分でも気づかない一面を気づかせてくれるところ……かな」




　そうして気がついたら私は、いつの間にかそんな想定問答にはないアドリブの答えを返していたのだった……。




　　　　▼




「いやー、それが会心の演技でですね！　見事に一次審査を突破したわけですよ！」

「……その話はもう百億回は聞いたよー。ねー姫野くん？」

「あ、あはは……」

　オーディションがあった翌日の昼下がり。

　俺は霧島芸能事務所で、所長と姫野さん相手にご機嫌で話をしていた。

　その内容は、もちろん昨日のオーディションの結果だ。

　……ふふ、ふふふ、聞いて驚け！　なんと俺は、ついに一次審査を突破することに成功したんだ！　あ、これがその証拠の合格通知ね!?　ほらほら！

「それがですね、演じる時からして既に手応えがあったというかですね！」

「二百億回目だよきみー……。大体シノプロの一次はふるい落としのためのもので、結果がその場で出るくらいの簡易審査だよー？　今までそれに落ち続けてきたってのが不思議なくらいでさー。で、本番は二次からなんだから、そっちはどうだったんだい？　同日に二次審査もやったんだろー？」

「…………」

「な、鳴瀬さん、黙り込んでしまいましたよ……」

「……二次の結果が出るのは数日後だけど、こりゃダメだったみたいだねー」

　気まずそうな顔の姫野さんに、やれやれといった感じの所長。

　……うう、うるさいうるさい！　結果が出るまでわからないじゃないか！　まあダメダメだったって自覚はあるけどさ！

　所長の言う通り、二次審査は一次の結果発表に続いてすぐ行われた。俺は一次の手応えそのままに意気揚々と挑んだわけだが──……うう、思い出したくない……。

「で、でも、もしかしたらがあるかもしれないじゃないですか！　結果が出るまでの間もしっかりと演技力を磨き続けますよ！」

「その物言いで、自分でもダメそうだなって思ってるのがバレバレだよきみー」

　所長の指摘に、俺はぐうの音も出ない。

　……で、でも一次は通ったんだ！　何事も一歩ずつだよ、うん！

「それに、演技力を磨き続けるって言ってもきみはパートナーがいなくなってしまったからなー。これからどうするんだい？」

　その時、所長がそんなことを言ったので、事務所内が一瞬シンと静まり返る。

　……そうだ。その言葉通り、俺のパートナーはもういないんだ。

「……俺は、できればここで仕事を続けさせてほしいと思ってます」

「ふむー。じゃあ新しいパートナーを見つけないとなー。といってもすぐに調達できるものでもなし。……やっぱりここは、私と組んで『お姉さんと飼われる少年』路線で」

「普通に通報されると思うんですが!?」

「あ、あの、それなら……！　私が、その……、鳴瀬さんのパートナーに……！」

　俺がツッコんでいると、なぜか姫野さんがおずおずと手を挙げた。

「なに言ってるんだい姫野くん。きみはうちの稼ぎ頭の百合ゆりカップルだよー？　ユニット組み換えなんて認められるわけないじゃないのー」

「そ、それはそうかも、ですけど……！　うう……」

　残念そうにチラチラとこちらを見る姫野さん。俺のことを気づかってくれたのかな？　　……やっぱりいい先輩だなぁ。そういや今ふと気づいたけど、この前以来姫野さんって制服姿で事務所に来るようになったよな？　なんか心境の変化でもあったんだろうか。

　そんなことを考えてるうちにも、姫野さんは所長から「そろそろ仕事の時間だろー」と言われ、どこか名残惜しそうに事務所から出ていってしまった。

「はてさてー、本当にこれからきみをどうしようかねー」

　そうしてまた、俺の処遇についての話が始まりかけた時だった。

　カチャリと、事務所のドアが開く音がした。

「……おや？　比奈森くんじゃないかー」

　所長のその言葉に、俺は「え!?」と勢いよく振り向いた。

　するとそこには本当に比奈森がいて、俺は思わず立ち上がった。

「ひ、比奈森！　どうしてまたここに……!?」

「……うん。昨日のオーディション、鳴瀬くんはどうなったのかなって思って」

　も、もしかして、それが気になってわざわざ来てくれたのか……？

　俺は一次審査を通過し二次の結果待ちだということと、その結果がどうであれ、このまま霧島芸能事務所で演技力を磨き続けようと思ってることを伝えた。

「まあ、そのためのパートナーはまだ見つかってないんだけど……」

　そう言いつつも、これだとあてつけみたいに聞こえるかもしれないと思って、俺はすぐに口をつぐんだ。しかし比奈森は、それに対して意外なことを言ってきた。

「だったら、また私の彼氏役になってくれないかな？」

「え!?」

　俺はもちろん驚くが、比奈森はそんな俺を尻目に所長の方を向いて、

「霧島さん、昨日はあんなご連絡をしてしまいましたが、許していただけますか？」

「許すも何もないよきみー。比奈森くんがまたうちで働いてくれるなら、こっちから土下座でもなんでもしたいくらいだよー。またよろしくねー」

　そんな感じで、さっさと復帰の話をまとめてしまった。

「おっと、じゃあこうしちゃいられないねー。きみ達のために、ちょっくら営業にでも行ってお仕事をゲットしてくるかなー」

　所長はそう言ってそそくさと事務所を出ていってしまった。今まで所長が営業しに行ったところなんて見たことないんだけど……、と、それはともかく。

「……えっと、理由は、訊いてもいいのかな？」

　俺がそう訊たずねると、比奈森はコクリと頷うなずいてから話し始めた。

　あれから俺が帰った後、妹は結局俺が彼氏だってことを信じたというのだ。

　あの時は夢中で演じるってことしか頭になかったから意識してなかったけど、結果的にそうなったと聞いて、俺はいまさらながらにホッと胸をなで下ろす。

「まあそれでも、いつか私を鳴瀬くんの魔の手から取り戻すって息巻いてるけどね」

「な、なるほどな……。だからまた、彼氏役が必要ってわけか」

　俺が納得して頷いていると、比奈森は「ううん」と首を振って、

「それだけじゃないよ。紗雪のためだけじゃなく、今度はハッキリと自分自身のため」

「比奈森自身って？」

「『仮面』の研究を続けることが、ずっと昔になくした『本当の自分』を取り戻すことにつながるんじゃないかな……って」

　どこか遠くを見ながら、呟つぶやくようにそう言う比奈森。

　その様子はどこか楽しげにも見えて、それはそれでいいんだけど、俺はやっぱりその手の話はよくわからず、どうリアクションしていいものかと困惑していた。

「ところで、鳴瀬くんは一次審査に合格したんだったよね。おめでとう」

「え？　あ、ああ、ありがとう。……まあ、二次の方は微妙だったんだけどな」

「あ、そうなんだ。でも、そっちもいつか絶対合格できるよ。鳴瀬くんなら」

「ど、どうしたんだよいきなり。そう言ってもらえるのはうれしいけど」

「だって私、将来俳優になりたいっていう鳴瀬くんの夢は絶対かなうと思ってるから」

　いきなり笑顔でストレートにそんなことを言われ、俺は面めん食くらってしまう。

「鳴瀬くんは昔『自分に合う役だけしか上手うまく演じられない』って言われたんだよね？　でもそれってつまりは『自分に合う役なら上手に演じられる』ってことでしょ？」

「え……」

「それって全然短所じゃなくて、逆にすごい長所だと思うんだよ。だって実際に鳴瀬くんは、あの状況で紗雪を納得させるくらいの演技を見せられたんだから」

　そう言ってニコリと笑う比奈森に、俺は思わず目頭が熱くなった。

「だから、鳴瀬くんの夢はかなうよ。私はそう信じてる」

「……あ、ありがとう、比奈森……」

　俺は感動で泣きそうになるのを堪こらえながら、比奈森に頭を下げる。

　すると比奈森は「お礼を言うのはこっちだよ」と言って、

「……ありがとう、鳴瀬くん。私と紗雪を支えてくれて……。それから、これからも私の彼氏として、よろしくお願いします」

　ふわりと、昨日も見せてくれたあの必殺の笑顔を超える笑みを浮かべたのだった。

　心が真まっ直すぐに伝わってくるように思えるその笑顔。

　比奈森が見せてくれる様々な表情の中で、それが一番可愛かわいいなと思ってしまい──

「あ、ああ。こちらこそ、よろしく……」

　……慌てて熱くなった顔を冷ますように、俺はブンブンと首を振るのだった。











エピローグ









　ちなみに二次審査は予想通り落ちた。

「いやまあ、わかってたことなんだよ。お題が『不意に気持ちが高まって女子に迫る男子高校生』とかわけのわからない役でさ。とりあえず演じてはみたけど手応えも全然なかったし。あ、こりゃダメだってもうその時点で気づいてたっていうか」

「うん。とりあえず鳴なる瀬せくん、その話はもう十回目くらいだよ？」

　比ひ奈な森もりとまたユニットを組んでから一週間くらい経たったある日のこと。

　俺達はいつものようにカフェでの派遣カップルの仕事を終え、事務所へと帰る道を歩きながらそんな会話を交わしていた。

　最近の話題はもっぱら俺のオーディション結果だった。

　……まあ俺が一方的に話題にしてる感は否いなめないが、長年かけてようやく一次審査を突破するまでになったんだから、多少の興奮には目をつぶってほしい。

「そ、そうだったっけ？　ごめん。別に引きずってるわけじゃないんだけど……」

　とはいえ比奈森にしてみればウザいだろうから、素直に謝っておこう。

「ううん、鳴瀬くんは一生懸命だなぁって感じで、私は全然気にしてないよ。それに落ち込んでる様子もなくてよかったって思うし」

　だが比奈森はニコリと笑って許してくれる。

　そのうえそんな気遣いもできる相変わらずの天使っぷりに頭が下がる思いだ。

　実際、俺は落ち込んだりとかはしていない。

　万年一次落ちの時から比べれば目に見えて進歩してるわけだし、今後も今までと同じ姿勢で二次審査突破を目標にがんばっていかないといけない。

　だが俺がそういったことを口にすると、なぜか比奈森は何か言いたそうな顔でこちらをしばらく見つめた後、

「……鳴瀬くんは、私の彼氏役のこと、迷惑だとか思ったことはないのかな？」

「へ？」

　そんな意味不明なことを言ってきたので、俺は思わず気の抜けた声を出してしまった。

「いよいよオーディションに合格するためにがんばらないといけないのに、彼氏役なんてしてる時間なんてあるのかなって」

「……おいおいなに言ってんだ比奈森。逆だよ逆。比奈森の彼氏役をやってるおかげで演技力が鍛えられて、今回の一次突破につながったって俺は思ってるんだぞ？」

　……そもそも比奈森がいてくれないとこうやって派遣カップルの仕事もできないわけだし、そうしたら演技力を磨く機会さえないんだもんな。

「だから迷惑だなんてあり得ないから。ってか、俺はメチャクチャ助かってるんだから、いくら気遣い上手の比奈森でもそれは気にしすぎだよ」

「……気遣い上手？」

「それにさ、なにより俺は比奈森のおかげでがんばれてるってのもあるんだぞ？」

「え？　どういうこと？」

「妹のことはあるにしても、別に役者を目指してるわけでもない比奈森ががんばって派遣カップルやってる姿を見てると、俺ももっとがんばらないとなって思うんだよ。いろんな意味で、俺は比奈森に感謝してるんだ」

「そう、だったんだ」

　少し驚いたような顔になる比奈森に、俺は「そうそう」と頷いて続ける。

「だからさ、本当は俺の方からお願いしないといけない立場なんだよ。というわけで、これからも是非、俺を比奈森の『彼氏』でいさせてくれよな」

　俺はそう言って話を締めくくると、照れ隠しの意味も含めて軽く笑った。

　話の流れでちょっと改まった感じになってしまったが、まあ別に言葉のままで深い意味はないんだから、照れる必要なんてないわけだけど。

「……あれ？　どうした？」

　だが、それを聞いた比奈森は不意に俺を見つめたまま黙り込んでしまった。

　……なんか比奈森って、時々こういう無反応になる時があって謎だよな……。

　でも大抵そういう場合はすぐにフリーズが解けて「あ、そうなんだ」的なリアクションが返ってくるのだが、今回はどうも様子がおかしい。

　比奈森は無言のままプイッと俺から顔を背けると、ふぅ……となぜかため息を吐ついたかと思ったら、今度はやれやれとばかりに首を振っているじゃないか。

　今までにないその反応の数々に、俺はもちろん戸惑う。

「……鳴瀬くんって、時々そういうとこあるよね」

　しかも、やがて比奈森がこっちに向き直ると、そんなよくわからないことを言った。

　……ってか、そういうとこってどういうとこ……？

「そういえば鳴瀬くん、さっきオーディションのお題は『不意に気持ちが高まって女子に迫る男子高校生』だって言ってたよね？」

　俺が戸惑っていると、今度はなぜか唐突にそんなことを言い出した比奈森。

「あ、ああ、そうだけど、それがどうかしたのか……？」

　急な話題転換に意味がわからないながらも頷く俺だったが、

「ううん。ただ鳴瀬くんって、以前紗さ雪ゆきをベッドに押し倒したり姫ひめ野のさんと公共の場で抱き合ってたりしてたはずなのに、どうしてそのお題を上手く演じられなかったのかなって不思議に思って」

「な、な、なんですと!?」

　続けてそんな予想外なことを言われて、俺は思いっきり狼狽うろたえる。

「い、いや、だからそれは単なる事故であってだな……！」

　なんでこんな流れに!?　と混乱しつつも、俺はとにかく必死に弁解するしかない。

　その間も比奈森は「ふーん、そうなんだ」とか「本当かなぁ？」といった感じで、物腰は柔らかいながらも追及の姿勢を崩そうとはしなかった。

　……ひ、比奈森のやつ、いつも通りの笑顔のはずなのに、なんで今はこんなにもいじめっ子っぽい雰囲気に見えるんだ……!?

「……うん、まあ仕返しはこのくらいにしておくとして」

「何の仕返し!?　俺が何かしたか!?」

　やがて比奈森はそう言って、俺のツッコミをスルーしながらこちらを振り向くと、

[image: ]

「こちらこそ改めてよろしくね。『彼氏』の鳴瀬くん」

　と、どこか楽しそうな雰囲気で笑った。

　俺はそんな比奈森の笑顔に思わず見とれそうになりながらも、さっきのやり取りは一体何だったんだろうと首を傾かしげるしかない。

　いろいろとわけがわからない『彼女』を眺めながら、まだまだ『彼氏』を演じきるのは難しいということを、俺は実感せざるを得ないのだった。











あとがき









　はじめましての方は、はじめまして。恵え比び須す清せい司じです。お久しぶりという方は、またお会いできる機会に恵まれて本当にうれしく思っています。

　さて、本作品「演距離カノジョの比奈森さん」はいかがだったでしょうか。

　役者になるのを夢見る少年とちょっと変わった雰囲気の少女が、派遣カップルというわけのわからないお仕事を通してつながっていく──一言で表すならこんな感じのラブコメになっているわけですが、楽しんでいただけたなら幸いです。

　実はこの物語は、私がある夜にベッドに入って寝ようとしていた時にふと何気なく思いついた『レンタルカップル』という単語から始まりました。




　→レンタルカップル？　文字通りカップルをレンタルするサービス？

　→つまり派遣カップル？　そんな仕事、現実ではないだろうけど。

　→でも、もしかしたら世の中にはそういったサービスの需要もあるかもしれない。

　→本当はカップルじゃないのに派遣カップルで働く少年と少女とか面白いのでは？




　とまあ、こんな思考プロセスを辿たどってアイデアが生まれ、編集サイドとなんやかんや相談しながらついに出来上がったのがこの作品ということになります。

　担当編集の田た辺なべさんには、思いつきのふわふわしたアイデアに粘り強く付き合っていただきました。その支えがなければ最後まで書き上げることはできなかったと思います。

　イラストレーターのてつぶたさんにはとても可愛かわいいイラストを描いていただきました。特に表紙にある比奈森の笑顔にやられた人は多いのではないかと思います。もちろん私はバッチリやられてしまった側です、はい。

　本書を手に取っていただいた読者の方々も含め、作品というのは多くの人の支えをいただいて初めて世に出すことができるものだと常々思っています。なのでこの場で感謝の意を述べさせてください。ありがとうございます。




　それでは、またお会いできる機会があることを願って──





二○二一年五月六日
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